















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「※」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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はじめに




　カバーのイラストに惹ひかれて、本書を手に取られた方ははじめまして。

『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』シリーズを引き続き読んでくださっている方は、おひさしぶりです。本書の著ちよ者しや、久保田悠羅くぼた・ゆうらです。

　先に書いたように、本書は『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』というシリーズの第四巻かんです。そのため、第一巻から第三巻までの内ない容ようを前ぜん提ていとして書かれている部分があります。本書を初めて読む方は、まずはそれらの既き刊かんをご覧らんになった上で本書をお読みいただくようお願いいたします。




　それでは、いつものことながら、まずは簡かん単たんに説明をしたいと思います。

　本書は『アリアンロッドＲＰＧ』というＴＲＰＧのリプレイです。

　ＴＲＰＧ──テーブルトーク・ロールプレイング・ゲームとは、数人で遊ぶゲームの一種です。ひとりがＧＭ（ゲームマスター）、残りの人はプレイヤーとなってそれぞれＰＣ（プレイヤーキャラクター）をひとりずつ創つくり、ＧＭが用意したシナリオと呼よばれる物語や冒ぼう険けんを楽しむ遊び──それがＴＲＰＧです。

　多少異ことなる部分はありますが、『ファイナルファンタジーXI』や『ラグナロクオンライン』のようなオンラインＲＰＧのゲーム機やコンピューターに相当する部分を、ＧＭが担たん当とうして遊ぶゲーム、と考えると分かりやすいかもしれません。

『アリアンロッドＲＰＧ』はこのＴＲＰＧのひとつであり、〝エリンディル〟と呼ばれるファンタジー世界を舞ぶ台たいとしています。

『アリアンロッドＲＰＧ』を遊ぶために必要なものは、ルールブック、ゲームで使用する何なん枚まいかのシート、鉛えん筆ぴつなどの筆記用具、そしてサイコロ（ＴＲＰＧではダイスと呼よぶことが多いです）。あとは一いつ緒しよに遊ぶ仲間と場所、時間だけです。

　しかし、この説明だけではどんな遊び方をするのか少し分かりづらいかもしれません。そこで、このＴＲＰＧの遊び方やその雰ふん囲い気きを伝える目的で書かれた、実じつ際さいにＴＲＰＧを遊んでいる様子を読み物の形にしたものが生まれました。

　それが〝リプレイ〟です。

　つまり、本書は『アリアンロッドＲＰＧ』を遊んでいる様子を文章化した本、そう考えていただければよいでしょう。




　それでは、解かい説せつはこのあたりにして、そろそろ本ほん編ぺんへと参りましょう！







前ぜん巻かんまでのあらすじ




　エリンディル中央南部に位置する〝賢けん者じやの街〟エルクレスト。

　ここにはエルクレスト・カレッジという、冒ぼう険けん者しや育成のための学園があった。

　この学園に入学したファムとヴァリアス、そして同じ寮りようの先せん輩ぱいのカミュラ、カッツら四人は新学期早々からさまざまな事じ件けんに遭そう遇ぐうする。

　その事件のひとつでファムは未来の孫であるプリシアと出会い、何者かがファムを魔ま族ぞくにしようと企たくらんでいることを知る。さらに、これらすべての事件は古いにしえの時代に栄えていた種族の生き残りである〝不ふ滅めつの諸しよ公こう〟スカディが関わっていたことも分かる。

　スカディの狙ねらいは、かつてエリンディルの中原を支し配はいしていた〝覇は王おう〟と呼ばれる王様が所有していた〝覇王の遺い産さん〟と呼ばれるマジックアイテム。だが、エルクレスト・カレッジに保ほ管かんされていた〝覇王の遺産〟のうち、ふたつが奪うばわれてしまう。

〝覇王の遺産〟を奪うばったのが、ファムの魔族化の原げん因いんとなったスカディのオフェリアであることから、〝覇王の遺産〟とファムの魔族化には何らかの関係があると考えたファムたちは、〝聖せい都と〟ディアスロンドに旅立つことを決意する。

　そこには〝覇王の遺産〟のひとつ、ゲイ・ボルグがあるのだという……。
















驟しゆう雨う来たりなば：聖せい人じんと竜りゆう　～プロローグ～




　普ふ段だんは大おお勢ぜいの騎き士しや戦士で賑にぎわう城しろの大広間が、今は静せい寂じやくに包まれていた。

　窓まどの外に広がる空は重苦しい黒雲で覆おおわれ、今にも雨が降ふりそうな気配を見せている。

　大広間に設しつらえた玉ぎよく座ざに王の姿すがたはなく、ただそれを見上げるひとりの少女の姿がそこにあるだけだった。




「ここにいたのか」




　銀の髪かみを揺ゆらしながら少女が振ふり向むく。

　その手には彼かの女じよの髪のように白銀に輝かがやく竪たて琴ごとが抱いだかれている。




「覇は王おうの容よう態だいは？」

「なんとか小康状じよう態たいを保たもってはいるが、あまりよくない。今はシェフィールドが側についているが……彼女もアウデンリートを失って大変だろうに」




「いつにもまして饒じよう舌ぜつだな。珍めずらしいこともあるものだ」




　外見に似に合あわぬ口調で話す少女の言葉に苦笑いをこぼす神官。あまり表ひよう情じようを表に出さない彼にしては珍しいこともあるものだと、少女は不思議そうに神官を見る。

　その時、大広間へひとりの騎士が飛とび込こむように入ってきた。




「見み張はりからの報ほう告こくです！　し、城の外に大量のゴーレムがっ！」




　慌あわてながら報告する騎士の肩かたを落ち着かせるように叩たたくと、神官は銀ぎん髪ぱつの少女に背せを向けて歩き出す。

　いつしか窓の外では雨が降り始めていた。




「行くのか？」

「私が行くしかないだろう。私の持つゲイ・ボルグを使う時が来た……それだけのこと」




〝大だい聖せい人じん〟と呼よばれた神官──ルキアノスは振り返りもせずに、大広間から出て行く。

　少女はそのうしろ姿をただ見つめることしかできなかった。







プリプレイ







◆プリプレイ 01◆恋こいのおまじない




「そういえば、今日はダイスにおまじないを掛けてきたんですよ」

　開口一番、ファムリシアのプレイヤーである小こ島じまめぐみさんが告げた。




　二〇〇七年某ぼう月げつ某ぼう日じつ。

　すでにテーブルの上には、さまざまなシート類、筆記用具、ダイス、飲み物やお菓か子しなどが広げられている。

　そう、今日は『ハートフル』第四巻かんの収しゆう録ろく日なのだ。




ゆーら：どんなおまじないなんですか？

小島：紙に大きく☆を書いて、そこの上にダイスを載せてお願いするんです。恋のおまじないですよ。




　自分の目の前に赤、青、黄色と色とりどりのダイスを広げていく小島さん。




Ｏはた：それでダイスの目がよくなるんですか？

小島：もちろんですよ。おまじないなんですから。今日はいい目をバンバンだしますよ～。

きくたけ：恋のおまじないなのに？　いくらなんでもそんなことは……ないよね？（一同笑）

ゆーら：私に聞かないでください。でも、小島さんのダイス目がよくなるということは、他の誰かのダイス目が悪くなるかも……。

小こ暮ぐれ：それじゃ、きくたけさんのダイスはダメダメですね（笑）。

きくたけ：何でそういうことになるんですか！　それに頼むからここでそんなこと言わないでください。小暮さんに言われると、ほんとにダイス目が悪くなるような気がするから（笑）。




　いつもと同じようなセッション開始前の雑ざつ談だん。




ゆーら：さて、ダイスの話はそろそろ終わりにして、そろそろセッションを始めましょうか。

一同：はーい。




　それでは、いつものようにプレイヤーの紹しよう介かいをしておきましょう。




●小島めぐみ──キャラクター：ファムリシア（通つう称しようファム）

　元げん氣きプロジェクト所しよ属ぞくの声せい優ゆうさんで、愛あい称しようは〝こじまめ〟。『ふしぎ星の☆ふたご姫ひめ』のファイン、『マーメイドメロディぴちぴちピッチ』の蘭ラン花フアを演えんじている。この他にもインターネットラジオのパーソナリティーや、声優さんのバンドCri☆siSに参加する（キーボード担たん当とう）など、多方面で活かつ躍やく中。

『ハートフル』では、ちょっぴりドジな魔ま法ほう使つかいファムリシアを担当。ここぞという時のダイス目のよさは目を瞠みはるものがあり、メインアタッカーの地位を不動のものとしている。




●小暮英え麻ま──キャラクター：カミュラ

　マウスプロモーション所属の声優さん。なぜか〝英麻さま〟と〝さま〟付で呼よばれている。『ナイトウィザード The Animation』の緋室灯ひむろ・あかりとアンゼロット、『マーメイドメロディぴちぴちピッチ』のかれんを演じている。

『ハートフル』では、オルランド寮りようのプリフェクト（監かん督とく生。学がく生せい寮の代表生徒のこと）であるカミュラを担当している。観察力と洞どう察さつ力りよくの高さは折紙付で、さらに運のよさが相乗効こう果かを生み、ここぞという時の活かつ躍やくは見事としかいいようがない。




●大畑顕おおはた・あきら──キャラクター：ヴァリアス・ヴァンガード

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社員で、通称〝Ｏはた〟。ＴＲＰＧのデータ作成を主に担当している。彼の三下属ぞく性せいは筋すじ金がね入りで、各種リプレイでその能のう力りよくを発はつ揮きしている。

『ハートフル』では、ファムと一いつ緒しよにエルクレスト・カレッジに入学したヴァリアス・ヴァンガードを担当。ファムといい仲になりつつも、ここぞという時に一歩前に進むことができない少年のジレンマを見事に演じている……よね？




●菊きく池ちたけし──キャラクター：カッツ・バルゲル

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．副社長で、通称〝きくたけ〟。『アリアンロッド』『セブン＝フォートレス』『ナイトウィザード』などのゲームデザイナー。『ナイトウィザード The Animation』でついにアニメ化デビュー（っていうのかしらん）。

『ハートフル』では、ファムやヴァリアスの先せん輩ぱいカッツ・バルゲルを演じている。妹を助けるという目標もでき、さらなる活躍が期待できる。しかし、ここぞという時のダイス目の悪さは目を覆おおわんばかりである（笑）。




　という、いつものメンバーで今回もお送りいたします。それでは『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル④　星せい霜そうのロンド』のスタートです！







◆プリプレイ 02◆今回予告とキャラクターの成長




〝不ふ滅めつの諸しよ公こう〟スカディがついに動き出した。

　スカディのひとり、オフェリア・ルクスによって、ふたつの覇は王おうの遺い産さん──〝黄金剣けん〟オートクレール、〝降こう魔ま剣〟ロンゴミアントは奪うばわれてしまう。

　残る遺産はあと三つ。

　古代竜りゆうであり、覇王と共に戦った〝銀の〟ケセドは告げる。

　遺産のひとつは〝聖せい都と〟ディアスロンドにあると……。

　そこでファムたちを待ち受けていたのは、試練の迷めい宮きゆうだった。




　アリアンロッド・リプレイ・ハートフル

　第七話

『覇王の遺のこせしもの』




　覇王の秘ひ密みつが今、明かされる。




ゆーら（以い降こう、ＧＭ）：とゆーことで今回は試練の迷宮、つまりダンジョンです。

きくたけ（以降、カッツ）：ダンジョンならば、シーフである私に任まかせたまえ。

小暮（以降、カミュラ）：マクール祭でトラップに引っ掛かかったのに？（笑）

カッツ：うぉ──────！　嫌いやな記き憶おくを思い出させないでくれっ！

小島（以降、ファム）：きっと、今度は大だい丈じよう夫ぶですよ。

ＧＭ：ただし、普ふ通つうのダンジョンは第一巻『聖せい雪せつのキャンパス』ですでにプレイしているので、今回は『上級ルールブック』に掲けい載さいされているランダムダンジョンを使用します！

Ｏはた（以降、ヴァリアス）：ランダムダンジョン！　それは燃もえるぜっ!!




ランダムダンジョン

　専せん用ようのシートとトランプを使用して、内ない容ようをその場で決定していくダンジョン。したがって、どのようなものになるかはＧＭにも分からないという、開けてびっくり玉手箱的なゲームが楽しめる。

　ランダムダンジョンルールの遊び方は、リプレイの中でも解説していく。また『上級ルールブック』を持っている方は、そちらも参照しながら読んでもよいだろう。




ＧＭ：ちなみに今回はシナリオハンドアウトはありません。目的は全員一いつ致ちしてますし、シナリオの開始時の状じよう況きようも同じですからね。それでは、レベルアップをお願いします。




●ファムリシアのレベルアップ

ファム：キャラクターレベルが６になりました。

ＧＭ：もう６レベルですか。

カッツ：おそらく普ふ通つうに勉強だけしていたなら、一年間に１レベル上がるか、上がらないかくらいのペースなんだろうが……。なにせ毎シナリオごとに事件に遭遇しているからな（笑）。

カミュラ：いろいろな事じ件けんに巻まき込こまれましたからね。

ＧＭ：それで、スキルは何を取ったんですか？

ファム：《ウィンドセイバー》を４レベルにして《コンセントレイション》（※）を取りました。あと、クラスを替かえようか迷まよったんですけど、今回はそのままでいくことにしましたっ！

ＧＭ：なぜですか？

ファム：セージ（※）もいいかな～と思ったんですけど、やっぱりこのまま魔ま法ほう使つかいでいるのがファムらしいかなと。頭いい系けいのクラスはファムには似に合あわないと思いまして。

カッツ：確たしかにな。セージはイメージに合わないかも（笑）。

ファム：それってどういう意味ですか！（笑）





（※）《コンセントレイション》　メイジのスキル。魔術判定のダイスを増やす。

（※）セージ　クラスのひとつ。賢者など知恵や知識が豊富なことを表現するためのクラス。
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●ヴァリアス・ヴァンガードのレベルアップ

ヴァリアス：ファムと同じ、オレも６レベルになったぜ。スキルは重い防ぼう具ぐを着られるように《トレーニング：筋きん力りよく》（※）を取って、もうひとつは《リバウンドバッシュ》にした。

ＧＭ：『アイテムガイド』に載のっている、エンゲージしている相手全員に《バッシュ》を放つスキルですね。

ヴァリアス：範はん囲い攻こう撃げきはファムに任まかせっきりだったからな。これで戦せん術じゆつの幅はばが大きくひろがるぜ。それに防具もちょっとだけ買い替えた。

ＧＭ：何を買ったんですか？

ヴァリアス：頭を闘とう士しのバンダナに替えた。これで命中がさらに上じよう昇しよう！　ぜひイラストも替えて欲ほしいなと（笑）。

カミュラ：なんかヴァリアスさんがワイルドに（笑）。

ヴァリアス：前回、カッツ先輩と戦って自分の防ぼう御ぎよ力りよくの低さに気がついたということで。

カッツ：でも、ヴァリアスが受けたのは《ペネトレイトブロウ》だから、防御力は関係ないぞ？

ヴァリアス：……え？　そ、そうだった!!　意味ないじゃん（一同笑）。

ＧＭ：さ、オチがついたところでカミュラさん、どうぞ～（笑）。





（※）《トレーニング》　一般スキル。特定の能力値を上昇させる。《トレーニング：筋力》のように能力値名を併記する。
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●カミュラのレベルアップ

カミュラ：わたしもみんなと同じく、キャラクターレベルが６になりました。装そう備びはビレッタをオリハルコンの髪かみ飾かざりに替かえました。

カッツ：なるほど。魔法ダメージを《カバーリング》するとそろそろきびしくなってきたから、それは助かる。

ＧＭ：スキルは？

カミュラ：《ヘイスト》を２レベルにして、もうひとつは《エンカレッジ》にしました。

ＧＭ：行動が終しゆう了りようした人をもう一度行動できるようにするスキルですね。

カミュラ：そうです。

ヴァリアス：《エンカレッジ》はあと一息という時に役に立つからな。

ＧＭ：《ヘイスト》も２レベルになると、ほとんど先せん攻こうを取られそうな気が。

カッツ：私に掛かけてもらえれば【行動値ち】が20くらいになるし、ファムに掛けてエンゲージしている敵てきを先に魔法で一いつ掃そうということもできるな。

ＧＭ：ギルドスキルの《陣じん形けい》やヴァリアスの《カリキュレイト》もあるから、かなり戦術的に有利になりますね。

カミュラ：というわけで、皆みなさん任せましたよ（笑）。

カッツ：おい！（笑）
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●カッツ・バルゲルのレベルアップ

カッツ：最後は私だな。レベルは同じく６、スキルは新しく《ドッジムーブ》（※）を取って、《ヴァイタルフォース》を４レベルにした。

ＧＭ：《ヴァイタルフォース》は当然として、回かい避ひを上げにきましたか。

カッツ：範はん囲い攻こう撃げきされた時に《カバーリング》することを考えると、自分の分は回避できるようにしたいからな。【ＭＰ】がきびしくなるが、まぁ仕方ない。

ＧＭ：《カバーリング》や《ペネトレイトブロウ》もありますからね。で、装備は？

カッツ：防具の胴どう部ぶをレザーアーマーからミスリルクロークに変へん更こうした。これで、物理防ぼう御ぎよも魔法防御も＋３ずつ上がった。

ヴァリアス：ついにカッツ先輩が鎧よろいを替えた～（笑）。

カッツ：今まで金きん銭せん的にきびしかったんだよ。キックブーツとかグリーンベレーみたいに追加効こう果かがあるアイテムは基き本ほん的に高いし。しかし、これで《カバーリング》も楽になるぞ。

カミュラ：では、カッツさん任まかせましたよ（笑）。

カッツ：結局、そうなるのかよ（笑）。

ＧＭ：では、オチもついたところで、オープニングフェイズに移うつりましょう。





（※）《ドッジムーブ》　シーフのスキル。回避判定の達成値を上げる。
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オープニングフェイズ







◆オープニング 01◆聖都へ




　いつもの喧けん騒そうが嘘うそのように静まりかえったオルランド寮りようの談話室を、ひとりの少女が通り抜ぬけていく。開け放たれた窓まどから差し込こむ夏の日差しを浴びて、胸むねのペンダントがキラキラと緑色に光ひかり輝かがやく。

　学長のエルヴィラ・アルディリケ先生から聞いた話では、宝ほう物もつ庫こが襲しゆう撃げきされるという事じ件けんがあったためか、寮に残っている学生は例年よりも少ないらしい。いつもなら夏休みに帰省したがらない学生までもが家に戻っているそうだ。

　束つかの間とはいえ主がいなくなった部屋を寂さびしそうに眺めがら、少女──ファムリシアは自分の部屋へと向かった。




ＧＭ：それでは最初のシーンはファムからです。外出の手続きを行なった後、自分の部屋に戻もどるところです。夏休みとはいえ、学園から出るわけですから。

ファム：そっか。ディアスロンドに向かうから外がい泊はく届とどけを出す必要があるんですね。

ＧＭ：そうです。もちろん、今回の件に関してはエルヴィラ学長は全面的に協力してくれているので、問題なく許きよ可かを得ることができます。

カッツ：ほっ、……助かった。これ以上、単位を落とすわけにいかないからな。

カミュラ：カッツさん、今は夏休みですよ。

カッツ：なんだって！　夏休みだとっ!!




　人の話をきちんと聞いてください。




ファム：はい！　夏休みだそうです。

カッツ：いや、夏休みだろうが関係ない。カミュラにいろいろとこき使われているから、講こう義ぎの出席が足りなくてきっと補ほ習しゆうがあるんだよ（一同笑）。

カミュラ：人のせいにしないでください。全部、カッツさんが好きでやっていることじゃないですか（笑）。

カッツ：そんなことねぇよっ！

ファム：でも、しばらく学園とお別れですね。旅の準じゆん備びとか必要ですか？

ＧＭ：はい。で、部屋に戻るとバックパックに荷物を詰つめているプリシアの姿すがたが……。

ファム：もう帰っちゃうんですかっ！（一同笑）

ＧＭ／プリシア：「ち、違ちがいますよっ！　ファムさんの荷物を作っていたんです！」（鞄かばんに荷物を入れる真似まねをしながら）

カミュラ：ファムさんがプリシアさんに殴なぐられています（笑）。




　荷物を詰めているＧＭの動作が殴っているように見えたようです。




ファム：な、何をするんですかっ！（笑）

ＧＭ：いや、殴ってないですから。

ファム：そうですか……てっきり、プリシアがぐれてしまったのかと思ってしまいました（笑）。荷物の準備ということは、プリシアも一いつ緒しよに行くんですね？

ＧＭ：いえ、荷物はファムの分だけのようです。

ファム：あれ？　プリシアの荷物は？

ＧＭ／プリシア：「え？　あたしはここでお留る守す番ばんです。それに、あたしが一緒に行っても何もできませんし……。足手まといになるだけですから」ちょっと寂しそうに、でも笑顔で答えます。

ファム：プリシア……。

ＧＭ／プリシア：「実は今回はなんでここにいるのか分からないんですよ。確たしかにファムさんに何かが起ころうとしていて、それを防ふせぐためにいるらしいんですけど……」

カミュラ：そんなに簡かん単たんに行き来できるんですか？

ＧＭ：前回はプリシアのファムに会いたいという強い思いと、正しい時間を守るという神々の思おも惑わくがあったんですけどね。過去に戻るということは、そんなに簡単なことじゃありません。逆ぎやくに歴史が狂くるってしまう可か能のう性せいもありますから。だから、プリシアもよく分からないと言っているわけです。

ファム：でも、プリシアがここに来たってことは、やっぱり何か意味があるんだよ。

ＧＭ／プリシア：「そう、そうですよね。じゃあ、このペンダントをファムさんだと思って、無事に帰ってくるのを待ってます」胸むな元もとからファムが持っているものと同じペンダントを取り出すと、それを握にぎりしめながらファムに笑いかけます。

ヴァリアス：そっか。プリシアも同じペンダントを持っていたんだっけ。

ＧＭ：正せい確かくにいうと、ファムの持っていた物をプリシアがもらったんですけどね。だから、一巻かんで付いた傷きずもまったく同じように両方に付いています。

ファム：そういえばそんなこともありましたね。まぁ、そんなに心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだって。ディアスロンドに行ってくるだけだから。

ＧＭ／プリシア：「そうですよね。じゃあ、おみやげ、楽しみにしてますね！」

ファム：お、おみやげ？

ＧＭ／プリシア：「はい、おみやげです」ニコニコしながら答えます。

ファム：おみやげ、おみやげ……。

ヴァリアス：ディアスロンド饅まん頭じゆう！

カミュラ：あとはディアスロンド煎せん餅べいとかですね。




　どこの温おん泉せん地ちですか。




ファム：そんなもんが売ってるんですかっ!?

ＧＭ／プリシア：「うーん、たぶん売ってないと思いますけど……」

ファム：……そういえば、何でディアスロンドに行くことになったんでしたっけ？

一同：おいっ！（一同笑）

ファム：すみません、すみません。

ヴァリアス：〝覇王の遺産〟をスカディよりも先に集めなきゃいけないだろ。

カッツ：スカディも〝覇王の遺産〟を狙っているからな。すべてが連中に渡るとファムが魔族化する可能性もある。

ファム：そうでした、そうでした（笑）。それじゃあ、ディアスロンドへ行きましょう！







◆オープニング 02◆教きよう皇こうへの手紙




　カミュラが学長室を訪おとずれた時、エルヴィラ・アルディリケはいつものように執しつ務む机づくえに向かっていた。手にした羽根ペンが、紙の上を華か麗れいに舞まっている。




ＧＭ：次のシーンは、学長に呼よばれてカミュラが学長室を訪れたところです。

カッツ：呼び出しをくらったな。

カミュラ：そんなぁ、カッツさんじゃあるまいし（笑）。

カッツ：うぐっ！　まぁ、いい。（偉えらそうに）学長の話を聞こうじゃないか。




　カッツは登場していません。




ＧＭ：カミュラが学長室を訪れるとエルヴィラは何やら書類を書いています。

カミュラ：何を書いているんですか？

ＧＭ／エルヴィラ：「先日起こった宝ほう物もつ庫この爆ばく破は、それと〝覇は王おうの遺い産さん〟の強ごう奪だつ。このふたつの事じ件けんについて、理事会へ提てい出しゆつするための報ほう告こく書しよよ」

カミュラ：報告書？

カッツ：さすがにあそこまで大事だと、上に報告しないわけにはいかないか。

ファム：すごい事件でしたからね。

ＧＭ：そういうことです。そしてエルヴィラは「これでよし……」とかいいながら、最後の書類にサインをした後、机の引き出しから数すう枚まいの用紙と蝋ろうで封ふうされている手紙を取り出して、カミュラに渡わたします。

カミュラ：用紙と手紙？

ＧＭ：用紙は外がい泊はく許きよ可か証しようです。カミュラ、カッツ、ファム、ヴァリアスの四人分あります。一いち応おう、期間は夏期休きゆう暇か中ということになっていますね。

カミュラ：前のシーンでファムさんが提出していましたからね。

ヴァリアス：これで学園から出てもおとがめなしってわけだな。

カッツ：だが外泊許可証は分かるが、手紙ってなんだ？

カミュラ：何の手紙か分かりますか？

ＧＭ：見たところ普ふ通つうの手紙ですね。蝋で封されているので、中を見ることはできませんが。

カミュラ：封されているって、赤い蝋とかで判はん子こが押おされているみたいな感じ？

ＧＭ：そうです。もちろん、この手紙の蝋にも紋もん章しようが押されています。

カミュラ：見たことあります？

ＧＭ：では、紋章について覚えているかどうか、【知力】判定してもらいましょう。

カミュラ：わたしはなんでも知っていなければいけないんですよ（一同笑）。そんなこと簡かん単たんに……（コロコロ）ダイス目が９ですから15です。

ＧＭ：では、成功です。

ファム：さすがですっ！

ＧＭ：蝋に押されている印章には、七しち芒ぼう星せいと四つの星が描えがかれています。これに似にた紋章です（『アリアンロッドＲＰＧトラベルガイド』の[image: ]ページを見せる）。
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カミュラ：見たことあります？

ＧＭ：もちろんあります。この七芒星と四つ星こそ、覇王が使っていた紋章です。

カミュラ：（真ま面じ目めな声で）こ、これは……覇王の紋章？

一同：おおぉぉぉぉ！（拍手）




　声せい優ゆうさんのこういう時のセリフはさすがに上手です。




ヴァリアス：覇王？　エルクレストって覇王と関係あったのか？

ファム：あっ！　たしか学園の寮りようの名前って、覇王と関係ある人の名前ばかりですよ？（メモを見ながら）シェフィールドとアウデンリート、それとヴァリアスさんのお母さんがグラナドスです。

カッツ：残りはルキアノス、ブルギニオン、オルランドか……。まぁ、そんなことは二巻かん（『想望のメモリアル』）くらいから予想はしていたがな。

ファム：ほんとですか！　さすがです、カッツさんっ!!

カッツ：まぁな。しかし、そういうことならば、ディアスロンドに行くというのもありか。

ファム：？

カッツ：ディアスロンドはエリンディル中の神しん殿でんの総そう本ほん山ざん。そして、ルキアノスはディアスロンドの開かい祖そなのだよ。

ファム：そうなんですか……。

カッツ：つまり、〝覇王の遺産〟について何か情じよう報ほうを得ることができるかもしれないということだ。それにラリエットの意い識しきを取り戻もどすために、ディアスロンドの力を借りるという手もあるからな。アナクアルは神の力でも借りなければ呪のろいは解とけないと言った。

ヴァリアス：つまり、神の力をもってすれば呪いは解けるということ……。

カッツ：そういうことだ。

カミュラ：それで、この手紙は？

ＧＭ／エルヴィラ：「ケセド殿どのにしたためていただいた教きよう皇こうへの書しよ簡かんです。古代竜であるあの方の紹しよう介かいということであれば、教皇と謁えつ見けんすることも可か能のうでしょう」

ヴァリアス：けっきょくあいつの力を借りるのか。

カッツ：それは仕方がない。なにせこちらは一いつ介かいの学生だ。〝大だい賢けん人じん〟シェフィールドがいるとはいえ、今はこんな姿だからな。信じてもらえなくても仕方ない。

カミュラ：別に信じてもらえなくてもいいですよ（笑）。

カッツ：こっちが困こまるんだよ！（笑）

ＧＭ／エルヴィラ：「それに〝覇は王おうの遺い産さん〟であるゲイ・ボルグを受け取るということであれば、それなりの後ろ盾だては必要ですからね。ああ見えても、あなた方のことを心配しているようでしたよ」その時の様子を思い出したのか、笑えみが溢あふれています。

カミュラ：人のことを小さいとか言っていたくせに。まぁ、そんなことよりも、学長から外泊許可証と手紙は受け取ります。

ＧＭ／エルヴィラ：「神殿のお膝ひざ元もとということであれば、スカディが表だって動くようなことはないと思いますが、警けい戒かいを怠おこたらないように」さすがに学長もちょっと心配そうな感じです。「では、三人をよろしく頼たのみますよ」

カミュラ：大だい丈じよう夫ぶですよ。たぶん夏休みが終わる頃ころには戻れると思いますし、三人のことも任まかせてください。

ファム：任されました（笑）。

カッツ：任されていいんだろうか……。

カミュラ：（にこやかな笑顔で）任せてください（笑）。

カッツ：その笑顔が嫌いやなんだよ（一同笑）。ＧＭと何か企たくらんでいるんじゃないだろうな。




　そんなことありません。




ＧＭ／エルヴィラ：「では、あなた方がディアスロンドに行っている間に、覇王についての文ぶん献けんをこちらでも調べておきましょう。それとこれを……」と言いながら、何やら魔ま法ほう陣じんが刻きざまれた水すい晶しようのようなものをカミュラに渡します。

カミュラ：これは？

ＧＭ：転送石という、購こう入にゆうした神殿に《テレポート》することができるアイテムです。学園で使用されている物は、１号ごう棟とうにあるエルクレスト神殿の分社が転送先になっています。

カミュラ：備そなえあれば憂うれいなしということですか……。

ＧＭ／エルヴィラ：「何があるか分かりませんからね。何も起こらなければ、学園に戻ってくる時に使うとよいでしょう」

カミュラ：分かりました。それでは行ってまいります。







◆オープニング 03◆吟ぎん遊ゆう詩人の願い




　庭園の片かた隅すみに置かれているベンチにひとり腰こし掛かけ、竪たて琴ごとをつま弾びくケセド。彼女が口ずさんでいるのは、エリンディルに住む者ならば誰だれもが知っている物語『覇王の勲いさおし』。覇王が瘴しよう気きに冒おかされて倒たおれ、それを〝大賢人〟シェフィールドが看病している一節である。

　銀色に輝かがやく竪琴から奏かなでられるメロディ、そして可か憐れんな吟遊新人の歌声は美しくもあったが、どこか寂さびしそうだった。




ＧＭ：最後はヴァリアスのシーンです。先ほどのカミュラのシーンにも、ちらっと話に出てきたケセドが登場します。

ヴァリアス：げーっ！　やっぱり!!（一同笑）

ＧＭ：やっぱり言うな（笑）。場所は庭園にしましょうか。そこでケセドがひとり竪琴をつま弾いている感じで。ヴァリアスはケセドに呼よび出されたということにしましょう。

ヴァリアス：オレも呼び出しかいっ！（笑）で、話ってなんだ？

ＧＭ／ケセド：「そんなに嫌そうな顔をしなくてもいいではないか」ケセドは、ちょっと不ふ機き嫌げんそうな声をあげます。

ヴァリアス：そういう態たい度どは止やめてくれ。それよりも、話があるって覇王のことだろ？

ＧＭ／ケセド：「よく分かったな」

ヴァリアス：当たり前だ。四人の中で槍やりを使うのはオレだけだからな。わざわざゲイ・ボルグを取りに行けってことは、オレに何かをさせたいんだろ？

ＧＭ：その問いにケセドは答えません。ただ、表ひよう情じようは暗く、苦しそうです。

ヴァリアス：おいっ！　何か言ったらどうなんだ。

ＧＭ／ケセド：しばしの沈ちん黙もくの後、ケセドはようやく口を開きます。「それを言うことは罷まかり成らぬのだ。我われら古代竜りゆうは、この世界への過か度どな干かん渉しようを神々によって禁きんじられている」

ヴァリアス：え？　つまりオレに何か助言をすることが世界への干渉になる？

ＧＭ／ケセド：「〝覇王の遺産〟自体が、スカディという半神半人の手による物なのだ。それをどうすればいいのか、どう使えばいいのかを私が言うことはできぬ」

ヴァリアス：つまり何も教えられないってことか？　何のために呼んだんだっ!?（一同笑）

ＧＭ／ケセド：「……」

ヴァリアス：そこで、黙だまるなよっ！

ＧＭ／ケセド：「すべてはディアスロンドに行けば分かる」（一同笑）

ヴァリアス：おいっ！

ファム：誤ご魔ま化かしましたよ！（笑）

ＧＭ：いや、誤魔化したわけではないです。ケセドは何も言えないだけですよ。

カッツ：しかし、今の会話おかしくないか？

ヴァリアス：どこが？

カッツ：〝覇王の遺産〟について教えることはできないんだろ？　なんでゲイ・ボルグの場所は教えられるんだ？

カミュラ：そういえば……。

ファム：確たしかにそうですねぇ。

ＧＭ／ケセド：それは秘ひ密みつです。さて、最後にケセドはヴァリアスにこう言います。「それと、彼女のことを守ってやって欲ほしい」

ヴァリアス：彼女？

ＧＭ／ケセド：「お前といつも一いつ緒しよにいる魔法使いの少女だ」

ヴァリアス：べ、別にいつも一緒にいるわけじゃないぞ。同じ寮りようだし、同じギルドなだけだ。

ファム：それだけの関係だったんですかっ！（一同笑）




　それだけの関係だったようです。




ファム：あたしのこと嫌きらいなんですねっ！（爆ばく笑しよう）

ヴァリアス：いや、そんなことはないけど……。

カミュラ：はっきりさせた方がいいと思います（笑）。

ファム：あたしもそう思いますっ！

ヴァリアス：はっきりも何も……って、なんでここで会話してるんだ？　で、そのファムがどうかしたのか？

ＧＭ／ケセド：「ディアスロンドに行けば、彼女は今回の一連の事じ態たいについていろいろと知ることになるだろう。その時に支ささえてやってくれないか？」

ファム：支えてくださいっ！（笑）

ヴァリアス：あのー、もういいですから。お願いだからやめてください（笑）。

ファム：うぅ……。ヴァリアスさんに邪じや険けんにされてしまいました……。

ヴァリアス：でも、なんでケセドがファムを気にするんだろ。

カッツ：すべてはディアスロンドに行けば分かるということか……。

ヴァリアス：とりあえずケセドには分かったとだけ言っておこう。きっと何か理由があるに違ちがいないしな。







◆オープニング 04◆スリーピング・ビューティー




　保ほ健けん室しつのベッドでまるで死んだように眠ねむっている少女。しかし、よく見ると静かに胸むねが上下に動き、呼こ吸きゆうしているのが分かる。

　その少女の名はラリエット。

　邪じや神しん官かんがみずからの命を邪神に捧ささげることによって掛かけた、覚めることのない眠りの呪のろいに冒おかされたカッツの妹である。




ＧＭ：次はカッツのシーンです。

カッツ：もちろんラリエットを見み舞まいに行くぞ。

ＧＭ：そう言ってくれると思ってました。

ファム：さすが妹萌もえです、カッツさん（笑）。

カッツ：いや、だから……。

ファム：はい？

カッツ：まぁ、いい。とりあえず、保健の先生に容よう態だいを訊きいておこう。

ＧＭ：学園の保健の先生の名前は、ニクロム・ランスリッドです。え～、こんな感じの人ですね（『エルクレスト学園ガイド』の人物のページを開く）。
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ファム：どれどれ……ナルシストですよっ！

ＧＭ：そうです。でも、腕うでは確かだし、学生の悩なやみ事の相談も真しん摯しに対たい応おうすることから人気は高い先生です。ただし、変人というレッテルは貼はられていますが（笑）。

カッツ：で、ラリエットの様子はどうですか？

ＧＭ／ニクロム：「カッツくんか……」ニクロム先生の表ひよう情じようからあまり状じよう況きようは芳かんばしくないことが分かります。

カッツ：その様子だと相変わらずといった感じですか……。

ＧＭ／ニクロム：「そうだね。まったく変わっていない。鏡を見る時もきちんと、その鏡に彼女が映うつるようにしていたが、ピクリとも動く様子はない」

カッツ：ちゃんと見てろよっ！（一同笑）

ヴァリアス：こんな時でも鏡を見ているのか。さすがナルシスト（笑）。

ＧＭ／ニクロム：「まぁ、食事を摂らなくても衰すい弱じやくすることはないようだし、この状じよう態たいが続いても身体には大きな影えい響きようはなさそうだけどね」

カッツ：そうですか……。

ＧＭ／ニクロム：ニクロム先生はカッツを元気づけるように一ひと際きわ明るい声を出します。「大だい丈じよう夫ぶだよ。呪いということであれば、それを解とく方法さえ見つければ問題ないじゃないか」

カッツ：気楽に言ってくれますね。しかし、その言葉を待っていた（一同笑）。

ＧＭ／ニクロム：そこで笑え顔がおを見せるニクロム先生。「カッツくんが諦あきらめたらすべて終わり。でも、諦めない限かぎり可か能のう性せいはある。そういうことじゃないのかい？」

カッツ：まったくそのとおりだ。はっ、目が覚めたかのようにニクロム先生を見るぞ。

ＧＭ：先生はカッツに微笑ほほえむだけです。キミが助けるのだっ！　と目で語ります（笑）。

カッツ：……ということで、妹をおいていくのは心苦しくも、助ける方法を求めてディアスロンドへと向かうということで。

ファム：呪いを解くアイテムとかが見つかるかもしれませんしねっ！

カッツ：うむ。そういうことだ。

カミュラ：（冗じよう談だんっぽく）でも、ラリエットさんが目覚めたらヒロインの座ざを奪うばわれるかもしれませんねぇ（笑）。

ヴァリアス：確たしかに……。

ファム：（慌あわてたように）え？　そ、そうなんですかっ！（一同笑）




　奪いません。




カッツ：問題はそこじゃないだろっ！　ほら、さっさとディアスロンドに行くぞっ！（笑）







◆オープニング 05◆旅立ちの朝




　翌よく日じつ。

　ファムたちは早朝の夏なつ霧ぎりが立ちこめる中、オルランド寮りようを後にした。

　徒歩での旅となるためになるべく朝早く出立した方がよいのは確かだが、ディアスロンドに行く訳わけを友人たちに告げることができないという理由もあったからだ。

　四人は静かに旅立った……。




ＧＭ：それでは、オープニングフェイズの最後のシーンです。日が暮くれる前に次の街にたどり着くためには、朝早く出発しなければなりません。

ファム：じゃあ、夜が明けてすぐに出発ですっ！

カッツ：そうだな。（ちらりとＧＭを見ながら）他の連中に旅の理由を言うわけにもいかないからな。

ヴァリアス：（やはりＧＭを見る）そうですね、先せん輩ぱい。

ファム：ん？　ん？




　目でそれとなく要求するのは止やめてください。




ＧＭ：了りよう解かい。では、学園の正門をくぐったところで、突とつ然ぜん、うしろから声が聞こえてきます。「水くさいじゃないか！」

ファム：え？　うしろを振ふり向きます。

ＧＭ：そこには寮にまだ残っていた友だちや、モーズレイ、フィーネ、リィーナといった先生たちが見送りに来ています。

カッツ：やっぱり、そうじゃなくちゃな（笑）。

ファム：見送りにきてくれたんですかっ!?

カミュラ：イエミツは？

ＧＭ／イエミツ：もちろん、イエミツもいますよ。でも、相変わらず偉えらそうな態度は変わりません。「あなたがいなくなれば、この学園も静かになるわね」

カミュラ：つまり、わたしがいないと活気がなくなるというわけですね（笑）。

ＧＭ／イエミツ：「誰もそんなこと言ってないわよっ！」（一同笑）

ファム：他ほかには誰がいます？

ヴァリアス：アルヴィンはいそうだな。

ＧＭ／アルヴィン：もちろん（笑）。アルヴィンはヴァリアスとファムに親指を立てる仕草──サムズアップしながら、話しかけてきます。「何があったか知らねぇけど、気をつけて行ってこいよ。それから、ちゃんと戻もどってくるんだぞ」

ファム：（うれしそうに）はいっ！

ヴァリアス：当たり前だ。サムズアップを返そう。

ＧＭ／モーズレイ：「あなたたちなら大だい丈じよう夫ぶだと思いますが、十分に気をつけてください」まだ傷きずが完治していないのか、身体からだのあちこちを包帯で巻まかれているモーズレイ先生が声をかけます。

ヴァリアス：先生も早く傷、治してくれよな。オレたちがいない間、ここを頼たのむぜ。

ＧＭ／モーズレイ：そうするとモーズレイ先生が苦笑いを浮うかべます。「学生に励はげまされるとは……。教きよう師し失しつ格かくですね」

カミュラ：あとは誰かいたかしらね。

ＧＭ：そんなところかな。では、最後に人ひと込ごみをかき分けて、前に出てくる少女がひとり。もちろんプリシアです。「ちゃんと、いってらっしゃいを言ってなかったから……」

ファム：そっか。（元気な声で）じゃ、行ってきます！

ＧＭ／プリシア：ファムのセリフに笑顔でプリシアも応こたえます。「いってらっしゃい。気をつけてください！」




　そして四人はディアスロンドへ向けて旅立った。

〝覇は王おうの遺い産さん〟ゲイ・ボルグを手に入れるために。
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ミドルフェイズ







◆ミドル 01◆もうひとつの再さい会かい




　山さん腹ぷくにそびえ立つ白はく亜あの塔とう。

　エリン山脈の麓ふもとからも見えるこの塔は全部で七つあり、ディアスロンドの象しよう徴ちようとして広く知られている。

　ディアスロンドに伝わる聖典『白の書』によれば、この地こそ神々が地上へ降こう臨りんした場所であり、七つの塔はその痕こん跡せきであるという。それゆえにディアスロンドは〝聖都〟と呼ばれ、エリンディルにおける聖地とされている。
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ＧＭ：とゆ～ことで舞ぶ台たいはディアスロンドへ移うつります。

ヴァリアス：はやっ！　道中は何も起こらないのか。

ＧＭ：基き本ほん的には街道をずんずんと進むだけですからね。あ、ただしその途と中ちゆうで、光の竜りゆうの群むれと遭そう遇ぐうしたようですが。

ファム：光の竜？

ＧＭ：はい。白銀に輝かがやく竜が空を覆おおわんばかりに飛んでいるのを、ディアスロンドへの道中で見かけます。

カッツ：もうひとつのリプレイ・シリーズ『ルージュ』のエピソードだな。

ＧＭ：せっかく『ルージュ』で描びよう写しやされていたので、こちらでもと思いまして。




『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』シリーズ、大だい好こう評ひよう発売中。




ＧＭ：その結果、エリンディルのあちこちで光の竜に襲おそわれるという事じ件けんがあって、大きな街ではその時の混こん乱らんがまだ続いているという状じよう態たいですね。

カミュラ：ディアスロンドもですか？

ＧＭ：もちろんディアスロンドも例外ではありません。街に入る前から分かりますが、市し壁へきのあちこちが崩くずれています。

ファム：ふわぁー。

ヴァリアス：街の中も、瓦が礫れきが道に散さん乱らんしているみたいな感じか。

ＧＭ：そうですね。とはいっても、すでに修しゆう復ふく作業は始まっていて、街の人々が壊こわれた家や市壁を直すのを手伝っているといった風景があちこちで見られます。

カッツ：大変だな。




　菊池さんのリプレイが原げん因いんです（笑）。




カッツ：待てよ？　ということはエルクレストも襲われているんじゃっ！

ファム：それは大変ですっ！

ＧＭ：あ、エルクレストは大だい丈じよう夫ぶですよ。

ヴァリアス：なんで？

ＧＭ：ケセドが真の姿すがたを現あらわして、街に迫せまり来る連中をすべて追い返しました（笑）。

ヴァリアス：思いっきり干かん渉しようしているじゃないかっ！

ＧＭ：いや、だからドラゴンの姿になって睨にらんでいただけ。さすがに古代竜に刃は向むかうようなこともしないだろうということで。

ヴァリアス：なんてアバウトな決まりだ（笑）。

ＧＭ：まぁ、気になってそこらにいる神官に訊いたら、そんな話をしてくれたということで。さて、そんな様子の中、街の中心にあるディアスロンド大聖堂へと向かうわけですが、ここで【感知】判はん定ていをどうぞ。

カッツ：いきなり何かあるのか？

ＧＭ：それは判定に成功してからということで。

ファム：（コロコロ）６＋２Ｄですから……14です！

ヴァリアス：オレはそれよりも低いな。11だ。

カミュラ：わたしは全然ダメでした。７です。

カッツ：こういう時こそ、シーフである私に任まかせたまえ。ちなみにファムよりも【感知】は１低いがな。

カミュラ：ダメじゃないですか（笑）。

カッツ：うるさい！（コロコロ）おっ！　ほら、クリティカルだ!!

ファム：ほんとだぁ～！

カミュラ：すごいじゃないですかっ！　こんなところでクリティカルをだすなんて（一同笑）。

カッツ：こんなところ言うな～。

ＧＭ：では、カミュラ以外は全員気がつきます。

カミュラ：わたしだけ気がつかなかったの？

カッツ：たぶん、大聖堂の中に入るために受付とかしていたんですよ（笑）。

カミュラ：（手を振ふりながら）みなさん、こっちですよ～（一同笑）。

ＧＭ：と、カミュラがみんなを手て招まねきしているわけですが……。

カッツ：私たちはまったく別の方を見ているわけだな（笑）。
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ＧＭ：ですね。修復の手伝いに来ている信徒たちが大聖堂から出てくるわけですが、その中にエルクレスト・カレッジのローブを着た少女がいることに気がつきます。ただ、すぐに人ひと込ごみにまぎれて見えなくなってしまいますが。

カミュラ：どうしたんですか？（一同笑）

カッツ：いや、今そこにエルクレスト・カレッジの学生らしい少女がいたんだが。ちなみにどんな人か分かるか？　クリティカルしたんだけど。

ＧＭ：そうか、クリティカルでしたっけ。……ん～、ではカッツだけ分かったことにしましょう。その少女は黒くろ髪かみで……。

カミュラ：イエミツさん？

ファム：イエミツさんですかっ!?

ＧＭ：イエミツさんじゃないですよ。黒髪のロングヘアで……って、イミエツも同じじゃないか（一同笑）。

ファム：な、なんでイエミツさんがここにいるんですかっ！

カッツ：ま、まさか我われ々われを妨ぼう害がいするために（笑）。




　なぜ、イエミツがそこまでする必要が？




ＧＭ：ローブの色が白じゃありませんから、イエミツじゃないことはすぐに分かりますって。

カッツ：じゃあ、誰だれだ？

ＧＭ：その少女はカッツが睨んでいるのに気がつくと、その視し線せんをやんわりと受け流すように微笑ほほえみを返します。その笑顔を見て、カッツは思い出します。雪降ふる中、恩おん寵ちようの森での出来事を……。

カッツ：雪……恩寵の森……。まさか……（机つくえの上に積んであった『ハートフル』第一巻かんの口絵の４ページ目を開く）こいつか？

ＧＭ：正せい解かい。リリスです。学園ではリースと名乗っていましたが。

ファム：え、えっ─────!?

ヴァリアス：死んだんじゃなかったのかっ!!

カミュラ：（ファムに）倒たおしませんでしたっけ？

ファム：（ヴァリアスに）ちゃんと倒しましたよね。

ヴァリアス：（カッツに）そのはずだけど……。

カッツ：確たしかに倒したはずだ。

ＧＭ：と、カッツが驚おどろいているうちに、リリスは人込みに紛まぎれて見えなくなってしまいます。

ファム：幻げん覚かくでしょうかね？

ヴァリアス：……分からない。




　そんな重い雰ふん囲い気きが流れ始めた時……。




カミュラ：わたしたちの順番になりましたよ。あれ？　何かあったんですか？（笑）

ファム：今……見ませんでした？

カミュラ：ええ（一同笑）。

カッツ：即そく答とうかよっ！

ファム：いま、そこにリリスさんに似にた人が……。

カミュラ：リリスさんって……前にヴァリアスさんを誘ゆう惑わくした人ですね（一同笑）。

ファム：（きっぱり）そうですっ!!

ヴァリアス：いや、あれは特とく殊しゆ能のう力りよくだから。

ＧＭ：では、ここで【知力】判定してください。難なん易い度どは12です。

カッツ：私とヴァリアスはまずムリだな。ここはカミュラとファムにがんばってもらおう。

ファム：はい、分かりました！（コロコロ）７……だから14ですっ！

カミュラ：わたしは……（コロコロ）17です。

ＧＭ：では、ふたりとも知っていますね。魔ま族ぞくは、その個体ごとに決められた方法──これを〝真の死〟といいますが──で倒さないと完全に死ぬことはなく、ある程てい度どの時間が経たつと蘇よみがえってしまいます。

カミュラ：〝真の死〟ってどういうのがあるんですか？

ＧＭ：ある特定の種類の武ぶ器きで倒すとか、太陽が出ている間に倒すとか、一対一の決闘で倒すとかですね。もちろんリリスの〝真の死〟は分かりません。

ファム：なるほど～。前の時は、その〝真の死〟で倒していなかったというわけですね。

ヴァリアス：でも、なんでこんなところにいるんだ？

カッツ：決まっている。〝覇は王おうの遺い産さん〟が目当てに違ちがいない。そもそも、リリスはスカディによって学園に送り込こまれたんだ。だとしたら、スカディと目的は一いつ緒しよだろう。

ファム：そ、それは大変です！　ゲイ・ボルグが盗ぬすまれてしまいますっ！

カッツ：（ＧＭに）リリスは槍やりを持っていた？

ＧＭ：それはないです。さすがに槍を持っていたら分かりますから。

ヴァリアス：だが、リリスがゲイ・ボルグを狙ねらっているのは間違いない。とにかく急いで教きよう皇こうに会おう！







◆ミドル 02◆教きよう皇こうとの謁えつ見けん




　大だい聖せい堂どうの神官に手紙を見せたファムたちは、そのまま教皇の執しつ務む室しつへと通される。普ふ段だんならば近ちか寄よることさえ許ゆるされぬ場所だ。緊きん張ちようした面おも持もちで執務室の扉とびらを開けるファム。

　その瞬しゆん間かん、扉の隙間から大量の光が溢あふれ出る。薄うす暗ぐらさに慣なれた目が眩くらみ、その場から動けずに立ちすくむ四人。

　ようやく光に慣れた目に映うつったのは、硝子ガラス張ばりの大きな窓まどから、復ふつ興こうしつつあるディアスロンドを見下ろす教皇の姿だった。




ＧＭ：では、舞台は教皇の執務室に移うつります。四人の前にはこんな人物が立っています（『トラベルガイド』のイラストを見せる）。教皇ヴェラシオ・ハーヴェイです。
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カッツ：眉まゆ毛げか……。

ファム：眉毛？　ほんとだっ！　眉毛ですよ、眉毛（笑）。




　すっかり眉毛が定着した教皇。




ＧＭ／ヴェラシオ：「その眉毛に何かようかね」

ヴァリアス：自分が眉毛だと自覚してるっ！（一同笑）

カッツ：さすが眉毛だ。

ＧＭ：あなたが教皇を眉毛にしたんでしょうが。




　興きよう味みのある方は『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』シリーズをご覧らんください。




ＧＭ／ヴェラシオ：「それで、何やら書しよ簡かんを預あずかっているということだが」

カミュラ：では、学長から預かった手紙を渡わたします。

ＧＭ／ヴェラシオ：カミュラから手紙を受け取った教皇は、蝋ろうに押おされている紋もん章しようを見て、眉をひそめます。

カッツ：やっぱり眉毛だ（笑）。

ＧＭ／ヴェラシオ：「眉毛はどうでもよい（笑）。それよりも、この紋章は……」

カミュラ：はい。覇王の紋章です。この手紙を教皇聖下にお見せするようにとケセド殿どのが。

ＧＭ／ヴェラシオ：「〝銀〟のふたつ名を持つ古代竜か。よもやこの短い期間に、古代竜と関係のある事じ件けんがふたつも起ころうとはな」教皇は封ふうを開けると、中に入っている書しよ簡かん箋せんに目を落とします。

カミュラ：古代竜と関係のある事件？

カッツ：『ルージュ』の話だな。我々がディアスロンドへと向かっている間に起きた事件のことだ。くわしくは『ルージュ』四巻を参照のこと（笑）。

ＧＭ：こちらの話とはあまり関係ないので割愛させていただきますが、その事件に神殿が大きく関わっていたのです。

ファム：それで手紙には、何が書いてあるんでしょう？

カッツ：ゲイ・ボルグのことだとは思うんだが。

ＧＭ／ヴェラシオ：教皇はしばらく黙だまったまま書簡を読んでいます。そして、最後まで読み終えたところで四人に目を移うつし、厳おごそかに告げます。「書簡の件は了りよう解かいした。〝大聖人〟ルキアノスとの謁見を認みとめよう」

ヴァリアス：大聖人？

ファム：ルキアノス？

カッツ：ディアスロンドの開かい祖そ、つまりエリンディルの神しん殿でんの基き礎そを作った人物だな。

ＧＭ／ヴェラシオ：「そして〝雷らい槍そう〟ゲイ・ボルグの継けい承しよう者しやのひとりであり、覇王の仲間のひとりでもある」

カミュラ：でも、ゲイ・ボルグの継承者って死んだっていってませんでした？

ヴァリアス：たしか、ゲイ・ボルグで命を落としたって言ってたな。

ＧＭ／ヴェラシオ：教皇は大きく頷うなずく。「左様。だが、その魂は神々によって昇華され、今や英雄霊（※）となっている。そして、この〝聖都〟ディアスロンドを守しゆ護ごするため、この物ぶつ質しつ界に留とどまっておるのだ」

カミュラ：そのルキアノスが、覇は王おうの仲間ということはわたしは知っているんですよね。

ＧＭ：そうですね。ただ、魔ま族ぞくとの戦いのさなか、ゲイ・ボルグを使用して亡なくなったということは知っていますが、死んだ後に英雄霊となってディアスロンドに残っていたということは知りませんでした。

カミュラ：彼……えっと、彼でいいんですよね？

ＧＭ：はい、ルキアノスは男だん性せいですよ。ちなみに種族は、ヒューリンとエルダナーンのハーフです。

ヴァリアス：エルダナーンの血が入っているから長命なのか。

カミュラ：それで、どんな人だったんでしょう。

ＧＭ：神々への信しん仰こうの篤あつい、ストイックな人物だったと記き憶おくしています。口数が少ないというわけではないんですが、感かん情じようを表に出さないタイプというイメージが残っています。ですから、用がなければわざわざ話しかけるようなこともなかったといった感じでしょう。

カミュラ：冗じよう談だんとかがあまり通じないタイプね。

ＧＭ：そうですね。それから覇王に関する記憶は曖あい昧まい模も糊ことして、はっきりと思い出せないということにしてください。長い間、記憶を失っていた後こう遺い症しようとかそんな感じで。

カミュラ：分かりました～。

カッツ：でも、そういうＰＣって意外と便利なんだよな。都合のいい時に情じよう報ほうを知っていたことにできるから（笑）。

ＧＭ：まぁ、覇王の話が絡からむとカミュラはそういう役回りになりますからね。ですから、実は知っていた……みたいな演えん出しゆつは好きにしてＯＫです（笑）。

カミュラ：それは任まかせてください（笑）。

ＧＭ：では、そろそろシーンを移うつしましょう。教皇が机つくえの上においてあったチャイムを鳴らすと、神官服を着た十四、五歳さいくらいの少女が部屋に入ってきます。

ファム：同じくらいの歳としですね。

ＧＭ／ヴェラシオ：その少女に向かって教きよう皇こうは告げます。「この方々を〝大だい聖せい人じんの間〟へと案内するように」

ヴァリアス：大聖人の間？

ＧＭ／ヴェラシオ：「くわしくはそのファル・ミリティアスに訊きくがよい」
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ファム：ファル？

カッツ：まだ14歳だというのに、将来は教皇の地位が確実と目されている神官だ。

ファム：ふぇ～。そんなに偉えらいんですか？

カッツ：『トラベルガイド』にも載のっているほどだからな。

ＧＭ／ファル：そんなファムとカッツの会話も耳に入っていないかのように、その少女はあなた方を案内するわけです。「こちらへどうぞ」

ファム：聞こえてないのかな？

ヴァリアス：そんなことないと思うぞ。単に無む視ししているだけだろ。

ファム：すごい集中力ですね（一同笑）。

ＧＭ／ファル：「別に聞こえていないわけでも、無視しているわけでもありません」案内しながら、冷たい声でファルが答えます。

ファム：ふわっ！　き、聞かれてましたよ、ヴァリアスさん（笑）。

ヴァリアス：げっ！　こっちに話題を振ふるなよな。

カッツ：ちょっと質しつ問もんがあるんだがいいかな？

ＧＭ／ファル：「どうぞ。質問には答えられる範はん囲いでお答えするように言いつかっていますから」あくまで冷静にファルは言います。

カッツ：じゃあまず、〝大聖人の間〟ってなんだ？

ＧＭ／ファル：「その名のとおり、〝大聖人〟ルキアノスの魂がおられる場所です。ただ、〝大聖人〟にお会いになるためには試練を乗のり越こえる必要があります。その試練は人によってまったく異ことなり、簡かん単たんなことも難むずかしいこともあるといわれています」

ヴァリアス：それがランダムダンジョンというわけか。

ＧＭ／ファル：「この試練を乗り越えた者の話では、この部屋は〝大聖人〟の魂と融ゆう合ごうしており、彼がかつて遭そう遇ぐうした出来事を追体験することになるとか。日ひ頃ごろの行ないがよければ、それほど苦労することなく〝大聖人〟に謁えつ見けんすることができるでしょう」

カッツ：全ぜん滅めつした場合は？

ＧＭ／ファル：「この試練によって死ぬことはありません。入り口に戻もどされるだけです」

カミュラ：つまり、突とつ破ぱするまで試練は終わらないということですね。

ＧＭ／ファル：最初から失敗することを考えているあなたたちに対して、ファルは呆あきれたように言います。「そんな最初から諦めているような気持ちで、この試練に挑戦するのですか？」

ヴァリアス：最初から諦めているわけじゃない。失敗した時のことも考え、よりリスクの少ない行動を選せん択たくするのが冒ぼう険けん者しやだ。

一同：……！

ファム：おぉ～！　ヴァリアスさんが珍めずらしくいいことを言いましたよ（一同笑）。

ヴァリアス：おいっ！




　日頃の行ないの結果です。




ＧＭ：ちなみにこの試練に失敗した場合、次のシナリオの難なん易い度どが上がるということになりますので、がんばってください（笑）。

カッツ：それはなんとしても避さけたい。ラスボスはリリスのような気がするしな。前回はなんとか操あやつられずにすんだが、今回もうまくいくとは限かぎらない。

カミュラ：そうですね。草に誘ゆう惑わくされるカッツさんですものね（一同笑）。

カッツ：それを言うな～っ！

ヴァリアス：それを言われるとオレもつらいぜ（笑）。

ＧＭ／ファル：まぁ、そんな話をしていると、やがて〝大聖人の間〟の扉とびらまでやってきます。身長の二倍ほどもある大きな両開きの扉で、質しつ素そながらも美しい飾かざりが彫ほられています。「わたしが案内できるのはここまでです」

ファム：ありがとうございますっ！

ＧＭ／ファル：ファムにお礼を言われたファルは、なんで？　みたいな困こん惑わくの表ひよう情じようを浮うかべます。「別にお礼を言われるようなことはしてません。教皇聖下の命で案内しただけです」

ヴァリアス：それでも、ありがとうなのさ。ファムはそういうヤツなんだよ。

ファム：はいっ！

ＧＭ／ファル：そんなファムの様子を見たファルは、それまで一度も崩くずすことのなかった無表情を捨すて去り、年とし相そう応おうの笑え顔がおを見せます。「あなた方がこの試練に挑むことを許された理由がなんとなくですが、分かったような気がします」

ファム：え？

ＧＭ／ファル：「それではわたしはあなた方の無事を祈いのることにしましょう。試練を乗り越こえ、無事に戻ってこれますように」




　ファルの笑顔に、満面の笑顔で応こたえるファム。




ファム：ありがとうございます！　絶ぜつ対たいに戻ってきますっ！

ヴァリアス：おうっ！　腕うでが鳴るぜっ！

カミュラ：カッツさん、遅おくれたらダメですよ（一同笑）。

カッツ：おいっ！　なんで私だけそんなこと言われなければ……（ブツブツ）。

ファム：まぁまぁ、いいじゃないですか（笑）。さぁ、行きましょう！





（※）英雄霊　生前の働きを神々に認められ、死したのち、神々の眷属として認められた者。









◆ミドル 03◆試練の間　～いきなり罠わな？～




　扉の向こうには、いきなりダンジョンが広がっていた。

　入ってきた扉はいつの間にか消え、ただそこには壁かべがあるだけだった。

　この部屋から出る方法はふたつだけ。

　ルキアノスに会うか、それとも全滅するかだけだ。




ＧＭ：では、ここからランダムダンジョンになります。

ヴァリアス：うっす！　気合い入れていくぜっ！

ＧＭ：なお、今回のダンジョンレベル（ＤＬ）は５となっています。ちなみに『ドレッドダンジョン』（ゲーム・フィールド刊かん）や『アイテムガイド』『エネミーガイド』を導どう入にゆうしてますので、イベントの内ない容ようとかはちょっと変えてありますのでよろしく。




　ランダムダンジョンは、複ふく数すうのタイルで構成されたフロアという形でダンジョンを表ひよう現げんしている。タイルは部屋、フロアは階と考えると分かりやすいだろう。各フロアは最大９枚まいのタイルから成り、それぞれのタイルに入った時にトランプをめくり、そのカードのスートと数字でイベントが決定するという方法で、ダンジョンを作成していく。

　では、ランダムダンジョンルールをご存ぞんじない方のために、簡かん単たんにその手順を説明しておこう。




①フロアデッキを作る

　たとえば、この〝大だい聖せい人じんの間〟の場合、最初のフロアは２×２の４枚のタイルで構成されている。まず、エースのカード１枚、それ以外のカードを３枚、無む作さく為いに選び山札を作る。

②スタートタイルを決定する

　ＰＣたちの出発点を決定する。

③フロアデッキをめくる

　フロアデッキからカードを一枚めくる。このカードはそのタイルでのイベントとなる。この時にタイルの形や扉の数も決定する。なお、Ａのカードが出た時は、そのタイルに階かい段だんなどがあり、次のフロアに進めるようになる。

④イベント処しよ理り

　決定したイベントの処理を行なう。イベントが終しゆう了りようした後、もし次のフロアへと進む場合はフロアデッキをすべて捨て札とし、新たなフロアデッキを作成する。




　とまぁ、こんな感じである。

　ちなみにＤＬとは、ダンジョンの難なん易い度どのことである。カードの数からイベントを決定する時に、このＤＬを加えることになるので、ＤＬが高ければ高いほど難むずかしいイベントが発生することになる。

　くわしいルールが知りたい方は、『アリアンロッドＲＰＧ　上級ルールブック』（ゲーム・フィールド刊）を参照していただきたい。




ＧＭ：最初のフロアはタイル４つで構こう成せいされています。それではまず最初のタイルは……ダイヤの２です。

カッツ：ダイヤということはプライズイベントだな。

カミュラ：プライズイベント？

ＧＭ：宝たからとかお金が入るイベントです。ただし、トラップが仕し掛かけてあることもありますから注意が必要ですよ。とゆーことで最初のタイルは……。




　そこは石いし造づくりの壁や床ゆか、天てん井じようで囲まれた部屋だった。

　ちょうど部屋の真ん中あたりで道が十字に分かれて、その十字路の中心に宝箱がひとつこれ見よがしに置かれている。

　どこかの遺い跡せきの中だろうか……。
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ＧＭ：こんな感じですね。

カッツ：な、なんて分かりやすいトラップなんだ（笑）。これ、絶ぜつ対たいに宝箱に何か仕掛けられているよ。

カミュラ：どうしますか？

ヴァリアス：無む視しするというのもひとつの手かと。

カッツ：いや、これはシーフである私への挑ちよう戦せんとみた（笑）。それに何か便利なものが手に入るかもしれないからな。

ＧＭ：と、相談していると、何人かの冒ぼう険けん者しやらしき人ひと影かげがあなた方を追い抜ぬいていきます。うしろ姿すがたなのでよく分かりませんが、神官らしきエルダナーンの男だん性せい、美しい装そう飾しよくの施ほどこされた長ちよう剣けんを持った戦士らしい少女、それと騎き士しらしいヒューリンの男性の三人です。

ヴァリアス：敵てきかっ!?

ＧＭ：ではないようですね。よく見ると身体からだが透すけて、向こう側の壁がうっすらと見えます。

カミュラ：幻げん影えいですか？

ＧＭ：そのようですね。やがて人影は景色に溶とけ込こむようにして消えてしまいます。

ファム：……今のはなんだったんでしょう？

カッツ：おそらく神官はルキアノスだろう。さっき、ファルっていう神官がこのダンジョンではルキアノスに起こった出来事を追体験すると言っていたからな。

ヴァリアス：じゃあ、残りのふたりは？

ＧＭ：さすがに分かりませんね。そもそもうしろ姿ですから、顔とかは見えませんし。

カッツ：まぁ、分からないものは考えても仕方ない。とりあえずは……宝箱だ（一同笑）。

ファム：がんばってくださいっ！

カッツ：うむ。ソロリソロリと宝箱へと近づいていく。

ＧＭ：では、危き険けん感知の判はん定ていをどうぞ。

カッツ：そっちかよっ！　危険感知は苦手なんだよ（笑）。

カミュラ：前回も金かな縛しばりの間に引っ掛かかってましたしね。

カッツ：しかし、今日の私はひと味違ちがうぞ……（コロコロ）ほら、10だから達成値ちは15！

ＧＭ：判定は成功。カッツが足を下ろそうとした瞬しゆん間かん、床ゆかの色が微び妙みように違うことに気がつきます。落とし穴あなのトラップが仕掛けられていますね。

カッツ：むっ！　落とし穴か。出しかけた足を戻もどして安全な所に足を下ろそう。そして、宝箱に対してトラップ探たん知ちだ。（コロコロ）18！

ＧＭ：どうやら宝箱にはトラップは仕掛けられていないようですね。




『アリアンロッド』のトラップは、マイン型、トリガー型、エンチャント型、コンティニュ型の四種類に分類されている（コンティニュ型は『ドレッドダンジョン』で追加）。

　ここで仕掛けられていた落とし穴は、マイン型のトラップである。

　マイン型のトラップはＰＣが受動的に感知することで発見できるもので、何もないような床などに仕掛けることになる。ＧＭに「危険感知の判定をしてください」と言われた時のみＰＣ（プレイヤー）が判定を行なうことになるので、ＰＣが漠ばく然ぜんと床や天井、壁かべなどを調べ続けるような行こう為いを省しよう略りやく可能となり、プレイ時間がむやみに延のびることを避さけることができる。

　一方、「扉とびらを開けると作動する」「石せき像ぞうを動かすと作動する」のように特定の物に対して何かすると作動するトラップはトリガー型で、こちらは「扉」「石像」のように調べる物を指定してトラップ探知の判定を行なうことになる。

　そしてエンチャント型とコンティニュ型は、永続的に掛けられているトラップである。




カッツ：では、宝箱を開けよう。念のために宝箱とエンゲージするのは私だけということで。

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶ。トラップは仕掛けられていません。宝箱の中に入っていたのは、ハイＭＰポーションが一本です。

カッツ：よしっ！　幸さい先さきいいぞ！　この調子でガンガン進もう。
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◆ミドル 04◆灼しやく熱ねつプール　～マクール祭再ふたたび～




　そこは灼熱の地じ獄ごくだった。

　火山に穿うがたれた洞どう窟くつの中であろうか、目の前に広がるはゴボゴボと泡あわ立だつ溶よう岩がんの海。

　赤黒く光る溶とけた岩の発する熱が容よう赦しやなく身体を包み込み、身を焼くような激はげしい暑さで汗あせが噴ふき出る。
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ＧＭ：次のタイルは……ダイヤのＡ。さきほどのタイルから風景が一転、洞どう窟くつの中です。そして、やはり先ほどの冒ぼう険けん者しやたちの幻影を見ます。

ヴァリアス：また、幻影か……。やっぱり三人？

ＧＭ：はい。メンバーも変化ありません。

カッツ：どうやら間ま違ちがいなさそうだな。あの神官はルキアノスだな。とすると、男性の騎士が覇は王おうか？

ＧＭ：そこまで分かりませんね。カミュラも覇王に関する記き憶おくははっきりとしませんし……。

カミュラ：（苦しそうな声で）あ、頭が痛いたい（一同笑）。

ＧＭ：ただ、神官がおそらくルキアノスであろうことは分かります。

カミュラ：間違いありません。あれはルキノアスです（一同笑）。

カッツ：早っ！

ＧＭ：それから、Ａは次のフロアへの入口があることを示しめすカードになりますので、溶岩の向こうに下へと続く階かい段だんが見えます。ただし、先に進むためには溶岩を飛び越こえなければなりません。というところで、ここで【感知】判定を振ふってもらいましょう。

ファム：（コロコロ）14ですっ！

ヴァリアス：（コロコロ）10。

カミュラ：（コロコロ）わたしも10です。

カッツ：（コロコロ）13だな。

ＧＭ：14以上は……ファムだけですね。

ファム：やりましたっ！

ＧＭ：では、ファムだけは溶岩を見た瞬間に見み破やぶります。これは溶岩ではない、と。その瞬間、今まで感じていた熱も急きゆう激げきに冷めていきます。イリュージョンのトラップが仕し掛かけられていて、プールを溶岩に見せかけているだけですね。

ファム：これは溶岩ではありませんっ！

カッツ：何言ってるんだ。この暑さ、この熱気、誰だれがどう見ても溶岩じゃないか（一同笑）。

ファム：えーっ！（ＧＭに）そうなんですか？

ＧＭ：ただの水に見えます（笑）。

ファム：（きっぱりと）これはただの水です！

カッツ：そこまで言うなら、中に入ってもらおう（笑）。どうせ、溶岩を飛び越す必要があるわけだしな。

カミュラ：そうですね（笑）。

ファム：そ、そんなぁ～。




　本当はひとりが成功した時点で、イリュージョンのトラップは解かい除じよされます。




ＧＭ：この溶岩を飛び越えるためには、【敏びん捷しよう】で難なん易い度ど12の判定に成功する必要がありますね。判はん定ていに失敗すると溶岩の中に落ちてしまいます（笑）。

カッツ：じゃあ、先に行くぞ。（コロコロ）お、出目がいい。11＋５だから16で成功。

カミュラ：（コロコロ）15で成功です。

ヴァリアス：（コロコロ）13だから、オレも成功！

ファム：え、えっ！　あたしの【敏捷】、３しかないんですけど……フェイト使った方がいいですか？

ＧＭ：いや、溶岩じゃなくて水だって分かってますから（笑）。

ファム：……あ（笑）。そうですよね。じゃあ、そのままジャンプします！




　もちろんこういう時は……。




ファム：（コロコロ）ダイス目が７だから、10？

ＧＭ：バシャーン！　ファムは溶岩──まぁ、実じつ際さいにはトラップのプール──に落ちました。

ファム：落ちました、落ちましたよ！　またプールですっ!!（一同笑）

カッツ：今回も水泳大会か……。

ヴァリアス：しょうがねぇな。手を差し伸のべて引き上げてあげよう。

ファム：あ、ありがとうございますっ！　ヴァリアスさんの方へザブザブと泳いでいきます。あ、平泳ぎで（一同笑）。




　なぜ平泳ぎ？




カミュラ：たぶん、ここが今回一番のお色気シーンですね（笑）。

ファム：これがですかっ!?

ＧＭ：では、服がビショビショになったファムがヴァリアスの手を借りてプールから上がるということで。

ヴァリアス：じゃあ、その様子を見て思わず顔を背そむける。でも、もちろん目はファムを追っている（笑）。

カッツ：なにひとりで青春しているんだ。それよりも、どうする？　このまま下に行くか、それともこのフロアの探たん索さくを続けるか。

カミュラ：目的はルキアノスに会うことだし、さっさと下に行きましょ。

ヴァリアス：探索心ないなぁ（笑）。

カッツ：とりあえず隣となりのタイルを開けて、やばそうだったら逃にげるということができるが。

カミュラ：そんなことできるんですか？

ＧＭ：エネミーの【行動値ち】が低ければ可か能のうですね。相手が行動する前に移い動どうして、タイルから出ることができますから。

カッツ：なるべく部屋を回るのはダンジョン探索の基き本ほんだろう（笑）。

カミュラ：じゃあ、見るだけということで。でも、この話の流れは行かない方がよかった……、ってことになる気がするんですよね。

カッツ：そんなこと言うなよ。不安になるじゃないか。

ヴァリアス：こういう時のカミュラ先せん輩ぱいの勘かんって当たるからな……。







◆ミドル 05◆死したる騎き士し　～しぶとい死し霊りよう～




　霊れい気き漂ただよう墓ぼ所しよで戦いが繰くり広げられていた。

　まだ年とし若わかい少女の手には美しい装そう飾しよくの施ほどこされた長ちよう剣けん。縦じゆう横おう無む尽じんに走り回りながら、貴き族ぞく風のアンデッドを次々と斬り裂さいていく。

　一方、青年の騎士は黒馬に跨またがり、黒い鎧よろいを着た首なしの騎士と対たい峙じしている。

　その後ろではエルダナーンの神官が、時には魔ま法ほうでふたりを護まもり、また時には少女と青年の傷きずを癒いやしていた。




ＧＭ：次のタイルは……スペードの４。バトルイベントですね。

ヴァリアス：やっぱりエネミーか！

ＧＭ：場所は墓はか場ば。今までと同じように三人の冒ぼう険けん者しやの幻げん影えいが見えます。今回はどうやらエネミーと戦っているようです。そして、その戦いが終しゆう了りようすると同時に幻影は消え失うせ、三人に倒たおされたはずのエネミーたちが再ふたたび起き上がります。とゆーことで戦せん闘とうです！

カッツ：墓場ってことはアンデッドか？

ＧＭ：えーっと、首のない騎士が二体。それと両手に剣を持った貴族風の服ふく装そうをしたヤツが……（コロコロ）六体ですね。

ヴァリアス：デュラハンとワイトかっ！
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カッツ：これはまずったか……。

カミュラ：逃にげましょう、見なかったことにしましょう（笑）。

ファム：逃げられますか？

ＧＭ：逃げられるかどうかは【行動値】次し第だいです。騎士の方が11で、貴族風の方が13！

カッツ：ダメだ。向こうの方が早い！

カミュラ：だから止やめようって言ったのに。

ＧＭ：しかし、もう遅おそいです（笑）。では、戦闘開始！　それでは最初のラウンドのセットアッププロセスから。
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カッツ：エネミーはひとつのエンゲージ？

ＧＭ：そうです。

ヴァリアス：なるほど。それならファムの《エアリアルスラッシュ》とオレの《リバウンドバッシュ》で一いつ掃そうできるかもな。

カミュラ：ファムさんに《ヘイスト》ですか？

ヴァリアス：そうそう。そしてオレが《カリキュレイト》で先せん攻こうを取る！

ＧＭ：ＯＫですか？　では、順番に解かい決けつしていきましょう。こちらが先ですから、首なし騎士（ヴァリアスの予想どおりデュラハン）が《死の咆ほう吼こう》という特とく殊しゆ能のう力りよくをそれぞれヴァリアスとカミュラに使用します。

カッツ：《死の咆吼》？　新しい特殊能力か！

ＧＭ：『エネミーガイド』が導どう入にゆうされて、能力とか微び妙みように変わっていますからね。《死の咆吼》は任にん意いのバッドステータスを与あたえることができます。今回は両方とも重じゆう圧あつです。というわけで【精せい神しん】で対決！

ヴァリアス：それはまずい！　重圧を受けると《カリキュレイト》が使えなくなるっ!!

ＧＭ：もちろんそれが狙ねらいですよ。それでは……（コロコロ）ヴァリアスには13、カミュラには11です。カミュラの方は失敗かな？

カミュラ：【精神】は７ですから４以上ですね。それは余よ裕ゆうで……（コロコロ）成功です。

ヴァリアス：これでファムの《ヘイスト》は確かく定ていだな。ここでオレが成功すれば！

ファム：がんばってくださいっ！

カミュラ：フェイト使った方がいいんじゃないですか？

ヴァリアス：いや、ここはそのまま温おん存ぞんしておいて、ダメだった時にフェイトを使う。（コロコロ）９だから13！

ＧＭ：くっ、両方とも失敗。

ファム：やった～っ！

カッツ：このまま押おし切れるか？

カミュラ：ではファムに《ヘイスト》。（コロコロ）判はん定ていは成功です。もう一回振ふって……（コロコロ）４？　ちょっと低いかも。

ファム：大だい丈じよう夫ぶです。４足せば13になります。

ＧＭ：くっ、これでこちらよりもファムが先になります。セットアップ終しゆう了りよう。

カッツ：よしっ！　行け、ファム！

ファム：はい！　マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションで《エアリアルスラッシュ》です。15＋……（コロコロ）あっ！　クリティカルですっ！

ＧＭ：えっ!?

カッツ：よくやった、ファム！

ＧＭ：まさか、いきなりクリティカルを出されるとは……。

ファム：《エアリアルスラッシュ》が６Ｄ、《ウィンドセイバー》が４Ｄ、クリティカルで２Ｄ、スタッフで１Ｄだから……13Ｄですか？

ＧＭ：13Ｄ!?　……これはワイトは全ぜん滅めつか？　一いち応おう、回かい避ひ判定を……（コロコロ）おっ!?　ワイトが一体だけクリティカルで回避に成功！

ヴァリアス：ちっ、逃のがしたか。

ファム：じゃ、ダメージいきますよ～。てぃっ！（コロコロ）10、20、30で合計51です！




　ファムの魔ま法ほうによって生み出された竜たつ巻まきが、デュラハンやワイトたちを包み込み、彼らの鎧よろいを、服を、そして身体からだを斬きり裂さいていく。




ＧＭ：（ワイトを表わすポーンを倒たおしながら）さすがにレベルの高いデュラハンはまだ倒れませんが、ワイトは回避した一体以外は全滅します。

ファム：やりましたよっ！

ヴァリアス：すっげーっ！

ＧＭ：まだワイトが一体残っていますけどね。あと、デュラハンも。

カッツ：だが、デュラハンの【ＨＰ】も多くは残ってはおるまい。

ＧＭ：うぐっ！　そ、そのとおりなんですけどね（笑）。

ヴァリアス：よし、ここで《カリキュレイト》を使用！　マイナーで移い動どうしてエンゲージ、メジャーで《バッシュ》！　そしてこの時に《リバウンドバッシュ》を使用するっ！　命中は……18！




　槍やりの穂ほ先さきが中空に円を描えがくように動く。そして、その勢いきおいを利用するようにヴァリアスはみずからの身体をひねりながら槍と共に回転し、アンデッドたちをなぎ払はらった。




ＧＭ：まずデュラハンは……（コロコロ）二体とも回避失敗。そしてワイトは……（コロコロ）おっ！　またクリティカル（笑）。

一同：えっ！

カミュラ：このワイト、すごいかも（笑）。

ヴァリアス：二回連続クリティカルかよ。

ファム：きっと活いきがいいんですよ。

カッツ：活きのいいアンデッドって一体……。




　だが、このヴァリアスの一いち撃げきで二体のデュラハンは吹ふき飛び倒れる。




ＧＭ：何もしないうちにワイト一体を残して全滅っ!?

カッツ：これが我われ々われの実力なのだよ。

カミュラ：カッツさんは、まだ何もしてませんけどね（一同笑）。

カッツ：そんなこというなよ。カミュラも何もしてないだろ？

カミュラ：わたしは《ヘイスト》を使いましたよ（笑）。

ファム：あたしは結けつ構こうがんばりましたよっ！

ヴァリアス：オレもデュラハンを倒したぜい。

カッツ：じゃあ、この私が手を出すまでもないということで（一同笑）。

ＧＭ：しかし、まだワイトが一体残っていますよ。しかもワイトの方が行動は先！　とゆーことで目標はエンゲージしているヴァリアス。メジャーで《連続攻こう撃げき》を使用します。カッツがエンゲージする前にヴァリアスを……。




　しかし……。




ＧＭ：なんで合計で15点しかダメージがいかないんだ？

カッツ：《プロテクション》もいらなかったな。




　この後、カッツは【ＭＰ】を温おん存ぞんするために普ふ通つうに攻撃。次のラウンドに再ふたたびヴァリアスを攻撃し、クリティカルを出すも時すでに遅おそし。カッツ、ファムに攻撃されてあっけなく撃げき沈ちんしたのであった。




カミュラ：意外と早く終わりましたね。

ＧＭ：最初にワイトが一いつ掃そうされなければ、もう少し苦戦させられたのに……。

カッツ：思ったよりたいしたことなかったな。

カミュラ：もしかして、クリティカルを連続で出したワイトが今日の戦せん闘とうで一番活かつ躍やくしたんじゃない？（一同笑）




　まだセッションは終わっていませんけど。




ヴァリアス：確かに。オレなんて『ハートフル』のリプレイでは、クリティカルがほとんど出たことがないもんな。

カッツ：それはそれで何とかして欲しいものだがな。

ヴァリアス：何とかできるものなら、とっくに何とかしてるって。だから、オレは固定値に生きることに決めた！（一同笑）

ファム：でも、あたしとしては心残りでなりませんよぉ。せっかくクリティカル出したのに、なんで避よけるんですかっ！

ヴァリアス：確たしかにあのワイトはすごかった。一回の戦闘で三回もクリティカル出しているからな。仲間にしたいくらいだ（笑）。

カッツ：そういうことは倒す前に言って欲ほしいものだな。

ＧＭ：いや、言ったからってどうなるわけでもないし（笑）。で、もうひとつ扉とびらがありますが、どうしますか？




　相談の結果、この先のタイルは無む視しして下のフロアへと移動することにした。

　ダメージは受けてないものの、思ったよりも【ＭＰ】の消費が激はげしかったためである。




ＧＭ：さっきの溶よう岩がんのタイルへと戻もどって、階かい段だんを下りるということでいいですね？　それではフロアデッキを組み直します。と、その前にイベントが発生します。







◆ミドル 06◆幻げん覚かくの部屋　～覇は王おうと仲間たち～




　そこはどこかの城しろのようだった。質しつ素そでありながらも荘そう厳ごんさを感じさせる石いし造づくりの部屋には、動きやすそうな軽けい鎧よろいを着き込こんだ少女が数人の男女と談だん笑しようしていた。
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ＧＭ：階段を下りて下のフロアについた瞬しゆん間かん、だだっ広い部屋に出ます。うしろを振ふり向くと階段は見えなくなっています。

カッツ：また幻覚のトラップか？

ＧＭ：というよりは幻げん影えいですね。上のフロアで見た三人の冒ぼう険けん者しやが見えます。ただし、さっきのように冒険中という感じじゃないですね。それに人数も四人増ふえています。

カミュラ：全部で七人？

ＧＭ：動きやすい鎧を着込んだ十五、六歳さいくらいの少女、プレートメイルを着た男だん性せいの騎き士し、エルダナーンの神官、ここまでは上で見た三人です。さらに男性のネヴァーフの錬金術師、竪たて琴ごとを持った銀ぎん髪ぱつの少女……。

ヴァリアス：ケセドかっ！

ＧＭ：はい。姿すがた形かたちは全然変わっていないのですぐに分かります。

カッツ：何せ古代竜りゆうだしな。

ＧＭ：それと黄金の鎧を着た……。

カミュラ：アウデンリート？

ＧＭ：です。そして……（カミュラに手を差し向けて）昔の姿のカミュラがいます。

カッツ：覇王とその仲間か……。

ファム：でも、覇王の仲間って五人だってメモに書いてありますよ？

カッツ：覇王と合わせても六人か……。ひとり多いな。確か、学園の寮りようの数は六つだよな。

ファム：（メモを読み上げる）ルキアノス寮、アウデンリート寮、シェフィールド寮、ブルギニオン寮、グラナドス寮、オルランド寮ですね。

カッツ：てっきり由来不明のオルランドが覇王かと思っていたんだが……。

ＧＭ：それと情じよう報ほうがもうひとつ。今までの幻影では戦士風の少女の顔はヘルムで見えなかったんですが、今回ははっきりと見えます。

カミュラ：誰だれ？　見覚えあります？

ＧＭ：あります。緑色の髪かみに金色の瞳ひとみ……。

ファム：えっ？

ＧＭ：服ふく装そうこそ鎧を着ているので戦士風ですが、その少女はファムによく似にています。

一同：ファムっ!?

ファム：あ、あたしですかっ！

ＧＭ：と、驚おどろいているところでイベントを決定します！（カードをめくる）




　表になったのはスペードの８。




ＧＭ：バトルイベント！　辺りが一転して荒こう野やになります。目の前では、覇王とその仲間たちがグレートソードを持った巨きよ人じん（正体はグレンデル）たちと戦っている幻影が映うつし出されます。そして、そのうちの一体が実体化して、あなた方の方へと突とつ進しんしてきます。
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ヴァリアス：また戦闘かよっ！

ＧＭ：しかも先ほどの幻影の影えい響きようで、視し覚かくがはっきりとしていないためにすべての行こう為い判はん定ていのダイスが１個こ減へりますので、よろしく（笑）。

ファム：えっ？　すべての？

ＧＭ：すべての判定です。

カミュラ：戦闘中ずーっと？

ＧＭ：ずーっとです（笑）。もちろん隣となりのタイルに逃にげてもいいですが。

カッツ：その隣のタイルに向かう扉の目の前に巨人が陣じん取どっているのだが……。
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ヴァリアス：逃げるためには一度エンゲージしなければならないということか。巨人の【行動値ち】は？

ＧＭ：11です。

カッツ：結けつ構こう早いな。

カミュラ：《ヘイスト》を誰かに掛かけますか？

カッツ：いや、今回は私が先せん攻こうを取れるんで、前に出て巨人の動きを押さえるから大だい丈じよう夫ぶだ。

ヴァリアス：それに《ヘイスト》の魔ま術じゆつ判定が失敗する確かく率りつも１／６だし。

カッツ：一体しかいないし、力押しでなんとかなると思う。ということで、マイナーアクションで移い動どうして巨人とエンゲージ。メジャーアクションで《ペネトレイトブロウ》。命中は８＋２Ｄで……（コロコロ）14だ。

ＧＭ：巨人の回かい避ひは……（コロコロ）14で成功！

カッツ：なにっ！

ＧＭ：カッツの攻こう撃げきを巨人は身体からだを半はん身みにずらして避よけました。そして、そのままカッツへとグレートソードをズバーっと振ふり下ろす！　（コロコロ）15です。

カッツ：ダイス目が９以上で回避……（コロコロ）おしい、８（笑）。

ＧＭ：ダメージは10＋９Ｄで……。

ヴァリアス：９Ｄっ!?

ＧＭ：（コロコロ）ズバーン！　10、20、34、39に10を足して49点の物理ダメージ！

カッツ：うぉっ！　それは痛いたい。《プロテクション》を頼たのむ！

カミュラ：では《プロテクション》します。（コロコロ）20点です。

カッツ：物理防ぼう御ぎよが15だから、14点のＨＰダメージ。ふっ、かゆいな。

ＧＭ：ならば、その《プロテクション》を外してみろーっ！

カッツ：痛がゆいな（一同笑）。

ファム：〝痛〟がつきましたね（笑）。

ＧＭ：次はファムとカミュラです。

カミュラ：わたしは待機します。

カッツ：攻撃すれば？

カミュラ：ダイスが１個減ると当たらないですよ。それよりも待機して《ヒール》した方がよくないですか？

ヴァリアス：確たしかにそうだ。

ＧＭ：ではファム。

ファム：よ～し。今回は《コンセントレイション》を取ってますから、１個減っても２個振ふれますよ～。命中は15＋２Ｄです。とぅ！（コロコロ）10だから25です！

ＧＭ：（コロコロ）それはさすがに避けられない。さすが《エアリアルスラッシュ》。

ファム：ダメージいきますっ！（コロコロ）48点です！

カミュラ：うわぁー。すごいっ！

ＧＭ：さっきのクリティカルとダメージが変わらないっ!?　いきなり【ＨＰ】が１／３に。




　ファムの放った〈風〉の魔法を追いかけるようにヴァリアスがグレンデルにダッシュし、《バッシュ》を放つ。

　ファム同様、命中判定に特化しているヴァリアスが攻撃を外すわけもなく、46点のダメージを叩たたき出す。これでグレンデルの【ＨＰ】は36点まで減げん少しようする。

　続いてカミュラがカッツに《ヒール》を使用し、カッツの【ＨＰ】は全ぜん快かい。

　そして次のラウンド。

　カッツの攻撃は……。




カッツ：うわぁ！

カミュラ：なに、これ？

ヴァリアス：低っ！

ファム：１、１、１、２、２、４ですね。

ＧＭ：何点？

カッツ：（小さな声で）……26点。

ＧＭ：《ペネトレイトブロウ》でしたっけ？

カッツ：一いち応おう……。

ＧＭ：では、ＨＰダメージは26点ということで（笑）。

カッツ：……。

ＧＭ：次はこちらの攻撃いきます。目標はヴァリアス！

ヴァリアス：げぇーっ！

ＧＭ：いや、だって痛かったのはヴァリアスの攻撃の方だし。

ヴァリアス：いや、でもあっちの方が先せん輩ぱいだし。世の中には年ねん功こう序じよ列れつという言葉が（笑）。

ＧＭ：巨きよ人じんにそんな言葉はないっ！　命中は……（コロコロ）19！

ヴァリアス：ダイスが１個減ってるのに出るわけないって！

カッツ：では、ヴァリアスを《カバーリング》しよう。防御力は私の方が大きいからな。

ＧＭ：やはりそうなりますよね。ダメージは……（コロコロ）さっきと同じく49点。

カミュラ：《プロテクション》します？　それとも後で《ヒール》？

カッツ：いや、巨人もあと一撃で落ちるだろう。《ヒール》で十分だ。

カミュラ：さぁ、ファムさん。やっておしまいっ！（一同笑）

ファム：はいっ！　さっきくらいでいいですか？

カッツ：いやいやいや、そんなに高くなくてもたぶん大だい丈じよう夫ぶだから。

ファム：じゃあ、普ふ通つうということで（笑）。命中は……（コロコロ）23です。

ＧＭ：（コロコロ）回かい避ひ失敗。

ファム：たぁっ！（コロコロ）えーっと、10、20、30の44点です！

ＧＭ：高っ！　ズシーン！　地じ響ひびきを立てて、力ちから尽つきた巨人が倒たおれます。

ファム：やったーっ！　やりましたよっ!!

カミュラ：誰かさんと大おお違ちがいですね（笑）。

カッツ：いやいやいや、ファムにいいところを持っていかせるためだったのだよ（笑）。

ヴァリアス：うしっ！　さっさと次のタイルに行こうぜ！







◆ミドル 07◆さまよう怪かい物ぶつたち＆時間の渦うず　～さようなら、そしてこんにちは～




　部屋の中には何もいなかった。

　だが安心したのも束つかの間……。




ＧＭ：こちらのタイルは……ハートの４です。

ファム：ハートは初めてですね。

ヴァリアス：やっとハートフルな展てん開かいになってきたな。

カミュラ：きっとここでラブな展開があるんですよ（笑）。

ＧＭ：ところがハートはトラブルイベントなんですよ。突とつ然ぜん、隣となりのタイルから猛たけったエネミーがやってきます！

カッツ：また戦せん闘とうか!?

ＧＭ：どんなエネミーかはもう一回カードを引いて……クラブのＫ？

ヴァリアス：こ、これはまずいかも……。

ファム：まずいんですか？

カッツ：ランダムダンジョンでは、カードの数字が大きいほど強いエネミーが出ることが多いんだ。基き本ほん的に絵札はそのまま数字に直すからＫの場合は13だな。

ＧＭ：それにＤＬが足されるので18になります。18のイベントは……手足のついたキノコ（正体はマッスルーム）のようなエネミーが四体ですね。しかもボディビルのポージングみたいなことをしています。
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カミュラ：なんか嫌いやそうなのが出てきましたよ。

カッツ：これは下がった方がいいかもしれないな。

ファム：に、逃にげた方がいいですか？

ヴァリアス：それほどつらくはないと思うけど、四体というのが面めん倒どうかも。

ＧＭ：ちなみにキノコの【行動値ち】は10です。

カッツ：ここはギルドスキルの《陣じん形けい》を使って、タイルから出よう。

ファム：じゃあ、《陣形》を使います！




　そして再ふたたび巨人と戦ったタイルに戻もどり、もうひとつの扉とびらへと向かう一行。




ＧＭ：こちらのタイルは……ハートの２ですね。

カミュラ：またハートですか。

ヴァリアス：さすがハートフルだな。

カッツ：くどい！（笑）

カミュラ：それよりも扉はあります？　もし行き止まりだと、さっきのキノコと戦わないと先に進むのが難むずかしくなりますけど……。

ＧＭ：それは大だい丈じよう夫ぶです。扉はあります。

ファム：ほっ。

ＧＭ：で、このタイルに入った瞬しゆん間かん、空間がグニョーと歪ゆがみ始めます。

ヴァリアス：なんだっ!?

ＧＭ：そしてまるで逆ぎやく回まわしの映えい像ぞうのように周囲が変化していきます。うしろを見ると、隣のタイルでは、先ほど倒されたはずの巨きよ人じんの傷きずがみるみるうちに回かい復ふくしていき、起き上がり小こ法ぼ師しのように不自然に立ち上がります。

カミュラ：時間が戻った？

ＧＭ：そのようですね。

カミュラ：ハートってこんなイベントばかりなんですか？

ＧＭ：そんなことはないですよ。ちゃんとハートでもいいイベントはあります。では、次のタイルのイベントです。（カードをめくる）クラブのＡ。

カッツ：やっと休きゆう憩けい地ちイベントが出た。

ＧＭ：しかも、Ａなので下への階かい段だんがあります。特にエネミーなどもおらず、一休みできそうな感じの部屋です。ここで休憩すると、【ＨＰ】と【ＭＰ】の両方が２Ｄ回復しますね。

ファム：やったー！




　それぞれダイスを振ふって【ＨＰ】や【ＭＰ】を回復していく。

　そして……。




カッツ：できれば《ヒール》していただけると助かるのだが。

カミュラ：えーっ（笑）。




　相変わらずカッツに厳きびしいカミュラです（笑）。




カッツ：一回でいいんですけど。

カミュラ：仕方ないですねぇ。それじゃカッツさんに《ヒール》します。（コロコロ）あらら？　ちょっと調子が……（笑）。

カッツ：なんでここでファンブル振るんだよっ！（一同笑）

ファム：あははははは（笑）。

ＧＭ：【ＭＰ】減へらしておいてくださいね～。

カッツ：もう一回、もう一回！

カミュラ：え────っ！（一同笑）

カッツ：そんなに嫌いやそうに言うなよ。

カミュラ：冗談ですよ、冗談（笑）。

ファム：でも、ファンブルって面白いですよね。

カッツ：そんなこと言うと本当にまたファンブルが出そうで嫌だ（笑）。




　とはいえ、さすがに連続でファンブルは出ずに、カッツの【ＨＰ】は無事回復した。




ヴァリアス：じゃあ、回復も終わったし下の階に行くか。

ＧＭ：えーっ!?　隣となりに行かないの？

カミュラ：（きっぱりと）行きません。







◆ミドル 08◆変化の泉いずみ　～あなたの落としたのは……～




　ファムたちは慎しん重ちように、階段をゆっくりと下りていく。

　そして四人は再び幻げん影えいを見る。
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ＧＭ：下のフロアの最初のイベントはハートの９（一同笑）。

ファム：うっ！

カミュラ：またハート？

カッツ：ほら、誰かがハートフル、ハートフルって言うから（笑）。

ヴァリアス：オレのせいっ!?

カミュラ：このままだとハートは嫌なイメージになってしまいそうです（笑）。

ヴァリアス：オレが悪いのか？　それはオレのせいなのかっ!?（一同笑）

カッツ：そろそろいいハートが出て欲ほしいものだな。

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶ。今回はいいハートです。

ファム：やったっ！

ＧＭ：その前に先ほどと同じように下の階に下りた時に幻影を見ます。

カミュラ：どんな幻影ですか？

ＧＭ：やはり七人の冒ぼう険けん者しやらしい人たちの幻影です。ファムによく似にた戦士風の少女が、他の仲間たちにさまざまな武ぶ具ぐなどを渡わたしています。シェフィールドには杖つえを……。

カミュラ：神しん獣じゆうの杖？

ＧＭ：アウデンリートには黄金の両手剣けんを。

ファム：オートクレールですね。

ＧＭ：ケセドには白銀の竪たて琴ごとを。

ヴァリアス：するとこれはウァードネだ。

ＧＭ：ネヴァーフの錬金術師には金こん剛ごう石せきの埋うめ込こまれた腕うで輪わを。

ファム：腕輪？

カッツ：ダイヤモンドということは、おそらくこれが金剛の盾〝プリドウェン〟だろう。

ＧＭ：青年の騎き士しには十じゆう字じ架かに似た両手剣を渡します。その時の少女の顔には信しん頼らいと、それ以上の感かん情じようらしきものも浮うかんでいます。

ファム：ほぉー。

ＧＭ：そして、少女が美しい装そう飾しよくの施ほどこされた長剣を掲かかげたところで幻影は消えます。

ヴァリアス：あれ？　槍やりは？　今の感じだと槍はルキアノスがもらうところじゃないか？

ＧＭ：いいところに気がつきましたね。槍はありませんでした。

カミュラ：ないんですか？

ＧＭ：ありません。少女はテーブルみたいなところに並ならんでいた武具を次々と渡していったのですが、そこに槍らしき武器はありませんでした。

ファム：どういうことでしょう？

ＧＭ：ふっふふふふ（笑）。いろいろと考えてみてください。さて、幻影が消えたところで部屋の様子がはっきりと見えてきます。中央に泉がある部屋ですね。トレビの泉のように神様の像ぞうが立っていて、手にしている瓶かめから水があふれ出しています。

ファム：落としたのは金の斧おのですか？　それとも銀の斧ですか？（笑）

カッツ：なるほど。泉といえば斧だな。

カミュラ：誰か斧、持っています？

カッツ：誰も斧は持っていないだろう。

カミュラ：仕方ないですね。じゃあ、泉にファムを落としてみます？（一同笑）

ファム：え、ええっ!?

ヴァリアス：金色になったファムが（笑）。

ファム：それは困こまります！

ＧＭ：いやいや、ちゃんと泉に文字の書かれたプレートがはめられていますから。「己おのれの持つ武具を捧ささげよ。されば新たな力を得ることができるだろう」と書かれていますね。

カミュラ：武具ってことは武器とか防ぼう具ぐってこと？

ＧＭ：武器、防具、盾ですね。

ヴァリアス：防具なら、ここにいらないプレートメイルがあるんだけど（笑）。




　一番最初に戦せん闘とうしたデュラハンからのドロップ品である。




カミュラ：とりあえず、そのプレートメイルを泉に入れてみません？

カッツ：そうだな。売っても[image: ]Ｇだし、なにせ重い。

カミュラ：まぁ、どうせ拾った物ですし、ここは気軽に投げ入れましょう（笑）。

ヴァリアス：よし。プレートメイルを泉に投げ込む。バシャーン！

ファム：どうなるんでしょう。

ＧＭ：さて、ここに『アイテムガイド』があります。

ヴァリアス：まさか……。

ＧＭ：この本にはランダムにアイテムを決定するためのチャートが掲けい載さいされています。

ファム：ふぇっ!?

ＧＭ：このチャートで泉に入れたアイテムが何に変化するか決めたいと思います！

カッツ：そうきたかっ！




『アイテムガイド』には、不意に宝たから箱ばこを出すことになったり、宝ほう物もつ庫この中にある宝を急に決めることになった時のために、ランダムにアイテムを決定するアイテムチャートが掲載されている。ただ、ダイスを振ふるだけでよく、またキャラクターのレベルに合わせてアイテムの内ない容ようも変化するので、いろいろな局面で使用することができるのだ。




ＧＭ：ちなみに完全にランダムに振りますから、プレートメイルが何と動物のにくになってしまうこともあります。

ヴァリアス：鎧よろいを泉に入れたら、プカーっと食しよく糧りようが（笑）。

ＧＭ：そうそう。さて、ではまず最初に１Ｄを振ってください。１が武器、２が防具、３が装そう身しん具ぐ、４が道具、５と６がその他です。

ヴァリアス：で、誰がダイス振る？

ファム：せっかくなので全員で振りましょう。

カッツ：じゃあ、最初はファムから。

ファム：えっ！　あ、あたしからですかっ!?　分かりました。振らせていただきます。

カミュラ：その他、その他、その他（一同笑）。

カッツ：そんなににくがいいのかよっ！（笑）

ファム：うりゃーっ！




　ダイス目は５。




ファム：あははははは（笑）。５、５ですよ。

ＧＭ：次は種別を決定します。１だと呪符か矢弾、２か３だとポーション、４か５だと装飾品か現金、６だと食糧か収納品ですね。

カミュラ：ヴァリアスさん、がんばってください（笑）。

ヴァリアス：次、オレですか？

カッツ：ここから挽ばん回かいするのだ。

ヴァリアス：いや、挽回しろって言われても……（コロコロ）３？

ＧＭ：３は……ポーションですね。

カッツ：にくよりはマシだな（笑）。

ＧＭ：次でどんなアイテムか決定されます。Ｄ66を振ってください。

カッツ：最後はカミュラがどうぞ。なるべく大きい数字でお願いします（笑）。

カミュラ：分かりました。（コロコロ）65です。

ファム：おぉーっ!?

ＧＭ：65は……霊れい水すいです。泉いずみの底からプカーッと液えき体たいの入った瓶が浮うかび上がってきました。霊水の効こう果かは、メジャーアクションで使用すると魔ま術じゆつのダメージが＋２されます。

カッツ：＋２？　＋２Ｄじゃなくて？

ＧＭ：＋２です（笑）。

ヴァリアス：値ね段だんは？

ＧＭ：二〇〇Ｇ。

ヴァリアス：……１／５になった（一同笑）。




　プレートメイルは一〇〇〇Ｇである。




カッツ：でも重量は１／10だからな。対重量効こう率りつはよくなったと前向きに考えよう。

ＧＭ：で、霊水を泉から拾い上げると泉の水が２／３ほどに減へります。

ヴァリアス：回数制せい限げんがある？

カミュラ：あと２回のようですね。他に何か入れられる物はありませんか？

ＧＭ：武ぶ器き、防ぼう具ぐ、盾たてだったら何でもいいですよ。

カミュラ：カッツさん、一番高いアイテムを入れてみたらどうですか？（笑）

カッツ：いやいや遠えん慮りよしておこう（笑）。一番安いのは……バックラーか。どうせ防ぼう御ぎよ力りよく１だし、これを入れてみるか。

カミュラ：入れましょう（笑）。

カッツ：人の物だと思って……。
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ファム：次は誰だれが振ります？

カミュラ：カッツさんの物だから、カッツさんが振ればいいんじゃない？

カッツ：じゃあ、そういうことで……（コロコロ）２！

ＧＭ：防具です。

カッツ：よしっ！　できれば盾が欲ほしいところだが。

ＧＭ：その前にマジックアイテムかどうか決めましょう。１～２が通つう常じようアイテム、３～４がエンチャントアイテム、５～６がマジックアイテムです。

ファム：エンチャントアイテム？

ＧＭ：簡かん単たんな魔ま法ほうが掛かかっているアイテムですね。

カミュラ：気にせずに５か６を出せばいんです。

カッツ：いやいや、そんなことを言ってはダメだ。ここは欲よくを抑おさえて３以上としよう。（コロコロ）……３（一同笑）。

カミュラ：ほら、そんなことを言うから（笑）。

カッツ：うっ……。

ＧＭ：次は部位です。１が盾、２～３が頭、４～５が胴どう、６が補ほ助じよ防具。

カッツ：盾出ろ、盾っ!!（コロコロ）

ＧＭ：４、胴部の防具ですね。

カッツ：胴部か……まさか、これでプレートメイルとか出ないだろうな（笑）。

ヴァリアス：プレートメイルが戻もどってきたっ！（一同笑）

ファム：そ、そうなんですかっ！




　決めるのはこれからです。




ＧＭ：次は種類だからＤ66。どうぞ！

カッツ：（コロコロ）31！　こ、これは微び妙みようか？

ＧＭ：31は胴丸。

カッツ：胴丸？　胴丸ってサムライ用の？

ＧＭ：しかもエンチャントされて魔法で強化されています。もう一度Ｄ66を振ふってください。

カッツ：（コロコロ）34。

ＧＭ：34はスピードの魔法が掛かっていて、行動値ちが＋１されています。〝閃せん光こうの〟とか〝クイック〟とかの言葉が冠かんされるようです。

カミュラ：閃光の胴丸（笑）。

ファム：クイック胴丸（笑）。

カッツ：……実はさぁ、今回サムライにクラスチェンジしようと思っていたのだよ。《ヴァイタルフォース》を５レベルにしたかったから諦めたけど（笑）。




　なぜ今からサムライ？




カミュラ：じゃあ、ちょうどよかったじゃないですか。

ＧＭ：胴丸は７レベルですから、レベルアップすれば着られますよ。防御力が＋11で……。

カッツ：11か……。

ＧＭ：回かい避ひ修しゆう正せいが-2。

カッツ：それダメだ。せっかくの《バタフライダンス》が意味なくなるじゃないか。売ろう、とっとと売ろう。

ＧＭ：価か格かくが[image: ]倍になるので二五五〇Ｇだから、売ると一二七五Ｇです。

ヴァリアス：よしっ！　さっきのプレートメイル分を取り返したぞ（笑）。




　そして最後の一回。ヴァリアスがカッツ同様自分のバックラーを泉いずみに投げ入れる。

　出てきたアイテムは……。




ＧＭ：えーっと63は……水すい晶しようの指輪!!

カッツ：よしっ！

ＧＭ：アコライトとメイジ用の装そう身しん具ぐで、装そう備びすると【ＭＰ】が＋10されます。

カミュラ：ありがとうございます。

ファム：ありがとうございます。

ＧＭ：でも、レベル10なので装備できません（笑）。

カミュラ：それなら売ってしまいましょう。きっとカッツさんたちは、わたしたちにくれるでしょうから、売ってファムと半分にしましょう（笑）。

ファム：はい！　売りましょう！

カッツ：おいっ！

ヴァリアス：せ、せめてバックラー代だけでも（笑）




　こうして泉の水はなくなり、一行は先へと進む。

　このタイルの扉とびらは、右と左にひとつずつ。ファムたちは右側の扉を選んだ。







◆ミドル 09◆治ち療りよう室しつ　～騎き士しと少女～




　再ふたたび幻げん影えいを見せられる。

　ベッドに腰こし掛かけている青年の騎士。どうやら怪け我がをしているようだ。騎士の側には《ヒール》の魔法を掛けているエルダナーンの神官。そして、それを心配そうに見ているファムによく似にた少女がいた。

　心配を掛けまいと青年は笑え顔がおで少女に語りかけていた。




ＧＭ：とゆーような幻影が見えます。今まで同じように幻影が消えても部屋の様子はそのままです。ベッドや薬くすり棚だながあるので、どうやら治療室のようですね。

ファム：なんか意味深ですね（笑）。

カッツ：覇は王おうに関係があるということは分かるんだが。

ヴァリアス：エルダナーンの神官がルキアノスなのは間ま違ちがいないよな。

カミュラ：それからわたし。そしてアウデンリート。

ヴァリアス：吟ぎん遊ゆう詩人がケセドと。

カッツ：あとはネヴァーフの錬金術師、騎士の青年、戦士の少女。残っているのは、ブルギニオンとオルランドか……。確たしかブルギニオンって、エリンディルの地図を作った人だな。

ヴァリアス：（『エルクレスト学園ガイド』を見ながら）ええ。

カッツ：とすると、ネヴァーフの錬金術師が順当というところか。

ファム：じゃあ、騎士か少女がオルランドですね。

カミュラ：でも、そうすると覇王と六人の仲間になってしまいますよ。ひとりだけ名前が伝えられていないとか、そんな感じ？

ヴァリアス：伝説なんかだと、そういうのよくあるよな。

ファム：それから、あたしに似ているというのも気になりますね。

カッツ：まぁ、ここでいろいろと考えても分かるわけじゃないし、とりあえず先に進もう。ルキアノスに聞けば全部話してくれるだろう。




　とりあえずベッドやら薬棚を物色し始めるカッツ。その結果、薬棚にエクスプロージョンのトラップが仕掛けられているのを発見する。

　さっそくトラップを解かい除じよし、中からＭＰポーションを二本発見した。

　ちなみにここでトラップを解除したのはカッツではなく、フェイトを使用したヴァリアスであったことを明記しておきましょう（笑）。




カッツ：トラップ解除は苦手なのだよ（一同笑）。




　そして次のタイル……。




ＧＭ：クラブの７！　休きゆう憩けい地ちイベントです。フェイトが１点回かい復ふくできます。




　さらに次のタイル。




ＧＭ：クラブのＱ！　休憩地イベント！【ＨＰ】が２Ｄ回復……って何でだっ！

カミュラ：日ひ頃ごろの行ないです（笑）。

ヴァリアス：一体、どこのリゾート地だここは（笑）。

ファム：試練のダンジョン……でしたよね。

ＧＭ：そのはずなんですけどね。きっと、カミュラがいるし、仲間のひとりに似たファムがいたので手を抜ぬいてくれたんですよ（笑）。

カッツ：じゃあ、そういうことにしておこう。とりあえずここのタイルと隣となりのタイルの回復は残しておいて、先に進もう。これでだいぶ楽になったな。

カミュラ：わたしのおかげですね（笑）。

ファム：はいっ！　カミュラ先せん輩ぱいのおかげですっ！







◆ミドル 10◆妖よう魔まと爆ばく弾だんかぼちゃ　～戦闘、戦闘、また戦闘～




　結局、休憩地は行き止まりになっていたので泉いずみのあるタイルまで戻もどる四人。

　ここまでのタイルで分ぶん岐きはない。とすると、ここから左側の扉とびらを開けて進むしかない。




カッツ：そろそろスペードのカードが出そうだな。

カミュラ：そんなこと言うと本当にスペードが出ますよ（笑）。

ＧＭ：とはいっても、ここからはどうやっても一本道ですからね。倒たおしながら先に進むか、それとも無理矢理突とつ破ぱして先に進むしかありません。ということでカードは……スペードのＱ!!

カミュラ：ほら～。

ヴァリアス：しかも絵札が出たっ！

ＧＭ：このタイルはどこかの街の中のようですね。幻影の少女たちが妖魔たちと戦っています。そして、その戦せん闘とうが終わると同時に幻影は消えますが、ボロボロに傷ついた妖魔が二体、あなた方の前に立ち塞ふさがります。

ファム：また戦闘ですよっ！

ＧＭ：そのとおり！　戦闘開始！




　斧おのを持ったこの妖魔はトロウルウォーリア。エネミーレベルが14もあり、レベル６のファムたちにはかなり辛つらい相手である。
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　傷ついているために【ＨＰ】が[image: ]されているとはいえ、彼らの振ふるグレートアックスは２Ｄ＋40ものダメージを叩たたき出すのだ。




ＧＭ：こちらの【行動値ち】は７……一番最後かっ！




　したがって……。




カッツ：突とつ撃げき！　そして《ペネトレイトブロウ》。ダメージ20点、素す通どおしで！

ファム：《マジックブラスト》を使って、《エアリアルスラッシュ》です！　ダメージは48点ですっ！

ヴァリアス：移い動どうして《バッシュ》をするぜ！　29点のダメージだっ！




　……あっという間に全ぜん滅めつしました。




ＧＭ：スベードのＱがぁ～。

カッツ：強きよう敵てきだったな。

カミュラ：みんな怪け我がとかない？　大だい丈じよう夫ぶ？（一同笑）

ファム：余よ裕ゆうですっ！

ＧＭ：いくら【ＨＰ】が最初から減へっているとはいえ、なんで１ラウンドで全滅？

カミュラ：ファムさんのダメージがすごかったですからね。

ヴァリアス：11個こ振って、１がひとつだけだもんな。

カッツ：しかも６が５個も出ていたな（笑）。

ファム：最後にヴァリアスさんに格かつ好こうよく決めてもらうために、がんばりましたっ！




　そして次のタイル。




ＧＭ：ハートのＫ！　突とつ然ぜん、扉を開けて妖魔たちが出しゆつ現げんし、銃じゆうを撃うってきます！




　しかし、不意打ちだったにもかかわらず、フォモールシューターはたいしたダメージを与あたえることができずに……。
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ファム：《マジックブラスト》＋《エアリアルスラッシュ》！　ダメージは41点！

ヴァリアス：《ウェポンチェンジ》でキャリバーに持ち替かえ！　《リバウンドバッシュ》を使用！　ダメージは34点っ!!




　……再ふたたびあっという間に全滅。




ＧＭ：ハートのＫがぁ～。

カッツ：強敵だったな（笑）。

カミュラ：みんな怪我とかない？　大丈夫？（一同笑）

ＧＭ：いや、そのネタもういいから……。まぁ、このフォモールシューターは不意打ちして、カッツの【ＭＰ】を消しよう耗もうさせるために用意したので問題なしです……たぶん。

カッツ：しかし、ここにきての連戦はさすがに辛つらいな。【ＨＰ】は休きゆう憩けい地ちに戻もどれば回かい復ふくできるが、ギルドスキルの《祝福》を除のぞくと【ＭＰ】の回復はポーションだけだからな。

ヴァリアス：次のタイルもスペードが出て、三連続とか？

カミュラ：さらにボスが登場して四連続（笑）。

ファム：そ、それはちょっとイヤですね。




　しかしそういう予想は得てして……。




ＧＭ：次のタイルはスペードの９！




　当たるものです。




ＧＭ：爆ばく弾だんを持ったカボチャ頭のエネミーが一体、真っ赤な目をした巨きよ大だいな黒い犬が六体、現あらわれます。

カミュラ：カボチャ頭？

ＧＭ：ハロウィンでよく見る、カボチャに目や口を彫ほったアレです。

カッツ：ジャック・オー・ランタンとバーゲストかっ！
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ＧＭ：か、どうか知りたかったらエネミー識しき別べつの判はん定ていをしてください。距きよ離りは20メートル離はなれています。では、戦せん闘とう開始っ！
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カッツ：《陣じん形けい》を使って、先に頭を抑おさえるか……。

ＧＭ：しかし、犬の【行動値】は13なので、先にこちらがセットアップで行動します。《死の咆ほう吼こう》を使用！

ヴァリアス：さっき、デュラハンに使われたヤツかっ！

ＧＭ：そうです。六体いるのでまずは全員に一回ずつで、残りの二体は……（コロコロ）ヴァリアスとカッツにいきます。

カッツ：ここで重じゆう圧あつされるとまずいぞ。

ＧＭ：まずはヴァリアスから。バッドスタータスの重圧を与えます。【精せい神しん】で対決！

ヴァリアス：よし、こいっ！

ＧＭ：一回目……（コロコロ）12！

ヴァリアス：（コロコロ）８以上か……10！　達成値ちは14で回かい避ひっ!!

ＧＭ：何っ！　二回目……（コロコロ）３!?　５足して８です。

ヴァリアス：運気がオレに向いてきたかっ！（笑）　（コロコロ）余裕で回避！

ＧＭ：うぐっ！　次はカッツに……（コロコロ）11！

カッツ：７以上で回避成功かか……（コロコロ）ぶっ！　ファンブル！　なんでこんなところでファンブルなんだよっ！

ファム：ありゃ～～～～。

カッツ：仕方ない。《インデュア》を使用する。こんなところで【ＭＰ】を使うことになるとは……。

ＧＭ：もう一回ありますよ。次は……（コロコロ）どうもダイス目が悪いな～。９です。

カッツ：次は５以上か……（コロコロ）クリティカル（一同笑）。

カミュラ：差が激はげしすぎです（笑）。

カッツ：こういう方がゲームは面おも白しろいんだよ。

ファム：なるほど～。

ヴァリアス：いや、そこ感心するところじゃないから（笑）。




　もともと【精神】が高いカミュラは成功。

　そしてファムは……。




ファム：おっし！　きました！　ファンブルですっ!!（一同笑）

ヴァリアス：おっしっ！　じゃないからっ!!

カッツ：さ、さすがだ（笑）。

カミュラ：あははははは（笑）。

ヴァリアス：フェイト、フェイト！　フェイトで振ふり直せ！

ファム：あれ？　これ面白いところじゃないんですか？

ヴァリアス：いや、ここでファムの《マジックブラスト》が封ふうじ込こめられるのはまずいって。かなり大ピンチになること間ま違ちがいなし。

ファム：じゃあ、フェイトを使って振り直します。

ヴァリアス：ちょっと待って！　ファムの特とく徴ちようってファンブル振り直しじゃなかったっけ？

ファム：はい？　えーっと……そうみたいです（笑）。

カッツ：それ使えっ！　ていうか、それ使うの初めてじゃないか？

ファム：そうかも（笑）。じゃあ、特徴の「おまじない」を使って振り直しです。（コロコロ）４＋６で10です！

ＧＭ：こっちは９（笑）。

カミュラ：あ、危あぶなかった～。

ＧＭ：誰だれも重圧にならずにこっちのセットアップは終しゆう了りよう。そちらのセットアップをどうぞ。

カッツ：ここで範はん囲い攻こう撃げきされるのはまずい。《陣形》を使おう。ここで使っても、まだクライマックス用に一回残るからな。

ヴァリアス：どうする？　ファム。

ファム：使いましょう！

カッツ：よしっ！　それならば私に《ヘイスト》を頼たのむ。そうするとマイナーアクションだけでエンゲージできるようになる。

カミュラ：分かりました。ではカッツさんに《ヘイスト》です。（指さして）お逝いきなさいっ！（一同笑）。

カッツ：スカイ○イかよっ！

カミュラ：判はん定ていは成功です。２Ｄ振って……（コロコロ）あらら、５です。

カッツ：大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。４以上でエンゲージできるから。

ＧＭ：カボチャの【行動値】が10で、犬の【行動値】が13だから、カッツの方が先ですね。

カッツ：ここで《陣形》を使用だ。ジャック・オー・ランタンの爆ばく弾だんはまず間違いなく、範囲攻撃してくる気がする。

ヴァリアス：じゃあ、オレもなるべく敵てきに近づくように移い動どうしよう。そうすれば、このラウンドに攻撃ができる！

カミュラ：では、わたしとファムさんは散開するでいいですね？

カッツ：おう！




　いつものように《陣形》で散らばる四人。
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カッツ：最初は私だな。うーん、ジャック・オー・ランタンの防ぼう御ぎよいくつだろう？

ヴァリアス：そこそこだったような気が……。

カッツ：そこそこか……ならば一いち応おう使っておくか。《ペネトレイトブロウ》を使用。命中は……（コロコロ）18！

ＧＭ：それは……避よけられません。

カッツ：ダメージは……（コロコロ）24点！

ＧＭ：カッツの拳こぶしが確かく実じつにジャック・オー・ランタンを捕とらえて……ダメージは素す通どおしで24点！　衝しよう撃げきがジャック・オー・ランタンの身体を突つき抜ぬけます。では、次はこちらの番ですね。バーゲストの行動はランダムに決めます。（コロコロ）カッツに二体！　ファムに二体！　カミュラに二体！　ファムとカミュラへは《ファイアボルト》で攻撃します。

カッツ：しまった！　バーゲストは魔ま法ほうを使うのかっ!!　散開したのが仇あだになった……。




　カッツに鋭するどい牙きばで噛かみつく二体のバーゲスト。

　だが、その牙はカッツを捕らえることができない。素早い動きでバーゲストたちを翻弄するカッツ。

　しかし、ファムやカミュラではカッツのようにはいかない。カッツやヴァリアスに比くらべれば魔法防御力は高いものの、二発の《ファイアボルト》を受ければ致ち命めい傷しようにもなりかねない。




カミュラ：片かた方ほうは避けましたけど、一発は避けられません。

ＧＭ：バーゲストの《ファイアボルト》は３レベルなのでダメージは５Ｄ……（コロコロ）うっ、低い。15点の魔法ダメージ。属ぞく性せいは〈火〉です。

カミュラ：《プロテクション》は……止めておきます。その程てい度どだったらあとで《ヒール》した方がよさそう。魔法防御力を引いて８点のダメージです。

ＧＭ：次はファムです！




　二体のバーゲストは大きな口を開け、ファムに向けて火球を吐はき出す。




ファム：（コロコロ）回避失敗です！

ＧＭ：ダメージは……（コロコロ）21点！

ヴァリアス：高い！

カミュラ：《プロテクション》します！（コロコロ）17点軽けい減げんです。

ファム：ありがとうございますっ！

ＧＭ：さすがに《プロテクション》されると、この程度の魔法じゃどうしようもない。続けてファムに《ファイアボルト》！




　だが、二発目の《ファイアボルト》も《プロテクション》されてノーダメージ。




ＧＭ：所しよ詮せんは４レベルのエネミーか……。次はこちらのジャック・オー・ランタンが攻こう撃げきします。散開してしまったので《いたずら爆弾》は使わずに《ファイアボルト》を撃うちます。

ヴァリアス：こっちも《ファイアボルト》かっ！

ＧＭ：目標は……やっぱりエンゲージしているカッツかな。

カッツ：さぁ、きたまえ（笑）。

ＧＭ：《禁きん忌き魔ま術じゆつ》で魔術判定のダイスが＋１個こされて８＋３Ｄになりますから……（コロコロ）17です！

カッツ：うっ！　結けつ構こう高いな。だが、私には《バタフライダンス》があるのだ。９以上で回かい避ひ！　その火の玉の軌き道どうは見切ったっ！（コロコロ）８!?

ファム：あああっ！

ヴァリアス：いかん、見えただけだったっ！（一同笑）




　カッツは炎ほのおに包まれた。




ＧＭ：《ファイアボルト》５レベルに《超ちよう絶ぜつ魔力》２レベルでダイスは９個になります。

カッツ：やっぱり《超絶魔力》を持っていたか……。

ＧＭ：ダメージ、いきます！　……（コロコロ）36点！




　だが、これも《プロテクション》で21点減へらされ、カッツへのダメージは８点。

　そして……。




ファム：次はあたしの番ですね。《マジックブラスト》＋《エアリアルスラッシュ》です！　とりゃーっ！（コロコロ）えーっと、６と６と１で13です。

ＧＭ：いや、それクリティカルですから（笑）。

カミュラ：なんか、今日のファムさんは輝かがやいていますよ（笑）。

ファム：ほんとですかっ!?　でもさっきファンブル出しましたよ。

カッツ：それはそれでおいしいからＯＫ（笑）。




　結局、ファムの魔法によってジャック・オー・ランタン、バーゲスト共に虫の息。

　そして、カミュラは念のために自分に《ヒール》し、最後にヴァリアスが……。




ヴァリアス：マイナーで移い動どう、メジャーで《リバウンドバッシュ》！




　エネミーは全ぜん滅めつした。




ファム：なんかこー、ダンジョンの探索していると最初の目的を忘れそうですね。

カッツ：頼むから忘れないでいただきたい。

ヴァリアス：〝覇王の遺産〟を取りに来たんだぞ（笑）。

ファム：大丈夫です、覚えています。ゲイ・ボルグですよね。二度目は忘れませんよ。

ＧＭ：忘れられても困るんですけど（笑）。しかし今回の戦闘は、さっきからこのパターンで全部やられているような気が……。

カミュラ：なんか、今日すごいチームプレイしている気がします（笑）。

カッツ：確たしかにな。壁かべ役やくがまず突つっ込んで足止めしている間に……。

カミュラ：範はん囲い攻撃で一いつ掃そうですね（笑）。

ＧＭ：というか、ファムのダメージのダイス目が大きすぎ。

カミュラ：そういう意味でも、やっぱり一番輝いているのはファムさんですね。

カッツ：死ぬかもよ、今日（笑）。

ヴァリアス：ファムに死し亡ぼうフラグが立っている？

カッツ：そういえば、普ふ段だん活かつ躍やくしない人間とか、普段のほほんとしている人間が突とつ然ぜん活躍すると、その回の終わりに死ぬんだよな（笑）。

ファム：ガーン！　あたし死んじゃうんですかっ!!

カミュラ：じゃあ、学園に残っているプリシアが夜空を見上げると、流れ星がスーッと流れていきます（笑）。

ファム：だ、誰か死にましたよ！　……って、あたしっ!!（一同笑）

カッツ：なむ（笑）。







◆ミドル 11◆最後の部屋へ　～その前にちょっと休きゆう憩けい～




　ジャック・オー・ランタンとバーゲストを倒たおした四人は次の部屋へと進む。

　扉とびらを開けると、まず目に入ったものは床ゆか全体に描えがかれた魔ま法ほう陣じんだ。その中央に描かれた印が明めい滅めつを繰くり返している。それ以外には何もなかった。




ＧＭ：このタイルのイベントは……（ペラリ）ハートのＡです。

カミュラ：（嫌いやそうな声で）またハートォ？

ファム：でもＡのカードですよっ！

カッツ：つまり、下のフロアにいけるということだ。

ＧＭ：そうです。でも、このタイルは今まで違ちがって階かい段だんはありません。その代わり、床一面に魔法陣が描かれていて、その中央が明滅しています。

ヴァリアス：テレポートっぽいな。他ほかには？

ＧＭ：入ってきたところ以外に扉がもうひとつあるだけです。それ以外は何もありません。

カッツ：一いち応おう、このフロアの探たん索さくも続けられるということか……。

ヴァリアス：でも、【ＭＰ】が少しつらいかな。【ＨＰ】とフェイトは回かい復ふくする場所があるからなんとかなるけど、【ＭＰ】はポーションで回復するしかない。

ファム：まだギルドスキルの《祝福》が残っていますけど。

カッツ：それはクライマックスの戦せん闘とう用に残しておきたい。

カミュラ：そうですね。わたしは下に行く方に一票。

ヴァリアス：オレも同じく。

ファム：カッツさんは？

カッツ：金きん銭せん的に潤うるおう可か能のう性せいもあるので悩なやむところだが。実はな……。

ファム：はい。

カッツ：欲ほしい装そう備びがあるんだよ（一同笑）。

カミュラ：理由はそっちですかっ!?

カッツ：いや、この調子だとたぶんこのシナリオでレベルが上がりそうだろう？　そうすると覚かく醒せいの爪つめとマジカルチェインが装備できるのだよ。だから……。

ヴァリアス：だから？

カッツ：お金欲しい（一同笑）。いや、《カバーリング》する身としては切実なんだって。でも、無理して別のタイルを攻こう略りやくする必要はないか。




　どっちですか？




ファム：どうしてですか？

カッツ：さすがにこれ以上戦闘が続くと、クライマックスの戦闘が厳きびしくなるからな。ヴァリアスと私の【ＭＰ】はそろそろ温おん存ぞんしておきたい。ボス戦ともなると《ドッジムーブ》の出番もあるだろうしな。

ヴァリアス：確かに。さすがに《リバウンドバッシュ》を使い過すぎた。

ファム：では、残りのタイルは無む視しするということで。

カミュラ：賛さん成せい～。

ファム：じゃあ、魔法陣の真ん中へと進み……。

カッツ：ちょっと待った！

ファム：はい？

カミュラ：回復、回復！

ファム：あっ！　休憩地に行って、フェイトと【ＨＰ】を回復します！

ＧＭ：ちっ！　忘わすれていたら面おも白しろいところだったのに（笑）。

ヴァリアス：ついでにポーションとかも使っておこう。おそらく次がクライマックスだ！







クライマックスフェイズ







◆クライマックス 01◆〝大だい聖せい人じん〟ルキアノス




　魔ま法ほう陣じんの中央へ入った瞬しゆん間かん、四人の身体からだはキラキラと輝かがやく無数の光の球に包まれた。まぶしさのあまり、目を閉とじてしまう。

　まぶた越ごしに光が消えたことを確かく認にんしながら、ゆっくりと目を開ける。

　そこは……。




ＧＭ：予想どおり、ここからクライマックスフェイズになります。魔法陣によって転送された先は、どこかの城しろの大広間。大おお勢ぜいの騎き士しや戦士、魔ま術じゆつ師しらで埋うめ尽つくされています。そして、その群ぐん衆しゆうの前にある壇だん上じようには玉ぎよく座ざが設しつらえてあり、そこに騎士の青年が座すわっている……そんな光景が見えます。

カッツ：ということは、やはりあの騎士が覇は王おうか。

カミュラ：わたしやアウデンリートもいますか？

ＧＭ：もちろん。覇王よりも一段だん低くなったところに並ならんでいます。ただし覇王の仲間は五人だけです。

ファム：五人だけ？

ＧＭ：シェフィールド、アウデンリート、〝銀の〟ケセド、ネヴァーフの錬金術師、そしてエルダナーンの神官の五人です。

ヴァリアス：ファムによく似にた少女がいない？

ファム：あたりをキョロキョロと捜さがしてみます！

ＧＭ：すると物陰に隠かくれるようにして玉座の騎士を見ている少女がいます。その表ひよう情じようは困こまったような、それでいて悲しそうな、そんな感じです。

カミュラ：なんでこんなところにいるんでしょう？

カッツ：まぁ、伝説に謳うたわれなかった戦士の少女がいたということだろう。

ヴァリアス：でも、なんでわざわざそのことを隠す必要があるんだ？

ＧＭ：それはさすがにこの光景だけでは分かりません。とまぁ、そんな様子で見ていると、玉座に座っている騎士が立ち上がり拳こぶしを天に向けて突つき上げます。それに応こたえて武ぶ器きを掲かかげ、喊かん声せいを上げる騎士や戦士たち。というところで幻げん影えいは次し第だいに消えていきます。ただ、ひとりの男だけを残して。

カッツ：ルキアノスか。

ＧＭ／ルキアノス：そのとおり。すべての幻影が消えたところで、エルダナーンの神官があなた方の方へと向き直ります。「よくぞここまで来たな」

ファム：ゲイ・ボルグを受け取りにきましたっ！

ＧＭ／ルキアノス：「ゲイ・ボルグか。それを知っているのは〝銀の〟ケセド殿どののみのはずだが……」と言ったところでヴァリアスに気づきます。「なるほど、そういうことか」

カッツ：どうやらヴァリアスがケセドの息子むすこであることに気がついたようだな。

ＧＭ／ルキアノス：「それに〝大だい賢けん人じん〟もいるということは……」カミュラを見てそう呟つぶやいたあと、ファムの方に目をやります。

ファム：あ、あたしですかっ！

ＧＭ／ルキアノス：そうです。ファムをじっと見つめたあと、胸むねのペンダントにも目を落とします。「よかろう。では、ゲイ・ボルグを継けい承しようするがよい」

ファム：ありがとうございますっ！

カミュラ：ファムを見てから答えたんですか？

ＧＭ：はい、そうです。

カッツ：なんかペンダントも見ていたな。何かあるのか？

ＧＭ／ルキアノス：さて、どうでしょう（笑）。そしてルキアノスは言葉を続けます。「ただし、最後の試練を乗り越えることができればな」

ヴァリアス：やっぱりそうきたかっ！

カミュラ：試練のあとにはすべて教えてくれるのですよね？

ＧＭ／ルキアノス：「もちろんそのつもりだ、〝大賢人〟よ。私が知っていることをすべてお話ししよう」

カッツ：つまり、貴き様さまと戦えということか。

ＧＭ：しかし、カッツの問いにルキアノスは大きく首を横に振ふります。

ヴァリアス：ルキアノスと戦うんじゃない？

ＧＭ／ルキアノス：「最後の試練は自分との戦い。それを乗り越えた時、ゲイ・ボルグを授さずけよう」そうルキアノスが宣せん言げんすると同時に、ファム、ヴァリアス、カミュラ、カッツの影がグーッと延のびて、四人の前で実体化し始めます。

カッツ：なるほどそういうことか……。つまり、コピーと戦えということだな。

ＧＭ：残念でした。実体化した影は融ゆう合ごう、つまり合体します！

一同：合体っ！

カミュラ：ＲＰＧ戦隊ファムレンジャー？（笑）




　合体したらひとりなので、戦隊ではありません。




ヴァリアス：ま、まさか合体するとは……。

カッツ：これは面おも白しろい。持っているスキルも同じということだな。

カミュラ：きっとそうですよ。

ＧＭ：もちろん。それぞれのＰＣから三つずつスキルを選びました。あとエネミー特とく殊しゆ能のう力りよくをいくつか持っています。どれを選んでいるか知りたい場合は、エネミー識しき別べつをどうぞ。

カッツ：さすがにそんな余よ裕ゆうはないな。

ファム：ところで、どんな姿すがたをしているんですか？

ＧＭ：影のような人型──名前はセイクリッドアンブラです。そして、そのセイクリッドアンブラが次第にヴァリアスの姿に変化し、背せ中なかから槍やりを取り出します。
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ヴァリアス：それがゲイ・ボルグか……。

ＧＭ：違ちがいますよ。判はん定ていの必要なく、これは見て分かります。ミスリルスピアですね。マジックアイテムではなくて、普ふ通つうの槍ですね。ただし、必要レベルは20ですけど。

カッツ：ゲイ・ボルグじゃない？　どういうことだ？

ＧＭ：それは戦ってみれば分かります。では、戦せん闘とう開始！







◆クライマックス 02◆影かげとの戦い




　一いつ斉せいに武ぶ器きを構かまえる四人。

　それに合わせるように、ヴァリアスの姿を模も倣ほうしたセイクリッドアンブラも槍を構える。
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ＧＭ：それでは第１ラウンドのセットアップから。

カミュラ：ここは《陣じん形けい》を使いましょう。

カッツ：そうだな。もしファムの《エアリアルスラッシュ》と《マジックブラスト》をコピーしているとすると、いきなり範はん囲い攻こう撃げきが来る可か能のう性せいがある。

ファム：じゃあ、最後の《陣……》。

ＧＭ：その前に、セイクリッドアンブラの【行動値ち】が16なので先に動きます。セットアッププロセスで《二回行動》を使用！

カッツ：くっ！

ＧＭ：まず跳ちよう躍やく！

ヴァリアス：と、飛んだっ！

ファム：とうっ！（笑）




　そんな掛かけ声は出しません。




ＧＭ：そしてそこから槍を投げつけます。マイナーアクションで《ゲイ・ボルグ》、そしてメジャーアクションで《バッシュ》！

カッツ：マイナーでゲイ・ボルグってことは……。

ヴァリアス：スキルかっ！

ＧＭ：そのとおり。《ゲイ・ボルグ》（※）はマイナーアクションで使用するスキルの名前です。ちなみに跳躍するのは演出で、飛行状態になっているわけではありません（笑）。

ファム：武器じゃないんですかっ!?

カッツ：くっ！　攻撃の対象は？

ＧＭ：対象は自分を除のぞくシーンに登場しているキャラクター全員です。《スピアマスタリー》を取得している場合のみ使用可能なスキル。投とう射しやされた槍が無数に分かれて、雨のようにあたり一面に降ふり注ぐ……。それが《ゲイ・ボルグ》です。

ヴァリアス：そっちのゲイ・ボルグかっ！

ＧＭ：ちなみに敵味方も区別しません。それと、《ゲイ・ボルグ》に使用した槍はそのシナリオ中使用できなくなります。さらに《ゲイ・ボルグ》は１シナリオに一回しか使うことはできません。

ヴァリアス：なんて使いにくいスキルだ。

ＧＭ：でも、ダメージは属ぞく性せいのない魔ま法ほうダメージになって、さらに【筋きん力りよく】の値あたい分、ダメージに加算されますよ。

カッツ：魔法ダメージ!?　それはまずい！《バッシュ》を《インタラプト》で打ち消して、攻撃自体を失敗させる！

ＧＭ：では、その《インタラプト》を《インタラプト》で打ち消します。

カッツ：……だよね。そうだよ、《インタラプト》をコピーしないわけないじゃん。

ＧＭ：もちろん。ということで、カッツの影から腕うでのようなものが出てきて、カッツの行動を妨ぼう害がいします。

カッツ：くっ！　身体からだが動かんっ！（一同笑）

ＧＭ：それでは命中判はん定ていです！《スピアマスタリー》を持っているので７＋３Ｄになって……（コロコロ）11！　合計で18です！　無数に分ぶん裂れつした鏃が降り注ぐっ！

カッツ：とりあえず可能な限かぎり避よけるんだっ！《ドッジムーブ》を使用！　さらにフェイトを１点使用して……（コロコロ）回かい避ひ成功！

カミュラ：《ダンシングヒーロー》を使って、さらにフェイトを１点使って回避します。これで４Ｄで13以上出れば回避です……（コロコロ）12！

カッツ：１届とどかないかっ！

ファム：あたしも回避失敗ですっ！

ヴァリアス：オレもフェイトを２点使用して……（コロコロ）よし、回避成功！

カッツ：ならば私はファムを《カバーリング》。カミュラは自分に《プロテクション》を使用してくれ。

カミュラ：《サモン・アラクネ》じゃなくて？

カッツ：とりあえず、ふたりはダメージを受けなかったからな。《マジックブラスト》で範囲攻撃された時のためにとっておいた方がいい。

ファム：なるほどぉ。

ＧＭ：では、ダメージ。ミスリルスピアが22、【筋力】が10なので32＋７Ｄの魔法ダメージ……（コロコロ）ちょうど60点！

ファム：そんなの受けたら確かく実じつに死んでしまいますっ！

カッツ：魔法防ぼう御ぎよ力りよくを引いて53！　残りの【ＨＰ】は25！

カミュラ：自分に《プロテクション》します……（コロコロ）22！

ＧＭ：そんなに削けずられるのか……。

カミュラ：魔法防御力の分も引いて、【ＨＰ】が15点減へりました。

カッツ：よし、耐たえたぞっ！

ＧＭ：さすがにふたりに避けられるとこんなところですね。しかも《サモン・アラクネ》も使わせられないとは……。こちらのセットアップは終しゆう了りようです。

ファム：《陣じん形けい》を使いますっ！




　セイクリッドアンブラの初撃を耐えた四人は、そのまま一気に散開する。

　カッツとヴァリアスはセイクリッドアンブラへと接せつ敵てきし、カミュラとファムはそれぞれ別の場所へと移い動どうする、ただし、あくまでも魔法の届く位置へ。

　これが四人の必勝パターン。
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カッツ：ここで《ヘイスト》だ！

カミュラ：誰だれに掛けます？

ヴァリアス：セイクリッドアンブラよりも早くならないとあまり意味ないからな。そうするとカッツ先せん輩ぱい？

カッツ：いや、私ではダメージはあまり与あたえられないからな。エネミーにエンゲージしてしまうと、私にかける意味はあまりない。

ヴァリアス：なら、カミュラ先輩に《ヘイスト》は？

カッツ：それだっ！　セイクリッドアンブラの攻こう撃げきの前に《ヒール》してもらえばかなり楽になる。

カミュラ：でもわたしの【行動値ち】は９ですよ？

ファム：なら、７以上ですね。

ＧＭ：いや。もうミスリルスピアがないので、セイクリッドアンブラの【行動値】は17になっています。

カッツ：８以上か……。

カミュラ：できれば《プロテクション》用にフェイトを取っておきたいんですけど。

ヴァリアス：カミュラ先輩の《プロテクション》がオレたちの生命線だからなぁ。

カッツ：大だい丈じよう夫ぶ、カミュラならフェイトなしでもできる！

カミュラ：なんですか、その根こん拠きよのない自信は（笑）。じゃあ、フェイトなしで《ヘイスト》かけます。魔ま術じゆつ判はん定ていは……（コロコロ）成功です。

ファム：問題は次ですよ。

カミュラ：えいっ！（コロコロ）８です。

カッツ：ほんとに出た（笑）。

ファム：す、すごい！

ＧＭ：しかもぴったり。なんで小島さんといい、小暮さんといい、こんなにダイス目がいいんだろう？

カミュラ：えへ（笑）。

カッツ：よしっ！　これでカミュラがトップになって……。

ヴァリアス：《ヒール》が使える！

カミュラ：では、《ヒール》をカッツさんに掛かけます。（コロコロ）36点回かい復ふくです。

カッツ：これでまだまだ耐えられるな。

ＧＭ：しかし、次の攻撃はこっちです。まずは【ＨＰ】の少ないファムから落としていきましょう。マイナーアクションで武器を装そう備びします。

ヴァリアス：予よ備びの武ぶ器き持っているし！

ＧＭ：当たり前ですよ。《ゲイ・ボルグ》を使ったら、その槍が使えなくなるんですから。予備武器を持つのは当然です。

カッツ：で、何を装備するんだ？

ＧＭ：覚かく醒せいの爪つめ。

カッツ：格かく闘とう武器かよっ！

ＧＭ：本当はヴァリアスの《ウェポンチェンジ》をコピーしたかったんですけどね、さすがにそこまで余よ裕ゆうはなくて。

カミュラ：でも、その武器でどうやってファムを攻撃するんですか？

ＧＭ：もちろん《エアリアルスラッシュ》で。

カッツ：武器は装備するだけかよっ！

ＧＭ：いや、マイナーアクションをムダにしたくないだけですよ。

ファム：でも、本当に同じものを持っているんですね。

カッツ：しかし、これは避よけるのは不ふ可か能のうに近いな。

ファム：はい！　無理ですっ!!

ＧＭ：では、身をもって自分の魔法の威い力りよくを知っていただきましょう。セイクリッドアンブラの外見がファムに変化して……（コロコロ）魔術判定は23！

ファム：クリティカル狙ねらいで……（コロコロ）やっぱり無理ですっ！

ＧＭ：風の精せい霊れいの力による真空の刃やいばがファムに襲おそいかかる！《ウィンドセイバー》も乗るので……。

カミュラ：なんかいっぱいダイスを持ってますよ。

ＧＭ：いつもファムはこれくらい振ふっているんです！（コロコロ）38点！

カミュラ：ファムほどの威力はありませんね。それなら《プロテクション》で……あら？

ヴァリアス：目が低いっ！

カッツ：こんな時に１を三つも出すかっ！




　だが、目標が魔法防ぼう御ぎよ力りよくが高めのファムだったことが幸いして、ファムの受けたダメージは20点ですんだ。




カッツ：次は私の番だな。もちろんマイナーで《ヴァイタルフォース》、メジャーで《ペネトレイトブロウ》！（コロコロ）17？　ちょっと低いかっ!?

ＧＭ：それならなんとか回かい避ひできるかも……（コロコロ）クリティカル!!

カッツ：なにっ！　私の攻撃を避けるだとっ!?　だが、この攻撃はあくまでも囮おとり。ファム、本当の魔法というものを見せてやるのだ（一同笑）。

カミュラ：ここはぜひ全力で。

カッツ：そのとおりだ。すべての力を出し切り、そして散るのだっ！

ファム：はい……って、散るんですかっ!?




　死し亡ぼうフラグはまだ有ゆう効こうのようです。




ファム：そ、それはちょっと嫌いやですね。（ヴァリアスに）どうしましょうか？

ヴァリアス：嫌って言われても攻こう撃げきしないと、本当にこっちが散るし（笑）。

ファム：分かりました。では《エアリアルスラッシュ》で（笑）。命中は……（コロコロ）15＋12で27です！

カッツ：絶ぜつ対たい避けられないな、そんな攻撃（笑）。

ＧＭ：やっぱり、カッツから《バタフライダンス》をコピーしておくべきだったかな。

カミュラ：持ってないんですか？

ＧＭ：いろいろと迷まよったんですけどね。えいっ！（コロコロ）おしいっ！　11で回避判はん定ていは失敗です。

ファム：あ、危あぶなかったぁ。

カッツ：そういう時は、所しよ詮せん貴き様さまはニセモノだっ！　って言うのだ。

ファム：所詮貴様はニセモノだっ！（一同笑）

ＧＭ：カッツに操あやつられているし（笑）。

ファム：すべてお見通しだ！

カッツ：それ番組違ちがう。

ファム：じゃあ、おらに元げん氣きを！　ちなみに〝元氣〟は〝元氣プロジェクト〟の〝氣〟でお願いします（笑）。

カミュラ：もっと違うような（笑）。

ＧＭ：と、とにかく命中です。

ファム：ここで全力出した方がいいですよね。《マジックフォージ》も使っちゃいます。あとフェイトも３点使って……21Ｄですっ！（コロコロ）74点！




　ファムの身体からだから魔ま力りよくが溢あふれ、それが風の精霊の力によって竜たつ巻まきと化し、ファムの姿すがたを模も倣ほうしたセイクリッドアンブラへと襲おそいかかる。

　セイクリッドアンブラは避けることも適かなわず、一いつ瞬しゆんで竜巻に包み込こまれた。竜巻の中の乱らん舞ぶする真空の刃。

　だが……。




ＧＭ：竜巻の中から幾いく筋すじもの光が溢あふれ出たかと思うと、そのまま何事もなかったかのように竜巻が消失します。するとその中からは無む傷きずのセイクリッドアンブラが現あらわれます。

ファム：えっ！　えっ!?

カッツ：しまった！　フェイトは取っておくんだった……。

ファム：ど、どういうことですか？

カミュラ：もしかして《ガーディアン》？

ＧＭ：当たりです。竜巻の中から出てきたのはカミュラの姿を真似まねたセイクリッドアンブラ。ファムの《エアリアルスラッシュ》のダメージに《ガーディアン》を使用してＨＰダメージを０にします。

ファム：そ、そんなぁ。

カッツ：カミュラから《ガーディアン》をコピーすることは予想しておくべきだった。これでスキルは何を使った？　ちょっと整理しよう。




　ひとつずつ思い出しながらメモへと書き出す。

　ファムの取得しているスキルからは、《エアリアルスラッシュ》《ウィンドセイバー》。

　カミュラの取得しているスキルからは、《ガーディアン》。

　ヴァリアスの取得しているスキルからは、《スピアマスタリー》《バッシュ》。

　カッツの取得しているスキルからは、《インタラプト》。




カッツ：こんなところか。まだ分からないスキルが六つもあるのか。

ＧＭ：ちなみに自動取得スキルや種族スキルは持っていませんので。

ファム：なら、あたしからは《マジックブラスト》じゃないですか？

ヴァリアス：そうだな。そうするとオレからは《リバウンドバッシュ》が妥だ当とうだな。

カミュラ：わたしからは《プロテクション》じゃないですか？

カッツ：あとは《エンカレッジ》ってところか。私からは……うーん、選せん択たく肢しが広いな。覚かく醒せいの爪つめを装そう備びしたところをみると、《コンフロントマスタリー》《アイアンフィスト》《ヴァイタルフォース》《ソウルバスター》《ペネトレイトブロウ》の中からふたつか。

カミュラ：多すぎます。もっと絞しぼってください。

カッツ：無理言わないでいただきたい。もともと持っているスキルが多いんだから仕方ないだろう。それでも、《ソウルバスター》は確かく実じつだな。とはいってもこれを防ふせぐ手しゆ段だんは、もはや我われ々われにはないのだが（笑）。

ヴァリアス：つまり考えてもしょうがないということだな。でも、キャンセル系けいのスキルはもうないはず！　ということで、次はオレの攻撃っ！　マイナーで《インヴィジブルアタック》、メジャーで《バッシュ》！（コロコロ）命中は27！

ＧＭ：また27？　ファムもヴァリアスも命中特化型だからなぁ。回かい避ひするのは難むずかしい……（コロコロ）やっぱり失敗です。

ヴァリアス：ここからが問題だ。

ファム：奇き跡せきの瞬しゆん間かんを見せてくださいっ！

カッツ：おうっ！　オレの力を見せてやるぜっ!!《ボルテクスアタック》を使用！　さらにフェイトも３点使うぜ。これで残りのフェイトは０！

カミュラ：０？　０はまずくないですか？

ヴァリアス：えっ……そ、そうですね。１点残します（一同笑）。

ＧＭ：立場、弱っ！（笑）

ヴァリアス：いや、だってこの１点で振ふり直しができるんですよ？　ほら、オレってダイス目が中ちゆう途と半はん端ぱだから（笑）。

ファム：なるほどぉ～。

ヴァリアス：そこで納なつ得とくされるとなんとなく悔くやしいのは気のせいか？（笑）　ともかくダメージをいくぞ！　たぁっ!!（コロコロ）




　机つくえの上を舞まうように転がる15個このダイス。

　しかしというか、予想どおりダイスの目は……。




カミュラ：……なんか極きよく端たんですね。

ファム：はい。１と６がいっぱいあります。

カッツ：つまり平へい均きんということだな（笑）。

ヴァリアス：なんで１が四つもあるんだよっ！　ダイス目は57！

ＧＭ：それでも平均をちょっとだけ超こえているのが、ある意味ではすごいかも（笑）。

ヴァリアス：シューティングスターが11で、このラウンドは移い動どうしているから＋３でダメージは71！

ファム：さっきのあたしと同じダメージですよっ！

カミュラ：ヴァリアスさんがファムさんの仇かたきを取りましたね（笑）。




　一直線に突つき出したヴァリアスの槍やりが、セイクリッドアンブラの身体からだへ吸すい込まれていくように突き刺ささる。

　確たしかな手て応ごたえを感じたヴァリアス。だが、それと同時に腹ふく部ぶ──セイクリッドアンブラに槍が刺さっているところと同じ場所に激げき痛つうが走る。

　気がつくとセイクリッドアンブラの姿すがたはカッツのそれへと変わっていた。そして、無む表ひよう情じようのままヴァリアスを見下ろすセイクリッドアンブラ。




ＧＭ：そのダメージに対して《ソウルバスター》を使用！　ダメージは59点。

ヴァリアス：やっぱりそう来たかっ！

カミュラ：《プロテクション》を使用……。

カッツ：いや、それはダメだ。ヴァリアスに《プロテクション》は掛かけられないんだ。ダメージを減へらすなら、セイクリッドアンブラに掛けるしかない。

ファム：なぜです？

カッツ：《ソウルバスター》はダメージロールのタイミングがないからな。だから、ヴァリアスが与あたえたダメージ自体を減らして、反はん撃げきのダメージを減らすしかない。

カミュラ：じゃあ、このままだと……。

ヴァリアス：オレの【ＨＰ】は51だから、ここで戦せん闘とう不ふ能のうになる。

ファム：《蘇そ生せい》を使いましょう！

ヴァリアス：それも無理なんだ。オレの【ＨＰ】の最大値ちは56だからな。《蘇生》で【ＨＰ】が全ぜん快かいしても、《ソウルバスター》のダメージに耐たえきれない。

カッツ：次のラウンドで《レイズ》するという手もあるが、そうするとヴァリアスの行動が一回なくなるからな。それはそれで厳きびしい状じよう況きようには変わりない。




　結局、セイクリッドアンブラに《プロテクション》を掛けて、ヴァリアスのダメージを減らすことにするカミュラ。

　だが、それはセイクリッドアンブラへのダメージも減ることを意味している。




ＧＭ：これでこちらのダメージは37点ですね。

ヴァリアス：オレも37点のダメージ。残り【ＨＰ】は14！

カッツ：なんて姑こ息そくな技わざを使うんだ……。

ヴァリアス：くそっ！　えげつねぇぜ。




　すべてあなた方が持っているスキルです。

[image: ]




ＧＭ：これで第１ラウンドが終しゆう了りよう。次のラウンドに移うつります。セットアップに《二回行動》を使用！　マイナーで《ヴァイタルフォース》、メジャーで《バッシュ》！

ヴァリアス：なにっ！　そういう組み合わせをしてくるのかっ！

ＧＭ：さらに《リバウンドバッシュ》。

カッツ：格かく闘とう武ぶ器きを装そう備びしたのはそういうことか……。

ＧＭ：ヴァリアスとカッツのスキルを組み合わせて考えると、これが一番だったのですよ。セイクリッドアンブラは両りよう腕うでを大きく広げ、その腕をクロスするように振ふり下ろしますっ！（コロコロ）22で命中！

ヴァリアス：それは無理っ！　もうフェイト１点しか残ってないし。（コロコロ）失敗！

カッツ：フェイトを２点使用すると平へい均きんで[image: ]。これに６を足して[image: ]か……。平均でほぼ回かい避ひに成功といったところか……。よしっ！　ここはフェイトを３点使用しよう。

ファム：がんばってくださいっ！

カミュラ：なんかフェイト３点っていうのが嫌いやな感じですね（笑）。

カッツ：あの時の私とはもう違ちがうのだよ。見ていたまえ！

カミュラ：見てますよ（笑）。

ファム：がんばってくださいっ！

カッツ：おりゃっ！（コロコロ）よしっ！　クリティカル!!

ＧＭ：何だってっ！

ファム：さすがですっ!!　カッツ先せん輩ぱい！

カッツ：身体を半身にずらして攻こう撃げきを避よけつつ、ヴァリアスを《カバーリング》する！




　もちろんさらにカミュラの《プロテクション》が掛かり、カッツの受けた攻撃はわずかに17点のダメージとなる。




カッツ：よし、ここでギルドスキルの《限げん界かい突とつ破ぱ》を使用しよう。

カミュラ：《限界突破》？

ヴァリアス：全員のあらゆる判はん定ていの達成値が＋６、ダメージが＋６される。ただし、このラウンドのみ有ゆう効こう。

ファム：魔ま法ほうもですか？

カッツ：もちろん。だから命中も上がるし、回避も上がる。

カミュラ：使いましょう。

ファム：分かりました！《限界突破》を使いますっ!!

ヴァリアス：ついでに《ヘイスト》も！　そうしないとセイクリッドアンブラが先に行動しちまう。そして《ヒール》してくれるとなおよし！　あと一撃受けると間違いなく、オレ撃げき沈ちんするし（一同笑）。

カミュラ：分かりました。《ヘイスト》を自分に掛けます。（コロコロ）判定は成功。フェイトを１点使って……（コロコロ）８だから【行動値】は18です。

カッツ：ギリギリ超こえたっ！

ファム：さすがですっ！　カミュラ先輩！




　カミュラの祈いのりが神々へと通じ、ヴァリアスの身体からだを柔やわらかな光が包み込こみ、腹ふく部ぶの出血が止まり、傷きずも癒いえていく。




カミュラ：（コロコロ）30点回かい復ふくしてください。

ヴァリアス：これでもう一度くらいなら攻撃を受けても大だい丈じよう夫ぶだ。

ＧＭ：しかし、次はこちらの攻撃……。

ヴァリアス：待った！　ここで《カリキュレイト》を使うぜっ!!

ＧＭ：ぐっ！　そうか、ヴァリアスも先に動けるんだった！

ヴァリアス：そのためのガンスリンガーだ！　マイナーアクションの前に《ウェポンチェンジ》でキャリバーに持ち替かえて、《インヴィジブルアタック》＋《バッシュ》！《限界突破》で＋６されるから、命中は……（コロコロ）クリティカル！




　近きん接せつした状じよう態たいから素す早ばやく槍やりを回転させながら背せ負おい、戻もどす手でキャリバーをホルスターから抜ぬくヴァリアス。そして銃じゆう口こうが火を噴ふく。




ＧＭ：くっ！　……（コロコロ）回避失敗

ヴァリアス：フェイトを１点使って……あっ！

ファム：どうしました？

ヴァリアス：さっきフェイトを使わなくてよかった～！《ブルズアイ》が使えなくなるところだった。

カミュラ：わたしのおかげ？（笑）

ヴァリアス：ありがとうございます、カミュラ先輩！　マジで危あぶないところだったぜい。ダメージは……（コロコロ）65＋10に《限界突破》の分を足して81！

ＧＭ：それに対して《プロテクション》！（コロコロ）15！　セイクリッドアンブラがカミュラへと変化して、銃じゆう弾だんを遮さえぎる不ふ可か視しの盾たてを展てん開かいしますが、すべてを防ふせぎきることはできません。54点のダメージを受けます！




　魔法の盾を粉ふん砕さいした銃弾は、威い力りよくを落としながらもセイクリッドアンブラに命中し胴どう体たいの一部を吹ふき飛ばす。それでもカミュラの外見をしたセイクリッドアンブラは表ひよう情じようを変えることはない。

　だが、それがいっそう不気味だった。




ＧＭ：これで《ブルズアイ》も使用しましたね。では、次は《ガーディアン》を消させてもらいましょう。目標はカミュラ。マイナーで《マジックサークル》、メジャーで《エアリアルスラッシュ》を使用します。

カッツ：何っ!?　カミュラから《エンカレッジ》じゃなくて、《マジックサークル》をコピーしていたのか。

ＧＭ：こっちの方が組み合わせの面おも白しろさを出せるでしょ？

ヴァリアス：でも、こんなにうまくスキルが組み合うかっ？

ＧＭ：どのスキルを選ぶか苦労しましたから。レベルアップで新しく取得したスキルも念頭において選びましたからね（笑）。では……（コロコロ）魔ま術じゆつ判はん定ていは23です。

カミュラ：そんなの無理にきまってるじゃないですか。

ヴァリアス：《限界突破》で＋６されるけど……。

カミュラ：そっか……それでも13以上なんですけど（笑）。

カッツ：つまり、クリティカルだけだな。




　だが、さすがに回かい避ひでクリティカルを出すことはできず、カミュラは51点のダメージを受けてしまう。ここから魔法防ぼう御ぎよ力りよくを引いたとしてもＨＰダメージは38点。すでにダメージを受けていたカミュラの【ＨＰ】では耐たえられるはずもない。




カッツ：なんて微び妙みようなダメージなんだ……。




　カミュラの【ＨＰ】の最大値ちは37点。したがって、《蘇そ生せい》を使ったとしてもカミュラを助けることはできない。

　また、《プロテクション》を使ったとしても、すでに【ＨＰ】は19点しか残っていないので、ダメージを20点軽けい減げんしなければならない。




カミュラ：フェイトを使って《プロテクション》を使うか……。

カッツ：《ガーディアン》を使うしかないというわけか……。

カミュラ：《プロテクション》を試ためしてから、《ガーディアン》は使えます？

ヴァリアス：タイミングが一いつ緒しよなんでそれは無理。どちらかしか使えない。

カッツ：だが、《プロテクション》は厳きびしくないか？　フェイト１点でほぼ平へい均きんのダイス目。確かく実じつを期すならフェイト２点は使わないと。

ＧＭ：どうしますか？

カミュラ：（しばらく考えたあと）仕方ありませんね。《ガーディアン》を使います。




　ファムの魔法よりもさらに威力を増ました《エアリアルスラッシュ》がカミュラへと直ちよく撃げきしたと誰だれもが思った時、狼おおかみにも似にた巨きよ大だいな獣けものがカミュラの前に現げん出しゆつした。

　その名はフェンリル。神に等しい力を持つ〝動物の王〟の中の一柱である。

　襲おそい来る真空の刃やいばに向かい、雄お叫たけびを上げるフェンリル。その瞬しゆん間かん、《エアリアルスラッシュ》を構こう成せいしていた魔力が雲うん散さん霧む消しようした。




カッツ：今の攻こう撃げきをもう一度受けるとさすがにまずい。このラウンドで何とか決着をつけないとな。《ヴァイタルフォース》＋《ペネトレイトブロウ》。（コロコロ）命中は26！

ＧＭ：回避……（コロコロ）失敗。

カッツ：フェイトを２点使用！　ダメージは……（コロコロ）51点！

ＧＭ：《プロテクション》を使って19点減へらして、32点のダメージ！




　身体からだを捻ひねるようにして打ち込まれたカッツの拳こぶしが、セイクリッドアンブラを捕とらえる。

　ファムもすべてのフェイトを使って、《エアリアルスラッシュ》を放つ。だが、50点を叩たたき出したダメージも《プロテクション》によって軽減され、27点のダメージしか与あたえることができない。




ＧＭ：なんとかこのラウンドを耐えましたよ。これで《限げん界かい突とつ破ぱ》の効こう果かも終了……。

カミュラ：いえ、ここでファムに《エンカレッジ》を使います。

カッツ：それだっ！　それなら《限界突破》の効果が持続している！

ＧＭ：ぐっ！　……《エンカレッジ》の効果でファムが未行動になります。

ファム：もう一度《エアリアルスラッシュ》ですっ！　命中は……（コロコロ）30！

ＧＭ：クリティカルのみ……（コロコロ）ダメです。回避失敗です！

ファム：いきますよ～！　（コロコロ）ダメージは36ですっ！

ＧＭ：《プロテクション》で18点軽減、魔法防御力が10だから28点防ふせいで、ＨＰダメージは８点……なんとか生き残った。

カッツ：くっ……。

ＧＭ：では、次のラウンド。もちろんこちらはセットアップに《二回行動》を使用。目標はファム。《エアリアルスラッシュ》を避よけるのはさすがにしんどいですからね。命中は……（コロコロ）25です。

ファム：（コロコロ）回避できません……。

ＧＭ：ダメージは……（コロコロ）10、20、30、40のちょうど50点！

ヴァリアス：高っ！

ファム：【ＨＰ】が13点しかありませんっ！

カッツ：それは《蘇生》を使うしかないな。

ファム：はいっ！《蘇生》です！




　カミュラの《プロテクション》もあって、ファムの【ＨＰ】は残り７点。




ＧＭ：落としきれなかったか……。

カッツ：ここで《ヘイスト》だな。向こうの【行動値】以上になれば、ふたりで攻撃できる。ここは命中の高いファムに掛かけたいところだが……。

カミュラ：大だい丈じよう夫ぶです。フェイトはまだ２点残っていますから。

カッツ：何っ!?

カミュラ：３個こ振ふれば８以上は出るんじゃない？（笑）　（コロコロ）《ヘイスト》の判はん定ていは成功。もう一回振って……（コロコロ）はい、９です。

カッツ：あぶなっ！

ＧＭ：でも、さっきからきっちりこっちの【行動値】を超こえるダイス目を出されているんですけど。

カミュラ：わたしは縁えんの下の力持ちですから（笑）。

ＧＭ：では、ファムの行動です。

ファム：はいっ！《エアリアルスラッシュ》、いきますっ!!




　この攻撃によってセイクリッドアンブラに与えたダメージは11点。

　そして……。




ファム：ここで《祝福》ですね？

ヴァリアス：おうっ！《カリキュレイト》を使用！　もう一度シューティングスターに持ち替かえて、《インヴィジブルアタック》《バッシュ》で攻撃だっ！




　ヴァリアスの右手にあったキャリバーが、瞬しゆん時じにシューティングスターに持ち替えられる。その華か麗れいな動きに惑まどわされたのかセイクリッドアンブラはピクリとも動けなかった。槍やりの穂ほ先さきが綺き麗れいな円えん弧こを描えがきつつ、セイクリッドアンブラへと振り下ろされる。

　それはまさに夜空を駆かける流星。




ヴァリアス：ダメージは33点！　くっそっ！　あまり高くない！

ＧＭ：《プロテクション》で15点軽けい減げん。物理防ぼう御ぎよ力りよくが12だからＨＰダメージは６点！

ヴァリアス：ダメ……か？

ＧＭ：セイクリッドアンブラの残りの【ＨＰ】は５点。よって……（ポーンを倒たおす）

ファム：倒せたの……かな？




　不安げにファムが尋たずねる。




カッツ：の、ようだな。




　その場にしゃがみ込こむカッツ。




カミュラ：ふぅ……。




　大きなため息をつくカミュラ。

　そして……。




ヴァリアス：よっしゃ──────っ!!




　ヴァリアスは大きな歓かん声せいを上げた。





（※）《ゲイ・ボルグ》　ケルト神話の英雄クー・フーリンが使っていた槍。投げると敵めがけて飛んでいく、30もの鏃になって降り注ぐなどとされる。また、槍の名称ではなく投擲法であるという説もあり、クー・フーリンは足を使って投げたともいわれている。









エンディングフェイズ







◆エンディング 01◆覇は王おうの秘ひ密みつ




　四人の能のう力りよくを持った影かげは、揺ゆらめくような淡あわい光と共に次し第だいに薄うすれていき、やがて見えなくなった。

　再ふたたび静せい寂じやくが戻もどってきた。




ＧＭ：それではエンディングフェイズへと移うつりましょう。訊ききたいこともいろいろとあるでしょうしね。

カッツ：もちろんだ。すべて教えてくれるんだろうな？

ＧＭ／ルキアノス：「私の知る範はん囲いであれば、お答えしよう」重じゆう厚こうな声と共に再びルキアノスが現あらわれます。

ヴァリアス：やっぱり覇王について？

ファム：それとあたしによく似にた少女ですよ。

カッツ：だな。ここに来るまでの途と中ちゆうで見た幻げん影えいは覇王とその仲間なのか？

ＧＭ／ルキアノス：「そのとおり。中原の支し配はい者しやたる覇王、聖せいディアスロンドの神官である私、神々に愛されしシェフィールド、黄金の騎き士しアウデンリート、〝銀〟の名を持つ吟ぎん遊ゆう詩人グラナドス、記憶を紡つむぐ者ブルギニオン……そして隠かくされし影かげのオルランド」

ヴァリアス：やっぱりもうひとりいたんだ。〝隠されし影〟ということは、伝説に出てこないオルランドがあの少女なのか？

ＧＭ／ルキアノス：ヴァリアスの問いにルキアノスは辛つらそうな表ひよう情じようを見せます。「なるほどそういう解かい釈しやくもあるか。ならば、なぜオルランドの正体を隠す必要がある？」

ファム：そっか。ひとり増ふえても別に問題ないですね。

カッツ：隠すにはそれ相当の理由がある……。

ＧＭ／ルキアノス：「すでに気づいている者もいるようだな。オルランドとは覇王の身代わり、すなわち影かげ武む者しやだ」

カッツ：なるほど。オルランドが覇王の影武者ということであれば、名前が伝えられてこなかったのも分かるな。……ちょっと待てよ？　それだとファムに似た少女がオルランドっておかしくないか？　なんで少女が影武者なんだ？

ＧＭ／ルキアノス：「あの少女はオルランドではない。名前はシャルリシア。彼女こそ中原の支配者たる〝覇王〟だ」

一同：!?

ＧＭ／ルキアノス：「物語は五〇〇年前に遡さかのぼる。エリンディル東南のエルーラン王国が中原を侵しん略りやくしようとしていた頃ころの話だ……」




　ゆっくりとルキアノスは語り始めた。




「当時のエルーラン王国は拡かく大だいの一いつ途とをたどり、中原の半ばまでその勢せい力りよくを伸のばしていた。

　そんな時だ、シャルリシアが現あらわれたのは。

〝覇王の遺い産さん〟のひとつである〝神しん遺い剣けん〟デュランダルを片かた手てに中原を駆かけた少女は、エルーラン王国による中原の支配を憂うれい、人々に訴うつたえた。

　やがて彼女の周りには多くの人が集まるようになり、中原の一いち大だい勢せい力りよくとなっていった」




ヴァリアス：それがやがてパリス王国になる……。




「そのとおりだ。

　だが、覇王がパリス王国を建国することを決意した時、ひとつの問題が起こった。

　それがスカディの存そん在ざいだ」




カッツ：何でだ？　エルーラン王国の支配をまずいと思ったスカディが、覇王に〝覇王の遺産〟を渡わたしたという話が前ぜん巻かんに出ていたよな。だったら、エルーランに対たい抗こうする国ができるのは何の問題もないじゃないか。




「その国家がスカディの意思から外れたものでなければな。

　しかも、その首しゆ謀ぼう者しやがスカディのひとりという状じよう況きようでは無む視しすることもできまい」




カミュラ：スカディの……って、覇王がスカディ!?

カッツ：なるほど。だから、幻影の中で〝覇王の遺産〟を渡していたのはあの少女だったのか。モーズレイ先生は、〝覇王の遺産〟はもともと自分たちの物だと言っていたしな。




「そこでオルランドが覇王の影武者としてパリス王国の王となったのだ。スカディからシャルリシアの存在を隠すためにな。

　だが、スカディはシャルリシアが裏うら切ぎることも予想していたのだろう。

〝覇王の遺産〟には、ある細工が施ほどこされていた」




ファム：細工？




「瘴しよう気きを吸きゆう収しゆうし、それをシャルリシアの佩はい剣けんデュランダルへと送り込むというものだ。

　デュランダルには神々の遺のこした三つの遺物が埋うめ込まれていた。この遺物に瘴気を充じゆう填てんさせることによって、その遺物と繋つながりのある神々を瘴気で汚お染せんさせ、邪神化させる。それがスカディの第二の計画だったのだ」




カミュラ：でも、その計画は成功しなかった……。




「オルランドが未然に防ふせいだのだ。

　シャルリシアからデュランダルを預あずかったオルランドは、その剣を破は壊かいしたのだ。

　だが、その時に溢あふれた瘴気によってオルランドは魔族に転生することを運命づけられた。

　また、シャルリシアもデュランダルに蓄ちく積せきされていた瘴気のためか、産後の肥ひ立だちが悪く、子を産んですぐに亡なくなったといわれている。

　そして……」




　ルキアノスがじっとファムを見つめる。

　その瞳は、ファムを通して別の人物を見ているようでもあった。




「その子孫があなたというわけだ。

　覇は王おうとうりふたつの顔立ちはもちろんだが、金色に輝かがやく瞳ひとみ……。

　それこそスカディ、すなわち〝古いにしえの民たみ〟エルダの血を引く何よりの証しよう拠こ」




ファム：あ、あたしがですかっ!?




「そう、あなたこそ覇王の血を引く者なのだ。

　今こそお返ししよう。

〝神遺剣〟デュランダルの欠けたる一部を……」




　ルキアノスの手には光ひかり輝かがやく帯が握にぎられていた。




＊　＊　＊




カッツ：つまり、ファムは覇王の子孫で、〝覇王の遺い産さん〟であるデュランダルはバラバラになっているというわけか。

カミュラ：それで、残りのデュランダルの欠片かけらはどこにあるのですか？

ＧＭ／ルキアノス：「デュランダルの欠片は瘴気を浄じよう化かさせるために、エリンディル各地の神しん殿でんに安置された。ひとつはここディアスロンド、もうひとつは〝無む限げんの砂さ漠ばく〟にあるメアンダール、最後のひとつは……」

カミュラ：ひとつは？

ＧＭ／ルキアノス：「そこだ」ファムの胸むねを指し示しめします。「そのペンダントこそ、デュランダルの欠片のひとつ〝ブリガンティアの血〟」

ファム：ふえっ!?

ヴァリアス：最初からひとつ持っていたのかよ……。まぁ、ゲイ・ボルグは〝覇王の遺産〟じゃなかったし……って、だからケセドはここを教えたのかっ！




　当たりです。




ＧＭ：彼女は〝覇王の遺産〟については語れないという制せい約やくを受けているから、そのことについて語ることのできる人のところに間かん接せつ的に案内したわけです。ゲイ・ボルグのことなら話しても問題ないですから。それからゲイ・ボルグもすでに入手してますよ。

ヴァリアス：へ？

ファム：どういうことでしょう？

ＧＭ／ルキアノス：「《ゲイ・ボルグ》はスカディの技だが、すでにお主はその技を見て、その身で受けただろう。槍を使いこなすお主ならば《ゲイ・ボルグ》を取得することもできるだろう」ということで、《ゲイ・ボルグ》を覚えました（笑）。

ヴァリアス：何っ!?　そういうことだったのかっ!!

ＧＭ：ちょっとイリーガルな処理ですけどね。こういうのも面白いかと思いまして。

ファム：《ゲイ・ボルグ》も一いつ緒しよにゲットですよっ！（笑）

カッツ：でも《ゲイ・ボルグ》って、使いにくくないか？　槍やりは使えなくなるわ、対象を選ぶことができないわ。

ＧＭ：その分、シーン全体攻こう撃げきだし、魔ま法ほうダメージになるし、ダメージに【筋きん力りよく】分のボーナスも入りますよ。

ヴァリアス：まぁ、それはそうなんだけどな。……。

ファム：そういえば、残りのデュランダルの欠片も名前あるんですか？

ＧＭ／ルキアノス：「先ほど渡わたしたアーケンラーヴの髪かみの毛で編あんだ剣けんの飾かざり帯が〝アーケンラーヴの髪〟、そしてメアンダールにあるのが〝グランアインの爪つめ〟だ。これに〝ブリガンティアの血〟を合わせた三つの欠片が集まればデュランダルは蘇よみがえるだろう。伝説によれば、デュランダルは神々の力の一部を持つ。制せい限げんはあるものの持ち主の願いを叶かなえてくれるという」

カッツ：何っ！　ということは、それさえあれば妹の意い識しきも取り戻もどせるっ!?

ヴァリアス：それにファムが魔族化しないようにすることもできる？

カミュラ：それはつまりそれがないと、ファムの魔族化を止めることはできないというわけですね。

ファム：魔族化は絶対にダメですっ！

ＧＭ／ルキアノス：「ただし、デュランダルを復ふつ活かつさせるためには、すべての〝覇王の遺産〟を集める必要がある。デュランダルが破は壊かいされた時、その力の一部が〝覇王の遺産〟に逆ぎやく流りゆうしてしまったのだ。その力をすべて取り戻す必要がある」

カミュラ：結局、すべての〝覇王の遺産〟を集めないといけないわけですね。

ＧＭ／ルキアノス：「案ずるな。メアンダールの神官長ナジムが〝金こん剛ごうの盾たて〟プリドウェンの在あり処かを知っているはずだ。メアンダールはブルギニオン所縁ゆかりの地。彼かの地に〝グランアインの爪〟を届とどけたのもブルギニオンだ」

カミュラ：次の目的地が決まりましたね。

ヴァリアス：あぁ。次は砂漠の街だな。

カッツ：〝迷めい路ろの街〟メアンダールか……。

ファム：じゃあ、さっそくメアンダールに向けて出発しましょうっ!!

ＧＭ：では、最後にマスターシーンを演えん出しゆつして、今回のシナリオは終しゆう了りようにしましょう。







◆エンディング 02◆暗い月




〝聖せい都と〟ディアスロンド。




　この街には、神々が降こう臨りんしたといわれる七つの塔とうが聳そびえている。

　それぞれの塔が七大神を表わしているとされる白はく亜あの塔は、家々の窓まどから溢あふれる灯とう火かに照らされ、ほのかに光ひかり輝かがやいていた。




　日が落ちたこともあってか、街路を歩いている人々は皆みな足早だ。

　そんな中、街路の中央に黒くろ髪かみの少女がひとり佇たたずんでいる。

　特とく徴ちよう的なローブを羽は織おった少女に対して、ある者は道の真ん中に立つその少女に苦く情じようを言いたげな目で、ある者は不ふ審しんそうな目で見ているが、誰だれひとり声を掛かけようとはしない。

　中には声を掛けようとする者もいたが、少女の持つ雰ふん囲い気きに圧あつ倒とうされ、言葉を思わず飲み込こんでいた。

　それほどまでに少女の放つ雰囲気は尋じん常じようではない。

　殺気とも、恨うらみとも、悲しみともとれる少女から感じ取ることのできる気は、道行く人々でさえ避さけるほど強きよう烈れつなものだった。果たして、それは誰に向けてのものなのだろうか。

　次し第だいに夜が更ふけていく。




　だが、少女はその場から動くことはない。ただじっと大だい聖せい堂どうを見つめている。

　やがて人通りも少なくなり、街から灯あかりが消える頃ころ──。

　少女はひとりで夜空に浮うかぶ月を見上げていた。

　その少女の羽織るローブの胸むねには、エルクレスト・カレッジのオルランド寮りようの紋もん章しよう。

　月明かりを浴びながら、少女は静かに言葉を紡つむぎ出す。




「ようやくボクの願いが叶う……」




　バサッ！

　少女の呟つぶやきと共に、大鳥が羽ばたく音が辺りに響ひびき渡わたる。

　その音にかき消されるかのように、少女の姿すがたも消え失うせる。

　あとにはただ、フクロウにも似にた羽根が舞まい落ちているだけだった。

[image: ]
















プリプレイ







◆プリプレイ 01◆シティ・アドヴェンチャーをやろう




　前回のプレイからちょうど二週間後。

　再ふたたびＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室にプレイヤーが集まった。

　第七話のシナリオがダンジョンとくれば、第八話はＴＲＰＧにおける代表的なもうひとつのシナリオとするのは当然といえるだろう。




ＧＭ：とゆーことで今回のシナリオは、シティ・アドヴェンチャーですっ！

ファム：シティ・アドヴェンチャーって、前にやりませんでしたっけ？

ＧＭ：第二巻かんの『想望のメモリアル』ですね。ただ、あちらはシティ・アドヴェンチャーよりはパズル的な要よう素その方が強かったですから、別のパターンも試してみようかと。

カッツ：なるほど。前のパターンも、あれはあれで楽しかった。

ＧＭ：小こ暮ぐれさんにすべて見み破やぶられましたけどね。

カミュラ：えっへん（笑）。




シティ・アドヴェンチャー

　その名のとおり、町や村など大おお勢ぜいの人がいる場所を舞ぶ台たいとしたシナリオの形式。そのため、殺人や盗とう難なんなどの犯はん罪ざい、ＮＰＣ同士のいさかいをＰＣが解かい決けつするというものが多い。

　また、戦せん闘とうよりも情じよう報ほう収しゆう集しゆうや謎なぞ解ときに重点が置かれている場合もあるのが特とく徴ちようのひとつといえるだろう。




ＧＭ：なお、今回は『想望のメモリアル』のシナリオよりも情報の入手などが難むずかしくなっていますので、がんばってくださいね。

ファム：はい！　がんばりますっ！

ＧＭ：では、まずは今回予告から読み上げます。




〝聖都〟ディアスロンドより、覇は王おうに関する秘ひ録ろくを盗ぬすみ出した黒髪の少女。

　その少女の正体は、カッツが目もく撃げきしたリリスであることは間ま違ちがいない。

　彼女もまた無む限げんの砂さ漠ばくにある〝迷めい路ろの街〟メアンダールに向かったらしい。

　その狙ねらいは〝神しん遺い剣〟デュランダルの欠片かけらのひとつ、グランアインの爪つめ。

　アリアンロッド・リプレイ・ハートフル

　第八話

『恩おん讐しゆうの彼方かなた』




　幾いく星せい霜そうの果てに待つものは……。




ＧＭ：今回もシナリオハンドアウトはありません。それでは、キャラクターの成長を申告してください。




●ファムのレベルアップ

ファム：はいっ！　レベル６から７になりました。これで【ＨＰ】が35、【ＭＰ】が71です。

ＧＭ：なんかここ数回、毎シナリオごとにレベルが上がっているような気がする。

カッツ：前回のシナリオは戦闘が多かったから成長点も多めだったしな。

ファム：スキルはまず《ウィンドセイバー》をレベル５に上げて、次に《ディジニ・ブリーズ》を取りました。

ＧＭ：《ディジニ・ブリーズ》？〈風〉属ぞく性せいの魔ま法ほうでダメージを与あたえた相手の物理防ぼう御ぎよ力りよくと魔法防御力を下げるスキルでしたっけ？

ファム：はい。で、ヴァリアスさんに理知の宝ほう玉ぎよくを勧すすめられたので、それも買いました。これで【行動値ち】が早くなるらしいので。

ＧＭ：理知の宝玉で先に行動されて、《ディジニ・ブリーズ》で防御力を落とされるのか……。かなり嫌なんですけど（笑）。えー、他には？

ファム：あとは防ぼう具ぐをミスリルクロークからガードローブに替かえました。これで魔法防御力もパワーアップですっ！

ＧＭ：みんなどんどん硬かたくなっていく……。




●ヴァリアスのレベルアップ

ヴァリアス：同じくレベルが７に上がった。【ＨＰ】は62に、【ＭＰ】が43に上じよう昇しよう。そしてオレはいろいろと気がついた。

ＧＭ：何に？

ヴァリアス：オレの回かい避ひ判はん定ていと【行動値】に意味がないことに（一同笑）。

ＧＭ：どういうこと？

ヴァリアス：どうせ順番は最後だし、敵てきの攻こう撃げきは避よけられないし……。だからもうダイスに頼たよるのは止めるのだっ！　なので防御力をアップするために、ファインバックラー、マジカルチェイン、セレスチャルポイントアーマーを買いました（笑）。

ＧＭ：どれどれ……。げっ！　回避が３!?　行動が６!?

ヴァリアス：さらにスキルは《シールドスラム》（※）でダメージの固定値をアップ！《ラストリゾート》（※）で白兵攻撃のスキルをキャリバーでも使えるようにするぜっ！　これでキャリバーの命中とダメージの固定値もアップ!!

ＧＭ：Ｏはたよ……。

ヴァリアス：だってダイス目が毎回中ちゆう途と半はん端ぱに悪いんですよっ！　オレのダイスの平へい均きん[image: ]って感じですよ。前回のクライマックスの戦闘だってダイス目よくなかったし。

ＧＭ：いや、まぁ確かにそれは否定しないけど（笑）。

ヴァリアス：固定値はオレを裏うら切ぎらない！　これからは固定値の時代ですよ！





（※）《シールドスラム》　ウォーリアのスキル。白兵攻撃のダメージに装備している盾たての重量を加えることができる。

（※）《ラストリゾート》　ガンスリンガーのスキル。射しや撃げき攻撃を白兵攻撃として扱あつかうことができるようになる。






●カミュラのレベルアップ

カミュラ：次はわたしですね。レベルはやはり７になりました。【ＨＰ】は40、【ＭＰ】は70です。

ＧＭ：ダンサーにクラスチェンジしてから、【ＨＰ】も高くなってきましたね。【ＭＰ】もフェイトを１点使用して《ファミリア》を使えるようにすれば[image: ]点ですか。それで、スキルは？

カミュラ：ひとつは《ヘイスト》のレベルを３に上げました。もうひとつはいろいろと悩なやんだんですけど、《フェイス：ダナン》（※）にしました。情報収集があるらしいので《クウェリィ》（※）にしようと思ったんですが、もうサモナーじゃないので取れませんでした（笑）。

カッツ：そっちはギルドスキルの《天てん啓けい》（※）を取るということで解決。

カミュラ：あとは、防具は胴どう部ぶをガードローブに替えただけです。

ファム：おそろいですねっ！

カミュラ：あっ、デザインは別のものということで（笑）。

ファム：そ、そんな～。

ＧＭ：でも、カミュラの【ＨＰ】はあまり高くないですよね。《フェイス：ダナン》は辛つらいんじゃないですか？

カミュラ：後こう衛えいなのでダメージをあまり受けないですから。他の人のダメージを少しでも肩かた代がわりすれば、戦闘がちょっとは楽になるかと思ったんですよ。

カッツ：これで私の《カバーリング》がかなり楽になる。

カミュラ：え～っ、カッツさんのダメージを代わりに受けるなんて言ってませんよ（笑）。

カッツ：えっ！　そ、それはないんじゃないか？（一同笑）。





（※）《フェイス：ダナン》　アコライトのスキル。他人のダメージを代わりに受けることができる。

（※）《クウェリィ》　サモナーのスキル。ＧＭからシナリオのヒントを聞くことができる。

（※）《天啓》　ギルドスキル。ＧＭからシナリオのヒントを聞くことができる。






●カッツのレベルアップ

カッツ：最後は私だな。レベルが６から７へ。【ＨＰ】は87、【ＭＰ】は54になった。スキルはついに《ヴァイタルフォース》が５レベルに。あとは《マインドアデプト》（※）を取って【精神】を＋２した。これで魔ま法ほう防ぼう御ぎよ力りよくが上がった。

ＧＭ：カッツの唯ゆい一いつの弱点が……（笑）。

カッツ：魔法による攻撃だけは厳きびしかったからな。ついでに装そう備びをヴァリアスと同じようにマジカルチェインに替えて、さらに魔法防御力を高めた。ただし……。

ＧＭ：ただし？

カッツ：グリーンベレーが装備できなくなってしまったのだよ（笑）。

ＧＭ：物理防御力を下げてどうするんですか！（笑）

カッツ：その点は問題ない。持っていたバックラーが胴どう丸まるに変わってしまったので（笑）、ファインバックラーを買った。あと、予定どおりに武ぶ器きが覚かく醒せいの爪になって命中が＋４Ｄに。

ＧＭ：これで《ペネトレイトブロウ》がほぼ必中か……。

カッツ：しかも《ヴァイタルフォース》５レベル付きでな。

ＧＭ：地味に攻こう撃げき力りよくも上がっているのが嫌いやらしいですね。

カッツ：さぁ、次はサムライにクラスチェンジだっ！

ＧＭ：マ、マジですか……？




　という感じでキャラクターの成長とアイテムの購こう入にゆうが終わったところで、ギルドスキルとカミュラの神しん獣じゆうの杖つえのスキルの決定に入る。




ＧＭ：新しく取るギルドスキルは《天啓》ということでいいんですよね？

ファム：はいっ！

カッツ：これでマジックフェザーが取得しているギルドスキルは、《蘇そ生せい》《目め利きき》《陣じん形けい》《祝福》《限げん界かい突とつ破ぱ》《天啓》だな。

ヴァリアス：キャラクターレベルが７なので、問題なく全部持っていける。

ＧＭ：じゃあ、あとはカミュラのスキルですね。

カミュラ：もちろん今回も《サモン・アラクネ》です。

カッツ：まぁ、それが一番安全だからな。

ＧＭ：じゃあ、これで準じゆん備びは終しゆう了りようっと。それでは、セッションを開始しましょー。

一同：はーい。





（※）《マインドアデプト》　モンクのスキル。【精せい神しん】を＋２する。









オープニングフェイズ







◆オープニング 01◆デュランダルの欠片かけらを追って




　巨きよ大だいな扉とびらの前で、聖せい印いんを握にぎりしめながら祈いのるひとりの少女。

　少女の名はファル・ミリティアス。

　ディアスロンドの大聖堂にて、日々研けん鑽さんを積んでいる神官である。

　それまでまるで彫像のように動くことのなかったファルが静かに顔を上げる。それと同時に、目の前の扉が音を立てながらゆっくりと開き始めた。

　その様子を不安そうに見つめる表ひよう情じようは、将しよう来らい教きよう皇こうになると噂うわさされている優ゆう秀しゆうな神官のそれではなく、友人の心配をする普ふ通つうの少女のものであった。




ＧＭ：最初のシーンは〝大聖人の間〟から出てきたところです。

ヴァリアス：ふぅ、やっと戻もどってきたぜ（笑）。

ファム：はい！　戻ってきました。

ヴァリアス：さすがランダムダンジョンだな。あんなにエネミーが出てくるとは思わなかったぜ。

カミュラ：休きゆう憩けい所じよがたくさんありましたけどね（笑）。

カッツ：おかげでクライマックスの戦せん闘とうがちょっと楽になった。

ＧＭ：クライマックスに戦闘があるからＤＬをひとつ下げたのが敗はい因いんだったかも。むしろ、ひとつくらい上げてもよかったかなぁ（笑）。

カッツ：いやいやいや、あれで十分。泉いずみのおかげで金きん銭せん的にも潤うるおったしな。

ＧＭ：まぁ、それもルキアノスの恩おん情じようということで。さて、あなた方が〝大聖人の間〟から出てくると、そこにはファルが待っています。

ファム：ただいまですっ！

ＧＭ／ファル：「お帰りなさい。その様子だと試練を乗り越こえることができたようですね」口調は最初にあった時と同じような感じですが、笑え顔がおが浮うかんでいることから彼女も喜んでいるのが分かります。

ファム：はいっ！　ありがとうございましたっ！

ＧＭ／ファル：「お礼を言われるようなことはしてません。すべて、あなたたちがみずからの力で成し遂とげた結果です。胸むねを張はって誇ほこるべきことです」

ヴァリアス：まっ、当然の結果だな（笑）。

カッツ：そのとおり。

ＧＭ／ファル：「あなたたちふたりは、もう少し謙けん虚きよさというものを覚えた方がいいと思います」呆あきれたようにため息をつくファル。「そんなことよりも教皇聖下がお呼よびです。至し急きゆう、こちらへおいでください」

カミュラ：なんでしょう？

ＧＭ／ファル：一瞬、ファルの顔に迷いが浮かびますが、即座にそれを打ち消し、静かに四人に告げます。「覇は王おうについて書かれている秘ひ録ろくが何者かによって奪うばわれました」




＊　＊　＊




ＧＭ：ということで教皇の部屋です。

カッツ：覇王の秘録が盗ぬすまれたというのは本当ですか？

ＧＭ／ヴェラシオ：「うむ。秘録を持ち出したのはエルクレスト・カレッジのローブを着た学生で、警けい備びの者の話によれば黒い髪かみに黒い瞳ひとみ、雪のような白い肌はだの少女とのことだ」

カミュラ：もしや……

ＧＭ／ファル：カミュラの言葉を途と中ちゆうでファルが遮さえぎります。「もちろんイエミツさんではありません」

カッツ：なんでイエミツのことを知ってるんだよっ！（一同笑）

ＧＭ／ファル：「彼女の瞳は青ですから。それと、なぜ知っているかについては秘ひ密みつです」

カッツ：おいっ!!（笑）。

ヴァリアス：でも秘録っていうぐらいだから、警備はしっかりしていたんだろ？

ＧＭ／ファル：「そのとおりです。ただ、警備の者たちはその少女の言うことに逆さからうことができず、あまつさえその秘録の保ほ管かん場所まで案内したとのことです」

ファム：逆らうことができずにって……。

カッツ：間ま違ちがいなく、ヤツだな。

ＧＭ／ファル：「ご存ぞんじなのですか？」驚おどろくように教皇と目を合わせたあと、ファルは身を乗り出すように訊きいてきます。

カミュラ：魔ま族ぞくリリスですね。彼女は人を魅み了りようして操あやつる能のう力りよくに優すぐれていました。ちなみに、ここにいるヴァリアスさんも彼女に操られたひとりです（笑）。

ヴァリアス：げぇーっ！　そんなこと言わなくても……。

ＧＭ／ヴェラシオ：「ケセド殿どのからの書しよ簡かんにもあるとおり、スカディが本ほん格かく的に動き出したということか。狙ねらいは間違いなく〝覇王の遺い産さん〟」教皇はしばらくじっと何事か考えていましたが、やがて決意したように顔をあげてファムに告げます。

ファム：な、なんですかっ！

ＧＭ／ヴェラシオ：「もしこの書簡に書かれていることが事実だとすれば、お主たちはこの件けんに関してあらゆる国家、神しん殿でん、冒ぼう険けん者しやなどの支し援えんを受けることはできないじゃろう」

ファム：ええっ!?

カミュラ：なぜですか？

ＧＭ／ヴェラシオ：「スカディの狙いがファムリシアという少女の魔族化ということであれば、事じ態たいを収しゆう束そくさせるのは簡かん単たんじゃ。その少女を亡なき者にすればよいのだからな」

カッツ：た、確たしかにそのとおりだ……。

ＧＭ／ヴェラシオ：「どれだけの経けい験けんを積んでいようともたかが冒険者の卵たまご。強い力を持った魔族を相手にするよりも遥はるかに楽とあれば、どちらを選せん択たくするかな？　もっともその少女の命を奪ったからといって、解決するとはわしは思っておらんが……。むしろ教皇の立場としては、ここでそなたたちを捕とらえるべきかもしれぬな。表だって神殿が支援するわけにはいかないからの」

ヴァリアス：くっ！

カミュラ：……いま、表だってと言いましたよね？

ＧＭ／ヴェラシオ：「……」

ファム：ふぇ？

ＧＭ／ヴェラシオ：「うむ。表だってはな……」

カッツ：ということは？

ＧＭ／ヴェラシオ：「ケセド殿の頼たのみとあれば仕方あるまい。共に行動することはできぬが、手助けくらいはできるじゃろう」微笑ほほえみながら教きよう皇こうは言います。「それに、そこに恐こわそうな顔をしている者もいることだしな」

ファム：え？

ＧＭ：教皇が指さした方を見ると、そこには今にも何かを進言したげな顔をしたファル・ミリティアスが（笑）。「わ、私は何も……」と慌あわてていいわけしています。

ファム：あ、ありがとうございますっ！

ＧＭ／ヴェラシオ：「至急、《テレポート》（※）の準じゆん備びを。それにメアンダール神殿にもトレクルス（※）で連れん絡らくを取るのじゃ。確か、あそこの神官長はナジムじゃったな」老人とは思えぬ素す早ばやさで、次々とファルに指し示じを出す教皇。

ヴァリアス：やったな！

ファム：あ、ありがとうございますっ！

カミュラ：さっきからお礼ばかり（笑）。

ＧＭ／ヴェラシオ：「盗ぬすまれた秘録は〝神しん遺い剣〟デュランダルに関する物だったことから、おそらくその魔族の目的地はメアンダール、目的は〝グランアインの爪つめ〟じゃろう。ナジムならばいろいろと協力してくれるはずじゃ。何しろ教皇の座ざを断ことわってまで、一神官の座に固こ執しつした男じゃからな」

カッツ：何っ！　教皇の地位を断わるとは……よほどの大人物と見た。

ファム：お知り合いなんですか？

ＧＭ／ヴェラシオ：「わしも昔はよく怒おこられたものじゃよ」何やら当時を懐なつかしむような表情を浮うかべる教皇。

カッツ：眉まゆ毛げよりも年上かいっ！

カミュラ：おいくつなんですか？

ＧＭ／ヴェラシオ：「確かそろそろ四〇〇に届とどくくらいじゃなかったかな。いや、もう越こえているかもしれんな。さぁ、そんなことよりも急ぐがよい。事態は一いつ刻こくを争うぞ」




　教皇に礼を言うと、急いで部屋から飛び出る四人。

　そのうしろ姿すがたを見送りながら教皇は呟つぶやいた。




「試練に立ち向かう彼らに、神々の祝福と守しゆ護ごのあらんことを」





（※）《テレポート》　アコライトのスキル。あらかじめ決めた場所に瞬しゆん間かん移い動どうすることができる。

（※）トレクルス　遠く離れていても、持ち主同士が話すことのできる宝珠。
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◆オープニング 02◆熱ねつ砂さの街と老神官




　エリンディル東方に広がるその砂さ漠ばくは、あまりの広さから〝無む限げんの砂漠〟と呼よばれている。

　だが、たとえ過か酷こくな環かん境きようであろうともさまざまな動植物が生きている。

　そしてごくわずかではあるが、この〝無限の砂漠〟を居きよ住じゆうの地と定めている人々がいた。




ＧＭ：では、最後のオープニングのシーンです。場所は一気にメアンダールへ。

ヴァリアス：早っ！

ＧＭ：ディアスロンドの神官に《テレポート》で送ってもらいましたからね。あなた方をメアンダールの神しん殿でんに送ってくれた神官は、その場で一礼するとディアスロンドに再ふたたび《テレポート》を使って帰ります。

ファム：なんか便利ですねぇ～。

ＧＭ：これがエリンディル全土にある神殿が統とう一いつした意思の下もとで動ける理由です。各神殿ごとに特定の《テレポート》で飛べる場所が決められているので、神殿内という限げん定ていはありますが、エリンディルならばどこにでも瞬時に行くことができますよ。

ファム：へぇ～。

ＧＭ：というわけでメアンダールの神殿です。

ヴァリアス：山からいきなり砂漠か。なんかすごく暑そうだな。

ＧＭ：もちろん。そして暑い原げん因いんがもうひとつ。

カッツ：なんだ？

ＧＭ：目の前にいる筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうなマッスルな老神官が（笑）。頭に角があるところを見ると、種族はドゥアンの有角族のようですね。「はっはははは。よく来た、よく来た。話は聞いておる。さぁ、こちらへ」大声で笑いながら、確かく認にんもせずにさっさと歩いていってしまいます。

カミュラ：と、とりあえず追いかけましょう。

カッツ：あ、ああそうだな。

ＧＭ：年としに似に合あわず老神官はかなりな健けん脚きやくのようで、さっさか歩いていきます。「何をのんびりしている。こっちだ！」今度は怒おこったように大声を出します。

ヴァリアス：げぇー！　いかにも体たい育いく会かい系けいな感じだぜ（笑）。

ＧＭ：そして案内されたのはどうやら神官長の私し室しつのようですね。そのまま老神官は部屋へ入るとどっかと椅い子すに座すわります。「わしがメアンダール神殿の神官長ナジムだ」

ファム：ええぇっ！　もっとおじいさんかと思っていましたっ！（笑）

カッツ：ただの案内役の神官じゃなかったのか……。

ＧＭ／ナジム：「何か言ったか？」ぎろりと睨にらみます。

カミュラ：いえいえ、何も何も（笑）。

ＧＭ／ナジム：「ヴェラシオの坊ぼう主ずから話はすべて聞いた。わしが個こ人じんでできる範はん囲いであれば協力しよう」

ヴァリアス：教皇を坊主扱あつかい……。なんて傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振ふる舞まい（笑）。

ＧＭ／ナジム：「あやつなんぞは坊主で十分だ。まったく教皇なんてつまらない地位に就つきおってからに」

ファム：なんか、すごく豪ごう快かいな人ですよ。

カッツ：しかし、教皇もすごい言われようだな。
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ＧＭ／ナジム：「そんなことよりも〝グランアインの爪つめ〟だったな。確たしかにこの神殿に安置されておる」

カッツ：おっ、さすが体育会系。話が早い（笑）。

ファム：それです、それです。

ＧＭ／ナジム：「申し訳わけないが、〝グランアインの爪〟をお貸かしすることはできぬ」

ヴァリアス：ちっとも早くねーっ！（一同笑）

カミュラ：ならば力ずくでも（笑）。

カッツ：おいっ！　さすがにそういうわけにはいかないだろう。

ＧＭ／ナジム：「ほう、わしから力ずくで奪うばおうとはいい度ど胸きようだな」ニヤリと笑うナジム。

ファム：なんかすごい強そうですよ、ナジムさん。

ＧＭ／ナジム：「だが、そう早まるでない。今すぐには〝グランアインの爪〟をお貸しすることができないという意味だ」

ファム：ほっ。

ヴァリアス：なら、最初からそう言えよ。

カミュラ：でも、どうしてですか？

ＧＭ／ナジム：「今、メアンダールでは年に一度の祭が開かれているのだ」ナジムが椅子からゆっくりと立ち上がると、窓まどをバッと開けます。




　窓の下に広がる迷めい路ろのような街まち並なみ。もう夜も更ふけてきたというのに、あちこちで篝かがり火びが焚たかれ、まるで昼のような明るさだった。

　そして、街路を往おう来らいする人、人、人。道の脇わきには露ろ天てんが並ならび、遠くの広場にはテントのようなものも見える。




ＧＭ／ナジム：「本ほん神しん殿でんに安置されている秘ひ宝ほう〝グランアインの爪〟は本来門外不出であるが、七十年に一度だけ祭の時に一いつ般ぱん公開することが決まっているのだ。そして今年はその七十年に一度の年に当たる。そのような時に秘宝がないのでは話にならん」

カッツ：なんてタイムリーな（笑）。

カッツ：まあ、そうだよな。『ルージュ』の四巻で起こった事件のせいで、神殿の評判がちょっぴり落ちたからなぁ。

ファム：ちょっぴりなんですか？

カッツ：ちょっぴりです。エリンディルの危機に、神殿がなかなか立ち上がらなかっただけだから（一同笑）。

カミュラ：それって大変なことじゃない？（笑）。

ＧＭ：まぁ、今回のシナリオとはあまり関係ありませんけどね。それでも、人心が神殿から遠ざかってしまったのは事実なので、それを払ふつ拭しよくするためにも秘宝の公開は止やめるわけにいかないわけです。

ヴァリアス：なるほど。

ＧＭ：まぁ、そういうわけですぐに〝グランアインの爪〟を貸すことはできないわけです。

ファム：どうやら説得するのは無理そうですね。

ヴァリアス：で、どのくらいで祭は終わるんだ？

ＧＭ／ナジム：「あと三日だ。それを過すぎれば再ふたたび〝グランアインの爪〟は宝ほう物もつ庫こへしまわれる。そうすれば、わしの独どく断だんでお貸しすることができるだろう」

カッツ：独断なのかよっ！

ヴァリアス：まぁ、その条じよう件けんでいくしかないだろうな。

カミュラ：一般公開している時にわたしたちが盗ぬすむというのは……ないですよね（笑）。

カッツ：当たり前だ。ただでさえ、厳きびしい条件なのにこれで神殿を敵てきに回したら大変なことになる。

ファム：じゃあ、ナジムさんの言うとおりにするということで。

ＧＭ／ナジム：「かたじけない。だが、できる限かぎりの協力はしよう。メアンダールに滞たい在ざいしている間は、この神殿を我わが家と思ってくつろいでいただきたい。情じよう報ほうも提てい供きようしよう」

カミュラ：では、まずはこの街についていろいろと教えてください。

ＧＭ／ナジム：「よかろう」と、いうことでこちらがメアンダールの街です。




　読者の方は『アリアンロッドＲＰＧトラベルガイド』Ｐ[image: ]、あるいは本書Ｐ[image: ]の地図（※）をご覧ください。




ＧＭ：メアンダールの街に入るための門は三ヶ所です。東にある〝ラウダールの門〟は砂さ漠ばくにあるオクナム遺い跡せきへ、西の〝ダミアの門〟はこの砂漠の国家キルディア共和国の主都である〝新しき街〟ミースへ、南の〝アーズの門〟はディアスロンドに繋つながっています。

ファム：三ヶ所もあるんですか。

カッツ：リリスが普ふ通つうにメアンダールに来るとすると、南の〝アーズの門〟をくぐることになりそうだな。

カミュラ：普通に来ればですけどね。でも、彼女は空飛べますし、もうメアンダールに到とう着ちやくしているかもしれませんよ。

カッツ：あくまでも可か能のう性せいの問題だ。

ＧＭ：それと『トラベルガイド』に書いてあることはすべて知っているものとします。実じつ際さいに、メアンダールのページを読んでもらって構かまいません。

ファム：おぉー。何か、ほんとに旅しているみたいですね（笑）。

ＧＭ：今回はそれが狙ねらいです（笑）。そしてルールは次のとおりです。




①一日は「朝」「昼」「夕」「夜」の四つに分ぶん割かつされる。




ＧＭ：それぞれのタイミングで行動を決めてください。行動は「どこに行って何を調べるか」のようにくわしく宣せん言げんしてください。

ファム：また見み張はりとか休きゆう憩けいとか必要ですか？

ＧＭ：今回は街の中なので見張りは必要ありません。ただし、行動は「夜」で終わりです。その後は特に行動を宣言しない限り、全員神殿にいるものとします。

カッツ：まぁ、深夜に情報収しゆう集しゆうとかは無理だろうからな。




②パーティ行動は自由




ＧＭ：各自バラバラに行動しても、一いつ緒しよに行動してもＯＫです。こちらも特にペナルティやボーナスはありません。

カッツ：あえて言うなら、バラバラの方が一回でいろいろな場所を回れるということか。

ＧＭ：そうですね。欠点としては、判はん定ていに失敗するとフォローが利きかないことですかね。あとバラバラの場合は情報の共有ができませんので、一度どこかに集合する必要があります。まぁ、特に何もなければ自動的に「夜」の時に集合することになりますけど。




③自分の行動をキャンセルして、他の人のシーンに登場することができる。




ＧＭ：まだ行動していない人は、登場判定に成功すれば他の人のシーンに登場できます。ただし、その場合予定していた自分の行動はキャンセルになります。

カッツ：もう行動してしまった場合は？

ＧＭ：登場判定の難なん易い度どが上がります。ですから、行動する順番も重要になります。

ヴァリアス：まだ行動していない方が登場しやすいというわけか。




④裏うらでリリスも行動している




ＧＭ：そして『想望のメモリアル』の時のように、リリスも自分の思おも惑わくで行動しています。ですから、シナリオ上ではどのタイミングでどこにいるかは基き本ほん的に決まっています。もちろん、ＰＣと出会ったりして、行動が変化することもあります。

カッツ：うまく立ち回れば、途と中ちゆうでも会えるというわけか。

ＧＭ：そうです。そこで戦せん闘とうが起こるかどうかはＰＣの行動次し第だいですが。

カミュラ：神殿でずっと〝グランアインの爪つめ〟を見み張はっていたら？

ＧＭ：そのことを知った場合、裏でとんでもないことをするかもしれませんね（笑）。

ファム：必ずしも待ち伏ぶせがいいというわけじゃないんですか……。

ＧＭ：もちろん有ゆう効こうかもしれません。それはやってみないと分かりません。

ファム：うぅ……。ちょっと難むずかしいかも（笑）。




＊　＊　＊




ＧＭ：とまぁ、こんなところですね。

カッツ：で、三日目まで〝グランアインの爪〟を守りきれば我われ々われの勝ちということだな。

ヴァリアス：ただし、何もしないで待っていると、リリスが万ばん全ぜんの準じゆん備びを整えてしまうというわけか。

カミュラ：敵てきが強くなるとか、敵が増ふえるとか？

ファム：それは大変です！

ＧＭ：まっ、そんなところです。「今こん晩ばんはひとまず休むがよい」ということで、行動は次の日からになります。

カッツ：ちょっと待った！　いまのうちに各門に伝令を飛ばすことはできないか？

ＧＭ：伝令？

カッツ：リリスの容よう姿しを各門の門もん衛えいに伝えておくんだ。もし見つけたら捕とらえるように頼たのんで、さらに神しん殿でんに連れん絡らくをよこすようにと。

ヴァリアス：まぁ、捕らえるのは無理だろうけどな。

カミュラ：それでも情報だけは手に入るということですね。

ＧＭ：分かりました。ＯＫですよ。では、夜のうちに門衛にはその命令が伝わったということで。では、次からミドルフェイズになります。







ミドルフェイズ







◆ミドル 01◆〝アーズの門〟を封ふう鎖させよ　～一日目朝～




　次の日の朝。四人はさっそく行動を開始した。

　まずは誰だれがどこを調べるかだ。




ＧＭ：では一日目の朝です。基き本ほん的に朝は全員神殿からスタートということになりますので、ここでどこを調ちよう査さするかは相談できます。さらに調査の順番も重要になりますから、どういう順番で処しよ理りするかも決めてくださいね。

カッツ：そうか。他のＰＣのシーンに登場できるかどうかは重要だからな。

カミュラ：それで、どこから調べます？　今調べられるのって、三つある門くらいですか？

カッツ：あとは神殿で待機かな。

ファム：待機ですか？

カッツ：リリスが狙ねらっているのは〝グランアインの爪つめ〟だから、絶ぜつ対たい神殿に来るだろう。

ファム：なるほどぉ。

ヴァリアス：あとは、誰かが判はん定ていに失敗した時の予よ備び要員ってとこ？

カッツ：そういうことだ。

ＧＭ：では、誰がどこに行きますか？　そろそろ決めてください。
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（※戻る）




　相談の結果、ファム、ヴァリアス、カッツの三人で門を調べ、カミュラは神殿で待機ということになった。

　まず、ファムが西の〝ダミアの門〟に行くが何も情じよう報ほうはなし。次にヴァリアスが東の〝ラウダールの門〟に行くがこちらも情報はなし。

　そして最後の南の〝アーズの門〟では……。




カッツ：昨日、神官長から連れん絡らくのあった少女は門を通ったか？

ＧＭ／兵士：「あぁ。だが、門で捕とらえるのは失敗した」

カッツ：なんだとっ！

ＧＭ／兵士：「なぜか、捕らえようとした兵士が急に呆ほうけてしまってな。とりあえず別の兵士が追いかけている」門の横にある待機室を見ると、ぼーっと座すわっている兵士が見えます。

ヴァリアス：そっか。リリスって精せい神しん操そう作さできたんだっけ。

ファム：そういえばヴァリアスさんも騙だまされていました（笑）。

ヴァリアス：いや、あれは騙されていたわけじゃなくて……（以下言い訳わけが続く）。

カッツ：そんなことよりも他ほかに情報はないのか？

ＧＭ／兵士：もちろんありますよ。「その少女は迷めい路ろ案内人のたむろしている場所を訊きいていたらしいぞ」

ファム：迷路案内人？

ＧＭ：メアンダールは〝迷路の街〟とも呼よばれているように、街全体が迷路のようになって、初めて街に来た人だと道に迷まよってしまうこともあります。そこでそういう人たちを目的の場所まで案内することを生業なりわいとしている人がいます。それが迷路案内人です。

カミュラ：ガイドさんみたいなものですね。

ＧＭ：そうそう。だから、ちゃんとお金もいただくことになります。

カッツ：よし。ということは次はその迷路案内人のところだな。

ＧＭ：とゆーところでカッツのシーンは終しゆう了りよう。で、神しん殿でんに残ったカミュラさんですが何も起こりませんでした（笑）。

カッツ：まぁ、南門にいるんじゃ、神殿にはいないわな。

カミュラ：あー、涼すずしい、涼しい（一同笑）。

ＧＭ：はい。では次のシーンに移うつります。







◆ミドル 02◆案内人を捜さがせ　～一日目昼～




　メアンダールは外がい敵てきから街を守るために、路地を計画的に張はり巡めぐらせた。その結果、街全体がまるで迷路のようになり、その様子から〝迷路の街〟とも呼ばれている。

　それゆえにこの街には、迷路案内人という特とく殊しゆな職しよく業ぎようが存そん在ざいする。




ＧＭ：それでは次のシーンです。今のところ申しん告こくがあったのは、カッツが迷路案内人の場所に行くということだけですね。他の人はどうしますか？

ヴァリアス：そっか。カッツ先せん輩ぱいが手に入れた情報は知らないんだっけ。

ＧＭ：そうです。情報を共有したい場合は、一度どこかに集合してください。ただし、その場合は一回行動を消費してしまいますが。

カッツ：ということは登場判定で登場した方が得ということか。

ファム：じゃあ、あたしはカッツさんのところに登場します。

ヴァリアス：他の門は情報なかったしな。よし、オレも登場する。カッツ先輩にコネクションを持っているオレが先に登場しておいた方がよさそうだな。

カミュラ：わたしは様子見で、神殿待機ということで。

カッツ：そうだな。もし、三人では厳しい時はよろしく頼む。

カミュラ：分かりました。
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ＧＭ：ちなみに登場判定の難なん易い度どは10です。通つう常じようは７ですが、ここは迷路の街なので判定はちょっと難むずかしくなります。

ヴァリアス：まぁ、３Ｄ振ふれるから問題ないだろ……っと（コロコロ）おっ！　クリティカルで成功！

ファム：次はあたしですね。（コロコロ）成功です。

ＧＭ：では他の門に異常がないことが分かったふたりは偶ぐう然ぜん〝アーズの門〟に向かったところ、誰かを捜さがしている様子のカッツを発見します。

ヴァリアス：カッツ先輩、こっちは異常なしだ。

ファム：こっちもです。

カッツ：ふっふふふ。やはりリリスは南からやってきたようだな。

ヴァリアス：で、カッツ先輩は何をしてるんっすか？

カッツ：とりあえず、迷路案内人と話していたという情じよう報ほうを手に入れたのだよ。とゆーことで、その辺にいる迷路案内人に訊いてみよう。これこれこういう少女は見なかったかな？

ＧＭ：すると迷路案内人のひとりが教えてくれます「それなら、ポスコ・ロートが仕事を受けた相手じゃないか？」
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ファム：なんで引き留とめてくれなかったんですかぁ！

ＧＭ：いや、別に案内人がリリスを引き留める理由はないから（笑）。

カッツ：引き留めなければいけなかったのは門にいた兵士だから。

ファム：兵士！　兵士がいけないんですねっ！

ヴァリアス：しょせん、エキストラだからなぁ。《魅み了りよう》の前にはどうしようもない。

ファム：それで、ポスコさんってどんな人なんですか？

ＧＭ：フィルボルというまるで人間の子こ供どものような種族です。大人になっても小さいまま。

ファム：それならかわいいから許ゆるします（一同笑）。

ヴァリアス：年ねん齢れいいくつだっけ？

ＧＭ：ちょっと待ってくださいね。（『トラベルガイド』を確かく認にんする）16歳さいです。ほら、こんな感じ（『トラベルガイド』のイラストを見せる）。

カッツ：16歳か……。意外と若わかいな。

ファム：じゃあ、許しません（一同笑）。




　どういう基き準じゆんですか？




カッツ：で、そのポスコ・ロートはどっちに行ったのだ？

ＧＭ：「確たしか西の方だったかなぁ」と別の迷めい路ろ案内人。

ヴァリアス：でも、街の中を案内しているから動き回っているんじゃないか？

カッツ：とりあえず案内人のポスコを捜さないとな。

ＧＭ：ポスコを捜す場合、街の中を聞き込こみしながらうろうろと歩くことになりますので、さきほども言ったとおり【幸運】判はん定ていになります。難なん易い度どはかなり難むずかしいので15です。

ヴァリアス：うげっ！　ダイス目で12以上か……。ということは、フェイトを２点使うか、クリティカルしかないな。

ＧＭ：まぁ、何の手がかりもなく捜すわけですからね。

ヴァリアス：いや、フェイト１点ですむ方法がある。

カッツ：何っ!?

ヴァリアス：《ダンシングヒーロー》！（一いつ斉せいにカミュラの方を向く）

カミュラ：でもここにいませんよ？

ヴァリアス：できれば登場して欲ほしいかなぁーと思ったりする（笑）。

カミュラ：わたし、行った方がいいですか？

カッツ：【幸運】で判定するとなると、カミュラの《ダンシングヒーロー》が一番役に立つ。というか、むしろ私たちは全然役に立たない（一同笑）。

ファム：そうです！

カミュラ：分かりました。登場しましょう。

ＧＭ：では、登場判定をお願いします。




　ファムが登場しているのでダイスの数は３Ｄになり、判定はもちろん成功。




カミュラ：あら、こんなところでどうしたんですか？

ヴァリアス：ちょうどいいところに（笑）。この街で人を捜すには人手が必要なんですよ。ぜひ、ここでカミュラ先せん輩ぱいの悪運を……。

カミュラ：悪……なんですか？（笑）。

ヴァリアス：いや、幸運を発はつ揮きしていただければっ！（一同笑）




　そこまで卑ひ屈くつにならないでも（笑）。




カッツ：まぁ、なんだ。悪運か幸運かはおいとくとして、とりあえず我われ々われから判定していこう。一いち応おうクリティカルが出れば成功だしな。運がよければ６ゾロが出る可か能のう性せいも……たぁ！（コロコロ）




　だがダイス目は非ひ情じようにも１ゾロ。




カミュラ＆ファム：あっははははははは！（大だい爆ばく笑しよう）

カミュラ：なにそのネタ。もうやだぁ～！（笑）

ファム：う～ん、何か紙かみ一ひと重えな感じがしますね。ある意味、すごい確かく率りつです。

ＧＭ：カッツは一いつ所しよ懸けん命めい捜さがしたが見つけられなかった。ただ、無む性しように暑いだけだった（笑）。

カッツ：くっそおぉぉぉ！

カミュラ：まぁまぁまぁ……（笑）。ほら、他の人が成功するかもしれないじゃないですか。

ヴァリアス：ダメ。オレは９で失敗。

ファム：あたしは11でした。

カッツ：こうなったらカミュラに成功してもらうしか……。

カミュラ：仕方ありません。では、わたしが《ダンシングヒーロー》を使って……えいっ！




　ダイス目は10。よって判定は失敗。




カミュラ：残念でしたね（笑）。

カッツ：くそ、暑いだけだった。案内人、地図をくれ、地図を。

ＧＭ／案内人：「頭に街のことは全部入っているからねぇ。地図は持ってないんだよ。で、どこを案内するんですかい？」

カッツ：人。




　街の案内人に人捜しはできません。




ＧＭ／案内人：「それは無理だねぇ。人を捜すなら冒ぼう険けん者しやでも雇やとわないと」

カッツ：そうか。使えないヤツだ。

ヴァリアス：っていうか、オレたちが冒険者みたいなもんだって（一同笑）。

ＧＭ：そんな感じで時間はムダに過すぎていきました。

カッツ：一回分、行動をムダにしてしまった……。

ファム：でも、まだ始まったばかりですから。がんばりましょうっ！







◆ミドル 03◆情じよう報ほうを手に入れろ　～一日目夕～




　さすが〝迷めい路ろの街〟と呼よばれるだけのことはあり、あまりにも道が多すぎ、さらに方向感覚もマヒしてくる。

　結局半日近く街の中を捜し回ったが、リリスを見つけることはできなかった。




ＧＭ：何も情報を得ることができずに、もう夕方です。

カッツ：一回分、ムダにしたのは辛つらかったな。

ヴァリアス：かといって、案内人のポスコしか情報ないからなぁ。

カミュラ：他ほかには何か調べられることってあります？

カッツ：シティ・アドヴェンチャーの場合、街の中で情報を聞きくというのが定石だな。

ファム：情報収しゆう集しゆうというやつですね。できます？

ＧＭ：できますよ。街の人から噂うわさ話ばなしを聞くのは【感知】か【知力】の判定になります。【感知】なら情報を知ってそうな人を見つける、【知力】だと話わ術じゆつで巧たくみに聞き出すみたいな感じですね。

ファム：【知力】なら得意ですよ。

カミュラ：わたしも噂話にしようかなぁ。

ヴァリアス：あとはリリスを追いかけている兵士を捜さがすくらいか。

カッツ：じゃあ、兵士捜索組と情報収集組の二手に分かれるか。ポスコを捜すのはかなり難むずかしそうだからな。私はとりあえず兵士を捜そうと思う。

ヴァリアス：じゃあ、オレも兵士を捜すか。

ファム：あたしは噂話ということで。

カミュラ：わたしも噂話を聞きに行きます。

ＧＭ：それではまずは兵士捜索組から。難なん易い度ど12の【感知】判はん定ていです。

カッツ：12か……。それは楽勝だな。

カミュラ：ふふふっ（笑）。

カッツ：その笑いはなんだ？　こっち見るなよ……ていっ！（コロコロ）げっ！




　机つくえの上を転がったダイスの目は１と１。つまりファンブル！




一同：あははははははっ（大爆笑）。

カッツ：どういうことだよ、これは！

カミュラ：もうやだぁ～。なんで１ゾロ２回連続なんですか！（笑）

ヴァリアス：ありえねぇ。

ファム：おかしいですよ、絶ぜつ対たいにおかしいですよっ！

カッツ：（投げやりな声で）どうだすごいだろう。

カミュラ：このダイス使うの止やめた方がいいんじゃないですか？

カッツ：そうだよ。ダイスが悪いんだよ。私のせいではない。

ヴァリアス：あ、ダイスのせいにした（笑）。

ファム：でも、ヴァリアスさんが一いつ緒しよにいてよかったですね（笑）。




　フォローになってません。




ヴァリアス：おうっ！　ということで……（コロコロ）判定は成功。

ＧＭ：すると道の真ん中で呆ほうけている兵士を発見することができます。

カッツ：今日は暑いもんな。お前も１ゾロ振ふったんだよな（一同笑）。




　振ってません。




ヴァリアス：その辺の井い戸どから水を汲くんできて、バシャーっと掛かけよう。

ＧＭ／兵士：「ぶわっ！　な、何をするんだ！　砂さ漠ばくでは水は貴き重ちようなんだぞ！」

ヴァリアス：あっ……。ま、まぁ、そんなことはおいといて、気がついたか？

ＧＭ／兵士：そう言われると、あたりをキョロキョロしながら「ここはどこだ？」

ヴァリアス：あんたが南の門からリリスを追つい跡せきした人か？

ＧＭ／兵士：「あぁ、そうだが……。いや、そういえば神殿から言われた少女を追いかけていたはずなんだが……」と記き憶おくが曖あい昧まいのようですね。

ヴァリアス：ちっ。じゃあ、どっちの方に向かったか見なかったか？

ＧＭ／兵士：「確か神しん殿でんの方へ向かっていったようだが……」

カッツ：神殿っ!?

ヴァリアス：なんだって！

カッツ：なんかまずい展開になっているような気が……。




＊　＊　＊




ＧＭ：というところで、情報収集組の方に参りましょう。【感知】か【知力】で判定です。難易度はヒミツです。高ければ高いほど情報が手に入ります。

ファム：じゃあ、あたしから先にいきます。

カミュラ：なるべく高い目をお願いしますよ。

カッツ：さぁ、１ゾロを振ってこっちの世界へおいで（笑）。

ファム：そ、それは遠えん慮りよしておきます！　えいっ！（コロコロ）




　そしてダイスの神様は非ひ情じようだった。




ファム：クリティカルですっ！

ヴァリアス：ぶばっ！

ファム：もう何でも聞けますよ。任まかせてください！（笑）

カミュラ：すごーい（笑）。

ヴァリアス：カッツ先輩のファンブルの次にこうなるとは……。

カッツ：こ、この差はいったいなんなんだ……。

ファム：あはははは（笑）。なんか恐こわい！　なんか恐いですっ!!

カミュラ：これが使える子と使えない子の差なのね（笑）。

ＧＭ：まぁ、誰だれが使える子で誰が使えない子なのかはおいとくとして、ファムが手に入れた情報は次のとおりです。

ファム：はいっ！　あたしが全部集めてきました！（笑）




①この祭の目玉である迷めい路ろ探たん検けん競きよう技ぎだが、今年はトラップよりもエネミーが多いらしい。




ファム：迷路探検競技？

ＧＭ：祭のメインイベントのひとつです。街の一区画にトラップやエネミーを配置してダンジョンに見立てるというもので、お宝たからを見つけて、早く突とつ破ぱした者が優ゆう勝しようという競技です。

ヴァリアス：で、今年は配置されているエネミーが多いということか。

ファム：多いようです。

カミュラ：何か関係があるのかしら？




②ポスコ・ロートという迷路案内人がエルクレスト・カレッジの学生を案内していた。




カミュラ：さっき出た案内人の名前ですね。

カッツ：つまりリリスを案内しているということだな。

ヴァリアス：これはもう入手している情報だ。

カッツ：しかし、肝心のポスコが見つからないからな。

ファム：困りましたねぇ。




③商人のマーヒルが、オクナム遺い跡せきの近くでお宝を見つけたらしい。




ファム：オクナム遺跡……。なんか関係あるんですかね？

カッツ：マーヒルって『エリンディルウォーカー』のシナリオに登場した商人？

ＧＭ：そうです。ドゥアンの有角族の商人ですね。

ヴァリアス：でも、これだけの情報じゃなぁ。直ちよく接せつマーヒルに聞くしかないだろうな。




④さっき神殿に行ったが、何やら様子が変だった。




カッツ：神殿の様子が？

カミュラ：変……って！

ファム：どういうことでしょう？

ヴァリアス：さっきの兵士の情報といい、なんかすごく嫌いやな予感がするんだけど……。

ファム：とにかく急いで神殿に戻もどりましょう！







◆ミドル 04◆運命の再さい会かい　～一日目夜～




　神しん殿でんの中は異い様ような雰ふん囲い気きに包まれていた。

　呆ぼう然ぜんと立ちつくしている参さん拝ぱい客きやくや神官たち。誰も皆みな、虚うつろな表ひよう情じようで虚こ空くうをぼんやりと見ている。いや、何も見ていないというのが正しい言い方だろう。

　急いで〝グランアインの爪つめ〟が安置されている奥おくの院いんへと向かう四人。

　そしてそこで見たものは……。




ＧＭ：神殿の中は先ほどの兵士のように呆ほうけている人しかいません。

カッツ：やはりリリスか。

カミュラ：そのようですね。

ヴァリアス：とりあえず〝グランアインの爪〟のある場所まで急ごう！

ファム：はいっ！　一いつ所しよ懸けん命めい走っていきます!!

ＧＭ：呆けている人たちを横目で見ながら、〝グランアインの爪〟が安置されている奥院まで走っていくと、そこには大量の血を流し、倒たおれているナジムの姿すがたが。

ファム：神官長さんっ！

カッツ：遅おそかったか……。

ＧＭ：いえいえ。ギリギリ間に合いました。夜のタイミングで別の場所に行っていたらダメだったんですけどね。ということで、ナジムを見下ろすようにエルクレスト・カレッジのローブを来た黒くろ髪かみの少女の後ろ姿が見えます。今にもナジムにとどめを刺さそうとしていたところですね。

カミュラ：リリス？

ＧＭ／リリス：その声に振ふり向き、妖よう艶えんな笑えみを見せる少女──その顔は紛まごう事なきリリスです。「やっぱりここに来てたんだ。ひさしぶりだね、約束どおりまた逢あいに来たよ」

カッツ：そんな約束した覚えはない。

ＧＭ／リリス：「そんなことはないよ。ほら」（『聖せい雪せつのキャンパス』[image: ]ページを見せる）

ファム：どれどれ……。「でも、キミはまたボクに遇あうことになるよ」ほ、ほんとです！（一同笑）

ＧＭ／リリス：「ね！」

カッツ：ね！　じゃないっ！　何そんなメタなことを言ってるんだ（笑）。




　はい、おっしゃるとおりです。




ヴァリアス：そんなことよりも、なんでお前がここにいるんだ？

ＧＭ／リリス：すると不思議そうな顔をしながらリリスは答えます。「もちろん〝覇は王おうの遺い産さん〟を手に入れるためだよ。そんなの当然じゃない」

ヴァリアス：そうじゃなくて、なんで倒たおしたはずのお前がここにいるかだっ！

ＧＭ／リリス：「ああ、そういうこと。この間のボクはあくまでも仮かりの肉体を手に入れただけだからね。今回はちゃんとした身体からだを手に入れた。そのおかげで思い出したくないことも思い出しちゃったけどね」

カミュラ：思い出したくないこと？

ＧＭ／リリス：カミュラの問いに微び妙みような表情を浮うかべるリリス。「ちょっとおしゃべりが過すぎちゃったかもね。今日のところはキミたちに敬けい意いを表して退たい散さんすることにするよ。次はもっと面おも白しろいイベントを用意してくるから、二日後を楽しみにしておいてね。それじゃ！」背せ中なかからフクロウに似にた翼つばさを広げると、その場から飛び去っていきます。

ファム：止めることはできますか？

ＧＭ／リリス：もちろん追いかけることはできますが、向こうの方が全然速いです。ちなみに【行動値ち】は19、【移い動どう力りよく】は34です。

ヴァリアス：げっ！　一気に射しや程てい圏けん外がい。

ＧＭ：もちろんここで戦せん闘とうを開始するならば、それはそれでありですよ。

ファム：戦います？

カッツ：いや、止やめておこう。リリスにやる気がないならば、【ＭＰ】をムダに消費するだけということになりかねん。それよりもナジム神官長の手当てが先だ。

カミュラ：そうですね。それでナジムさんの様子は？

ＧＭ：剣けんなどで斬きられたような傷きずが全身にあります。出血もその傷によるものですね。意い識しき不明の重体になっています。

カミュラ：《ヒール》で治すことはできますか？

ＧＭ：もちろん傷を治すことはできますが、意識は戻もどりません。

カッツ：ひとりであのリリスと互ご角かくに渡わたり合うとは（笑）。

ヴァリアス：でも、剣の傷っておかしくありません？　リリスが使う能力って他人を操あやつるのと、魔ま法ほうだったよな。

ファム：そういえば、前の時は剣を使っていませんでしたね。

ＧＭ：はい、ではここで【感知】判はん定ていをどうぞ。難なん易い度どは13です。

カッツ：判定か……。フェイトを使うべきか……いや、ここは温おん存ぞんしておこう。それほど重要な情じよう報ほうではないとみた。

カミュラ：じゃあ、わたしも特に何も使わずに……（コロコロ）失敗です。

ヴァリアス：オレも失敗。

ファム：あたしもですっ！

カッツ：おいっ！　まぁ、ちなみに私も失敗しているわけだが（一同笑）。

カミュラ：えぇ～。

ファム：みんな一緒ですね（笑）。

カッツ：しかし本当に一日目から神しん殿でんにやってくるとはな。

ＧＭ：最初、カミュラが神殿に残ったので、あのままリリスと出会うかと思いましたよ（笑）。

カミュラ：だから神殿にひとり残そうって言ったのに～。《ダンシングヒーロー》を使えって言うから……。

カッツ：ひとりだけ残っていたら、それはそれで大だい惨さん事じだろう。

カミュラ：でも、《ダンシングヒーロー》を使っても役に立たなかったじゃないですか。

ＧＭ：まぁ、それはダイス目の結果ですから。

カミュラ：あはははは（笑）。

ＧＭ：このままカミュラとリリスが遭そう遇ぐうというのも展てん開かいとして面白かったかな、と。ちょっと残念ですよ。

カミュラ：そういうのを踏ふまえて全部計算済ずみなんですよ。でも、ここで戦っちゃうと展開早すぎて面白くないかなぁと（笑）。

ファム：なるほどー。

ヴァリアス：すばらしい（笑）。

カッツ：本当か？　と、それはそれとして〝グランアインの爪つめ〟は？

ＧＭ：無事です。ナジムが身を挺ていして守りきったようです。

カッツ：やはり〝グランアインの爪〟は我われ々われが持っていた方が安全なのでは？

ＧＭ：あ、それは無理ですね。許きよ可かを出せるであろうナジムが意い識しき不明です。明日いっぱいは目が覚めないだろうとのことです。

ヴァリアス：ぐわっ！　そうなると神殿に誰かを残してリリスの情報を得ることになるのか。

ファム：リリスは二日後に来るって言っていましたけどね。

カミュラ：それが本当かどうかって、《天てん啓けい》で分かりません？

カッツ：それだっ！　そうすれば神殿に残るかどうか決められる。

ＧＭ：もちろん分かりますよ。

ファム：じゃあ、《天啓》を使います。リリスの言ったことは本当ですか？

ＧＭ：するとどこからともなく神の声が。リリスの言ったことは本当です～（爆笑）。

カッツ：どこの神様だ一体（笑）。

ヴァリアス：まさか二日後にも来るけど、翌よく日じつにも来るなんてことはないよな。

ＧＭ：そんな質しつ問もんを曲きよつ解かいするようなことはありませんから安心してください（笑）。

カミュラ：これで心おきなく神殿を留る守すにできますね。

ＧＭ：神様からの神しん託たくも下おりたところで、シーンを終しゆう了りようしましょう。







◆ミドル 05◆聞き込こみ　～二日目朝～




　翌日。

　リリスが何を企たくらんでいるかを調べるため、四人はさっそく行動を開始した。




ＧＭ：さて、翌日です。どうしますか？

カミュラ：まずはリリスさんが何をしようとしているかを調べないと。

ファム：面おも白しろいイベントとか言ってましたからね。

カッツ：できることといえばリリス本人を捜さがすか、リリスを案内したポスコという案内人を捜すかくらいか。

ファム：あの～、商人のマーヒルさんが気になるんですけど……。

ヴァリアス：お宝たからを見つけたとかいう商人？

ファム：そうです。

ＧＭ：マーヒルさんに会う場合は、まずマーヒルさんの家を探さがす必要があります。

カッツ：難なん易い度どはどのくらいだ？

ＧＭ：【感知】判はん定ていで難易度13です。

ヴァリアス：げぇー、手間が掛かかるのか。

ＧＭ：そりゃ、迷めい路ろの街ですから。

カミュラ：そういう面めん倒どうなのはカッツさんに任まかせましょう（笑）。

カッツ：おいっ！　それだったら案内人に訊きいた方が早い……そうか！　案内人だっ!!　案内人を雇やとってマーヒルさんの家まで案内してもらおう。

ファム：じゃあ、ポスコさんも捜さないといけないので、みんなで案内人のいる場所まで行きましょう！

カッツ：それならそっちはみんなに任せる。私はリリスを直ちよく接せつ捜してみよう。情報は多いに越こしたことはないからな。

ヴァリアス：えっ！　もしかしてフェイト使って捜すの？

カッツ：もちろん。ファンブルが二度続いたあとだ。さすがに今度は大だい丈じよう夫ぶだろう。リリスを見つけた時のことを考えて、こっちが先に判定しておこう。もし、戦闘になってもファムたちが登場しやすかいらな。

ファム：分かりました！　カッツさん、がんばってくださいっ!!

ＧＭ：では、難易度15の【幸運】判定をどうぞ。

カッツ：フェイトを２点使って４Ｄで判定する。

カミュラ：ねぇ、こういう光景前にも見たことあるんですけど。

カッツ：いやいや、今回は大丈夫だって。

カミュラ：そのダイスでいいんですか？　それ、さっきファンブル出したダイスですけど。

カッツ：いいんだよ。そんな縁えん起ぎの悪いこと言わないでくれ。とぉ！（コロコロ）

ファム：あらっ！

カミュラ：うわぁ。

カッツ：こ、これはダメかも。




　４Ｄ振ふったダイス目は11であった。




カミュラ：この光景見たことがありますよ（笑）。

カッツ：今日はもう帰るわ（一同笑）。

ＧＭ：カッツの【幸運】は３なので、合計で14ですね。

ファム：あー。あと１だったのにぃ～。

ＧＭ：カッツは額ひたいに汗あせを浮うかべながら街中を歩き回った。照りつける日差しはひどく強く、肌はだはジリジリと焼けるように痛いたい（一同笑）。

ファム：せっかくフェイト使ったのに～。

カミュラ：ほら、カッツさんだから（笑）。

ファム：（念ねん押おしするように）本当にフェイト使ったんですよね？

カッツ：もう、またかよっ！　もういいよ。次いって、次！

ＧＭ：では残る三人です。

カミュラ：じゃあ、まずはポスコさんを捜しましょう。

ＧＭ：どこに行きますか？

ヴァリアス：（『トラベルガイド』を見ながら）迷路案内人がたむろしている場所だな。南のアーズ門の広場の辺りだ。

ＧＭ：ＯＫ。では【感知判定】をどうぞ。難易度は10です。

ファム：それは余よ裕ゆうですよ。（コロコロ）ダイスが８なので16で成功です！

ＧＭ：それでは広場の一角で暇ひまそうにしているポスコ・ロートを見つけることができます。

ファム：すみません。ポスコさんですか？

ＧＭ／ポスコ：すると嬉うれしそうにポスコが微笑ほほえみながら答えます。「そうだよ。何？　どこか案内して欲ほしいの？　道案内だったら20Ｇ。観光案内なら60Ｇでどうだい？」

ヴァリアス：案内じゃなくて、ちょっと訊きたいことがあるんだけど。

ＧＭ／ポスコ：するとポスコは急につまらなそうな声を出します。「ちぇっ！　案内じゃないのか。冷やかしならあっち行って！　商売のジャマだよ」

ファム：あわわわ……。

カミュラ：案内はあとでお願いするから、ちょっとだけ教えて欲しいんだけど。

ＧＭ／ポスコ：「なんだお客さんか。そうならそうと早く言ってよ。で、どこに案内して欲しいんだい？」

ファム：えっと、マーヒルさんという商人のところです。

ＧＭ／ポスコ：「マーヒルさんね。それなら〝ラウダールの門〟の方だ。じゃあ、20Ｇで案内してあげるよ」ポスコはねだるように手を出します。

ファム：20Ｇ払はらいます。

ＧＭ／ポスコ：「毎度あり！　で、訊きたいことってなんだい？」

カミュラ：昨日あなたが案内した女じよ性せいのことです。わたしたちと同じようなローブを着ていたはずなんだけど。どこに案内したか教えてもらえます？

ＧＭ／ポスコ：「あ、あのお姉ちゃんね。まず神しん殿でんに案内して、そのあとどこかいい宿屋がないか訊きかれたから迷めい宮きゆう亭ていに案内したよ」

カミュラ：迷宮亭？

ＧＭ：『トラベルガイド』にも載のっている大きな宿屋兼けん酒場です。東の〝ラウダールの門〟の広場に面した大きな宿屋ですね。

カミュラ：じゃあもう20Ｇ払って、ついでに迷宮亭も案内してもらいましょう。

ＧＭ／ポスコ：「毎度あり～」人ひと懐なつっこそうな笑え顔がおを見せて、再ふたたび手を出します。では、マーヒルさんの家と迷宮亭を案内してもらうということで次に移うつりましょう。







◆ミドル 06◆迷めい宮きゆう亭ていにて　～二日目昼～




　迷宮亭の中は大おお勢ぜいの客でごった返していた。

　大たい抵ていの宿屋と同じように迷宮亭の一階は酒場になっており、そこには迷路探たん検けん競きよう技ぎ目当ての冒ぼう険けん者しやや傭よう兵へい、祭を見に来た観光客、一ひと稼かせぎしに来た旅商人など、さまざまな年ねん齢れい、性せい別べつ、種族の人たちが思い思いに会話や食事を楽しんでいた。




ＧＭ：マーヒル邸ていと迷宮亭のどちらから行きますか？

ファム：迷宮亭で。（他ほかのプレイヤーに）いいですよね？

ヴァリアス：いいんじゃない？　マーヒルが関係あるかどうかまだ分からないし。

カミュラ：別にいいですよ。

ファム：じゃあ、迷宮亭に行きます。

ＧＭ：では、カッツ以外は迷宮亭に向かうということで。

カッツ：ならばそこで登場するとしよう。（コロコロ）成功！　ということで登場だ。

[image: ]

カミュラ：あら？　カッツさん、こんなところで何をしてるんですか？（一同笑）

カッツ：いや、リリスがここに現あらわれたという情じよう報ほうを得てだな……。




　本当は判はん定ていに失敗してます（笑）。




ファム：ほんとですかっ！

カッツ：……すみません。偶ぐう然ぜん通りかかっただけです（笑）。

ヴァリアス：リリスを捜さがす判定には失敗したからね。

カミュラ：まぁ、カッツさんですから（笑）。

カッツ：さぁ、終わったことは忘わすれて、迷宮亭に入ろうじゃないか。




　セリフが棒ぼう読よみです。




カッツ：というわけで親父おやじ！　黒くろ髪かみの少女がここに泊とまっていたはずなんだが、いろいろと教えてくれないか。

一同：ごまかしたっ！

ＧＭ／迷宮亭の親父：「お客さんのことはちょっと……」と口を濁にごします。さすがに客について教えてくれと言われても、すぐには答えてくれませんね。

ファム：じゃあ、事じ情じようを説明すれば教えてくれますかね？

ヴァリアス：事情って何を説明するんだよ（笑）。

カミュラ：友だちですって言えば？　エルクレスト・カレッジのローブを着てたんでしょ？　ここで待ち合わせしていたとか言えば教えてくれるんじゃない？

ヴァリアス：それだっ！
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カミュラ：というわけで、ファムさん？

ファム：はい、友だちですっ！

ＧＭ：なるほど……。それならＯＫということにしましょう。

ファム：やりましたっ！　ここで待ち合わせしてたんですけど……。

ＧＭ／迷宮亭の親父：すると残念という表情を浮かべて教えてくれます。「あー、それはタイミングが悪かったな。朝早く出て行ったよ」

ファム：どこに行くとか言ってませんでしたか？

ＧＭ／迷宮亭の親父：「そういえばマーヒルさんについて訊きかれたな」と迷宮亭の親父。

カッツ：おっ！　しまった！

カミュラ：どうしました？

カッツ：ここ二手に分かれるんだった。せっかくポスコに迷宮亭とマーヒルの家を案内してもらえたのなら、最初から別々に当たればよかったんだよ。

ヴァリアス：そりゃそうだ。

カッツ：しまったな。これで一手遅おくれた。とりあえずマーヒルについてだけ訊いておくか。

ＧＭ／迷宮亭の親父：「主に砂さ漠ばくで採れる岩塩とか石材を扱あつかっている行商人だ。まぁ、豪ごう商しようとまではいかないが、結けつ構こう手て堅がたく稼かせいでいるらしいな。なんでもオクナム遺い跡せきでお宝たからを拾ったとか噂うわさになっているようだな」

ファム：遺跡の話がまた出ましたよ？

カッツ：オクナム遺跡について何か知らないか？

ＧＭ：『トラベルガイド』にも載のっていますから、これは知っていていいでしょう。




オクナム遺跡

　二〇〇年ほど前まで栄えていた砂漠の都市の廃はい墟きよ。サンドバクの大発生によって滅めつ亡ぼうした。

　オクナムの王に恋こい人びとを奪うばわれた青年が、サンドバグを操あやつる笛を用いたために滅ほろびたという伝説がある。




ヴァリアス：まさか面おも白しろいイベントって……。

カッツ：サンドバグの大発生？

カミュラ：とにかくマーヒルさんのところに急ぎましょう。







◆ミドル 07◆可哀かわい想そうな商人　～二日目夕～




　マーヒル邸ていの前では恰かつ幅ぷくのいい善ぜん良りようそうなドゥアン族の商人がオロオロしていた。

　その脇わきにはその娘むすめらしい少女が、商人をなだめていた。
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ＧＭ：それではマーヒルさんの家に行くとですね……。

ヴァリアス：遅おそかったか……。

ＧＭ：って、まだ何も言っていませんが。

ヴァリアス：え？　違ちがうの？

ＧＭ：いや、屋や敷しきの方が騒さわがしいのは間違いないんですが。

カッツ：はっはははは。どうやら間に合ったようだな。

ＧＭ：いや、間に合ってないです（笑）。

カッツ：なんだってっ！

ＧＭ：マーヒル邸の前で「盗ぬすまれた～、大事な宝が盗まれた～」慌あわてふためいているドゥアン族の商人と、それをなだめている少女の姿すがたが。

カッツ：もう盗まれたあと？

ＧＭ：そのようですね。

カッツ：今度は宝たからを盗まれたのか……。商人としてはいろいろ問題あるな（笑）。

カミュラ：前にも何かあったんですか？

ヴァリアス：『エリンディルウォーカー』というシナリオ集で、やっぱりトラブルに巻き込まれているんですよ。

カミュラ：あらら……。

ファム：すみません、何があったのですかっ!?

ＧＭ／マーヒル：「こ、この前オクナム遺い跡せきで見つけた宝が盗まれてしまったんですよ」

ファム：それってどういう宝だったんですか？

ＧＭ／マーヒル：「オリファンという名前の角笛なんだが……って、あなたたちは？」

カッツ：いや、通りすがりの通行人なんですが。

ファム：通りすがりです！




　通りすがりの通行人がなぜ宝を気にする？




カッツ：いえいえ、その盗んだ相手というのを私たちも追っていまして。

ヴァリアス：全然、通りすがってないじゃないかっ！（一同笑）

カミュラ：というわけで、わたしたちがその宝を取り戻もどして差し上げましょう（笑）。

カッツ：ところで、その角笛についてなんだが。

ＧＭ：オリファンですね。今まで覇は王おうについていろいろと調べていたので、難なん易い度ど12の【知力】判はん定ていで知っていたことにしましょう。

ヴァリアス：覇王に関係あるのか。【知力】だと、ファムとカミュラ先せん輩ぱいに任まかせた方がよさそうだな。

ファム：はいっ！　がんばります。

カミュラ：〝神しん獣じゆうの杖つえ〟の能のう力りよくって使えます？

ＧＭ：使えますよ。魔ま術じゆつ判定以外の【知力】判定は１Ｄ増ふえますから。

カミュラ：それなら余よ裕ゆうですね。（コロコロ）12ですから合計で18です。

ファム：あたしも成功です！

ＧＭ：それならふたり共知っています。オリファンとは覇王が所持していた角笛です。一度この角笛の音を聞いた者は、いかなる場所にいようともその笛の音が聞こえるといわれ、さらに戦意を高こう揚ようする効こう果かもあるといわれています。覇王が援えん軍ぐんを呼よぶ時に使ったといわれているマジックアイテムですね。

カミュラ：それって人以外にも効きくんですか？

ＧＭ：効くといわれています。オクナムを滅ほろぼしたサンドバグは、この笛によって操あやつられたともいわれていますから。

ヴァリアス：歴史的な大発見じゃないか！

ＧＭ：で、それが盗まれたわけです。

カッツ：それでどんなヤツに盗まれたんだ？

ＧＭ／マーヒル：「あんたたちと同じエルクレスト・カレッジのローブを着た少女だ。だが、なぜか不思議なことにその少女の言うことに抵てい抗こうすることができなかったんだ……」

ファム：それって？

カミュラ：もしかしてその少女に渡わたしたってことじゃ……。

ＧＭ／マーヒル：「よ、よく分かったな。そのとおりなんだよ」マーヒルは驚おどろいた顔をしています。

カッツ：まぁ、あんたの気持ちはよく分かる（笑）。で、その少女はどっちに行った？

ＧＭ／マーヒル：「確たしか、〝ラウダールの門〟の方だ」

ヴァリアス：ラウダールの門って、東側の砂さ漠ばくへと通じている門だよな。

カッツ：なるほど。砂漠に行って、サンドバグを操るつもりだな。

ファム：急ぎましょう！　今ならまだ間に合うかもしれません！







◆ミドル 08◆夕ゆう闇やみの狂きよう想そう曲きよく　～二日目夜～




　アーケンラーヴの象しよう徴ちようたる太陽が地平線の彼方かなたへと沈しずみ、〝無む限げんの砂漠〟の東方より来たる藍あい色いろの夜空が辺りを侵しん蝕しよくし尽つくした頃ころ。

　四人は〝ラウダールの門〟へと到とう着ちやくした。門の近くの広場には篝かがり火びが焚たかれ、祭の最後の夜を楽しもうという人々で賑にぎわっていた。




ＧＭ：ということで、〝ラウダールの門〟に着いた頃にはすっかり辺りは暗くなっています。とはいっても祭の最中ということもあって、篝火が焚かれているので十分明るさは保たもっています。

ヴァリアス：リリス、リリスはどこだっ！

ＧＭ：と、辺りをキョロキョロと見回していると、門のすぐ近くに目的の人ひと影かげが見えます。その手には角笛のような物を持っています。

ファム：いましたっ！

カッツ：ついに追いついたぞ。

ＧＭ／リリス：「追いついた？　それは違うよ。ボクが待っていてあげたんだよ」呆あきれたように言い放ちます。

ヴァリアス：ぐっ！　相変わらずの減へらず口だぜ。

カミュラ：それはどういうことです？

ＧＭ／リリス：「そうだね。何も知らないままボクを追いかけても仕方ないからね。じゃあ、ひとつだけ教えてあげるよ。これは復ふく讐しゆうなんだよ」

ファム：復讐？

カミュラ：誰だれに対する？

ＧＭ：するとリリスは睨にらみ付けるようにファムの方を見ます。

ファム：あ、あたしですかっ！　そりゃ、一巻かんの時に倒たおしていますから、その時の復讐と言われればそうですけど……。

カミュラ：（ファムの真似まねをして）でも、あたしだけじゃないしぃ（笑）。

ファム：そうそう。あたしだけじゃないですよ、倒したの。

ＧＭ／リリス：「ああ、あれ？　この前の時のことは関係ないよ。あの時は、ただボクが弱かったというだけのこと」

カッツ：ファム……。お前、何をやったんだ？（一同笑）

ファム：な、何もしてませんっ！　この前のこととは関係ないって、じゃあ一体何ですか！

ＧＭ／リリス：「あなたのその身体からだに流れる、覇は王おうという人物の血への復讐……かな」

ファム：そんなの無む茶ちや苦く茶ちやですよっ！

ＧＭ／リリス：「ん～、それだったら自分の生まれの不幸を呪のろうとか？」

カッツ：一体、どこの赤い彗すい星せいだ。それは（笑）。

ファム：そんなの納なつ得とくできません！

ＧＭ／リリス：「それでも納得してもらわないとボクの立つ瀬せがないんだけどね。それにこれから行かなきゃいけないところがあるんだ」

ヴァリアス：ここで逃にがすと思っているのか？

ファム：そうです。どこにも行かせません！

ＧＭ／リリス：「そう言うと思った。だから、ここで選せん択たくさせてあげるよ。このままボクを追いかけるか。それとも……」と言いいながら……（パチン）と指を鳴らします！




　それと同時にリリスの前に立ち塞ふさがるひとつの影かげ。




ＧＭ／アルス：「みなさん、はじめまして。わたくし、アムドゥシアスのアルスと申します。以後、お見知りおきを」突とつ然ぜん、目の前にユニコーンの頭を持った人型のエネミーが現あらわれます。
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ファム：あたくしファムと申します（一同笑）。

ＧＭ／アルス：「これはこれは、ご丁てい寧ねいなご挨あい拶さつありがとうございます」と深々とお辞じ儀ぎをします。

ファム：ど、どういたしまして（笑）




　真ま面じ目めに挨拶を交かわすファム。




ヴァリアス：って、何やってるんだよ！（アルスに向かって）お前もいちいち相手すんなよ（笑）。

ＧＭ／アルス：「いえいえ、挨拶にはきちんと挨拶を返す。これは人として当然のことです」

ヴァリアス：人じゃないし！　魔ま族ぞくだし！

ＧＭ／アルス：「まぁまぁ、細かいことは気にしてはいけません」

カッツ：気にしろよ（笑）。

ヴァリアス：で、こいつがどうしたのか？

ＧＭ／リリス：「ここでキミたちがボクを追いかけるのなら、アルスたちが迷めい路ろ探たん検けん競きよう技ぎ用ようにこの街に運ばれている怪かい物ぶつたちを解とき放つんだよ」

カミュラ：なんですって!?

ヴァリアス：そんなことしたら街中パニックになるぞ。

ＧＭ／リリス：「この街にいる傭よう兵へいや冒ぼう険けん者しやは何とかするかもね。でも、ここにいる人たちはどうなるかな。傭兵や冒険者がここに来るまで、彼らが生き残れるか試してみる？」

カッツ：ぐっ！　ここにいる人たちが人ひと質じちということか……。ＧＭ、ここでこいつのエネミー識しき別べつをしてもいいか？

ＧＭ：そうですね。戦せん闘とうするにしろ、しないにしろ会話している時間があるわけですから、エネミー識別はできることにしましょう。




　しかしこの判はん定ていには全員が失敗。




ＧＭ：さて、どうしますか？

カッツ：くそっ！　仕方がない。ここはこの魔族を止めるしかないようだな。

カミュラ：そのようですね。

ヴァリアス：ファムはどうする？

ファム：街の人を犠ぎ牲せいにするわけにはいきません！　ここは戦いましょう！

ＧＭ／リリス：「結けつ論ろんは出たようだね。それじゃ、ボクは行かせてもらうよ。生きていたら、また明日会おうね」背せ中なかから翼つばさを広げると、リリスは夜空に向かって飛んでいきます。

ヴァリアス：さて、とりあえずあとはこいつを倒せば……。

ＧＭ／アルス：「まぁまぁ、そう慌あわてないでください」と言うと、左手に持ったタクトを高々と掲かかげます。すると、どこからともなく妖よう魔またちがゾロゾロと現われます。

ヴァリアス：（ＧＭが並ならべているポーンの数を見ながら）なんかぞろぞろと出てきたな。

ＧＭ／アルス：突とつ如じよ出しゆつ現げんした妖魔たちを見て、街の人々が悲鳴をあげながら逃げ始めます。それを見たアルスは嬉うれしそうに笑い、高らかに宣せん言げんします。「さて、それでは復ふく讐しゆうという名の狂きよう想そう曲きよくを奏かなでるとしましょう」




＊　＊　＊




ＧＭ：エネミーはアルスと名乗った魔族アムドゥシアス。それから細身ながらも筋きん肉にく質しつな身体からだをもった妖魔が１グループ、モーニングスターを持った大おお柄がらな妖魔が２グループです。
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ヴァリアス：魔族以外は全部モブ？

ＧＭ：１グループのモブが一〇体だとすると合計で三〇体という感じですね。では、まずはセットアッププロセスから。こちらが【行動値ち】18なので先にセットアップの行動いきます！

カッツ：速いっ！




　その俊しゆん敏びん性せいを活いかして細身の妖魔──バグベアランナーが一気にファムたちのエンゲージへと走り込こんでくる。




ファム：《陣じん形けい》を使うんですかっ！

ＧＭ：《陣形》ではありません。《間合い》というセットアッププロセスに移い動どうすることのできるエネミー特とく殊しゆ能力です。両手を大きく振ふりながら、短たん距きよ離りランナーのごとくシュタンシュタンと走ってきます。

ファム：そ、それはとても恐こわいです。

カミュラ：移動するだけ？

ＧＭ：移動するだけです（笑）。

カッツ：しかし、これでこっちの《陣形》が封ふうじられた。
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ＧＭ：これでこっちのセットアップは終しゆう了りようです。

ファム：理知の宝ほう玉ぎよくを使用します！　これで【行動値】が18になりますっ!!

カッツ：よし！　これでこっちに来た妖魔（バグベアランナー）よりもファムが先に行動できるぞ。カミュラ、私に《ヘイスト》を頼たのむ！

カミュラ：《ヘイスト》ですか？

カッツ：そう。《ヘイスト》がもらえれば私が妖魔よりも先に行動できるのだよ。そうすれば、ヴァリアスがフリーになれる。

カミュラ：いくつ出せばいいんですか？

カッツ：５以上。５なら出るよな？

カミュラ：わたしを甘あまく見ないでください！（コロコロ）判定は成功。（コロコロ）12です。ほらぁ～、余よ裕ゆうじゃないですか。

カッツ：よしっ！　これで【行動値】が25になった。これで先に動けるぞ。

ＧＭ：25？　アルスの【行動値】も突とつ破ぱされたっ!?

カミュラ：わたしのおかげですわね（一同笑）。

カッツ：これで私が一番最初の行動だな。もちろんマイナーで《ヴァイタルフォース》、メジャーで《ペネトレイトブロウ》で妖魔を攻こう撃げき！（コロコロ）16で命中！

ＧＭ：しかしこっちは《見切り》を持っているので、回かい避ひ判はん定ていのダイスが１個こ増ふえます。

カッツ：ぶっ！

ＧＭ：【敏びん捷しよう】は９なので、３個振ふって７以上で回避！

カッツ：素す早ばやいぞ、こいつら！

ＧＭ：そんな攻撃、余裕で……（コロコロ）６!?

カッツ：セ────フ！　はっはははは！　これからは私の時代だっ！（一同笑）




　いや、ＧＭのダイス目が悪かっただけだし。




カッツ：ダメージは……（コロコロ）41！　しかも物理防ぼう御ぎよ力りよくは無む効こうだ。




　カッツの旋せん風ぷうのような攻撃で、いきなりバグベアランナーの半数以上が吹ふき飛とぶ！




ＧＭ：カッツの攻撃は避よける予定だったのにっ！

カッツ：半分か……。まぁ、こんなところだな（一同笑）。

ファム：なんか今までのカッツさんじゃないみたいです！

カッツ：さっきも言っただろう。これからは私の時代だと！

ＧＭ／アルス：「ふむ。いきなりバグベアランナーたちが半減するとは……。これは認にん識しきを改めないといけないようですな」アルスがタクトを振り上げると……。

ヴァリアス：振り上げると？

ＧＭ：いきなり歌い始めます（一同笑）。

ヴァリアス：指し揮き者しやじゃないのかよっ！　しかもさっき狂想曲とか言ってなかったか？

ＧＭ：細かいことは気にしない（笑）。呪じゆ歌かの《レクイエム》（※）を使用！《ガルドル》（※）で対象をファム、ヴァリアス、カミュラ、カッツに。さらに《フォルテ》（※）でダメージも追加！

ファム：呪歌？




　呪歌とは催さい眠みん術じゆつや暗あん示じに近いもので、聞く者の精せい神しんに直ちよく接せつ働きかけることでさまざまな効果を発はつ揮きする特殊な歌のことである。




カッツ：《レクイエム》はまずい！　ここで重じゆう圧あつされると大変なことになるぞ。なんとしても避けるんだ。

ＧＭ／アルス：しかし、呪歌の対決は【精神】になるのですよ。というわけで……（コロコロ）こちらの呪歌判定は23です。「さぁ、私の華か麗れいなる歌を聴ききたまえ～」

ヴァリアス：それはさすがに……（コロコロ）ムリ！

ファム：あたしも……（コロコロ）５と６!?　クリティカルしませんでした。

カミュラ：わたしも失敗です。

カッツ：こっちも失敗！　ここでカミュラが重圧になると《プロテクション》が使えなくなるからな……カミュラを《カバーリング》！

カミュラ：《サモン・アラクネ》使います？

カッツ：いや、《レクイエム》の重圧はダメージに関係ないからあまり意味ない。ここは温おん存ぞんしておこう。

ＧＭ：（コロコロ）それでは、カミュラ以外は49点の魔ま法ほうダメージと、ダメージの有う無むに関係なく重圧を受けてください。

ヴァリアス：49点っ!?　それはさすがにまずいんじゃ……。

カミュラ：《サモン・アラクネ》を使います！（コロコロ）21です！




　魔族の歌声がファムたちの精神を侵しん蝕しよくする。

　高こう揚ようしていた感かん情じようが一気に低下し、思わず膝ひざが挫くじけそうになる。

　その瞬しゆん間かん、カミュラの持つ〝神しん獣じゆうの杖つえ〟に埋うめ込まれている宝ほう珠じゆが光を放ち、〝動物の王〟が一柱アラクネの力によって不ふ可か視しの障しよう壁へきが展てん開かいされる。




カッツ：《インデュア》を２回使用して、とりあえず重圧は避ける。うぉ、これで【ＭＰ】が[image: ]か。しかも【ＨＰ】が55点も減へった……。

ファム：そんなに減ったら死んでます！

ヴァリアス：しまったな。最初に《カリキュレイト》を使っておくんだった……。

カッツ：とにかく、先にエンゲージしている妖よう魔まを倒たおさないと動けん。ファム！

ファム：はいっ！《エアリアルスラッシュ》いきます!!




　マイナーアクションで重圧を解かい除じよし、メジャーアクションで《エアリアルスラッシュ》を放つファム。




ファム：命中は……（コロコロ）31です！




　いくら【敏捷】の高いバグベアランナーとはいえ、〈風〉の才さい能のうを秘ひめたファムの《エアリアルスラッシュ》を避けられるはずもない。




ファム：（コロコロ）ダメージは43点です！

ＧＭ：それは耐たえられません。さらばバグベアランナー、１ラウンドの足止めでキミたちの役目は終わっていたのだよ（一同笑）。そして、その敵かたき討うちとばかりに、【行動値ち】11でモーニングスターを持った妖魔の一いち団だんが突つっ込んできます。マイナーで移い動どうしてエンゲージ。そしてメジャーで《ブランディッシュ》！（コロコロ）よしっ！　クリティカル！

ヴァリアス：げっ！




　地じ響ひびきを立てながら迫せまり来るオウガアタッカーのモーニングスターが、まるで竜たつ巻まきのように四人に襲おそいかかる。

　そして、この攻こう撃げきを誰だれも避よけることができない。




カッツ：ファムを《カバーリング》！　さすがにクリティカルはまずい！

ＧＭ：（コロコロ）ダメージは31点！

カッツ：物理防ぼう御ぎよが19だから合計で24点!?　まずい、このままだと落ちる！




　即そく座ざにカミュラの《プロテクション》がカッツを守る。だが、ファムの分も引き受けたため、完全にダメージを防ふせぐことはできない。

　ヴァリアス、カミュラの【ＨＰ】もじりじりと削けずられていく。




カッツ：こ、これはまずいぞ。

ＧＭ：続いて、もう１グループの攻撃！　同じく《ブランディッシュ》（※）を使用！（コロコロ）さらにクリティカル!!

カッツ：なんだって！

ファム：えぇぇぇぇぇ───！




　オウガアタッカーのもう一集団が再ふたたび襲いかかる。再び全員が回かい避ひに失敗して、さらにダメージは29点！




カッツ：《プロテクション》！《プロテクション》！

カミュラ：カッツさんに《プロテクション》！（コロコロ）20点です。

カッツ：それなら片かた方ほうは打ち消せるから……。げっ！　残り【ＨＰ】は10点!?

カミュラ：わたしも残り９点です。

ファム：こ、これはまずいですよっ！

カミュラ：次はわたしの番ですね。《ヒール》？

カッツ：できれば……。

カミュラ：じゃあ、ここで《サモン・フェンリル》（一同笑）。

カッツ：おいっ！

カミュラ：冗じよう談だんです（笑）。カッツさんを《ヒール》します。




《マジックサークル》も使用した《ヒール》によって、カッツの【ＨＰ】は51点まで回かい復ふくする。




カッツ：助かった。これでまだまだいける！

ヴァリアス：これでようやくオレの順番か。マイナーで重じゆう圧あつを解除、メジャーで《バッシュ》。もちろん《リバウンドバッシュ》も使用する！

ファム：ヴァリアスさん、頼たのみます！

ヴァリアス：命中は……（コロコロ）うげぇ！　６だから合計で18！

ＧＭ：ダイス目が６でも命中18か……。

ファム：これがヴァリアスさんクオリティです！

ヴァリアス：固こ定てい値ちはオレを裏うら切ぎらないぜ！（一同笑）




　このヴァリアスの攻撃によってオウガアタッカーは36点のＨＰダメージを受け、【ＨＰ】が半分近く削られる。




ＧＭ：これでこのラウンドが終しゆう了りよう。こちらはセットアップでやることはないので、どうぞ。
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カミュラ：《ヘイスト》は誰に掛かければいいかな？

ヴァリアス：やっぱりファムじゃない？《マジックブラスト》持っているし。

ファム：でも、理知の宝ほう玉ぎよく持っていますよ。これで【行動値】は18になります。

ヴァリアス：オレも《カリキュレイト》がある。

カミュラ：じゃあ、《ヘイスト》いらない？

カッツ：……いや、ちょっと待て。確たしか、魔族の【行動値ち】って24だったよな。そこで重圧が入ると《マジックブラスト》が使えなくならないか？

ファム：そうですね。

カッツ：ここはファムに《ヘイスト》だな。理知の宝玉も使えば、アルスよりも早く行動できるだろう。そこでオウガアタッカーたちを殲せん滅めつしてもらって、なんとしてもエンゲージをバラバラにするのだ！

カミュラ：じゃあ、ファムに《ヘイスト》を使います。（コロコロ）判はん定ていは成功です。（コロコロ）ダメです。７しかでません

カッツ：いや、これで17になるなるから、理知の宝玉を使えば25になってアルスの【行動値】を超こえることができる！

ＧＭ：突破されたっ！

ファム：じゃあ、理知の宝玉を使います！

ＧＭ：これでセットアッププロセスが終了。で、イニシアチブプロセスになりますが……。

ヴァリアス：もちろん《カリキュレイト》を使用するぜ！　そしてマイナーで《インヴィジブルアタック》、メジャーで《バッシュ》、そして《リバウンドバッシュ》で攻こう撃げき！




　ダイス目はほぼ平へい均きん値であるものの（４個こ振ふって13）、それでも命中判定の達成値は25。【敏びん捷しよう】が５しかないオウガアタッカーが回避できるはずもない。




ヴァリアス：やはり固定値はオレを裏切らないぜ（笑）。というわけでダメージは……（コロコロ）あひゃ～！

一同：えぇ～～！

カミュラ：また見事に平均的なダイス目を（笑）。

ヴァリアス：10、20、25に17を足して42点！　大だい丈じよう夫ぶ、固定値は《シールドスラム》で底上げしているぜっ！（一同笑）

ＧＭ：それでもオウガアタッカーの物理防ぼう御ぎよ力りよくは12なので、30点のダメージを受ける。

ヴァリアス：ダメか……。

ＧＭ：残りの【ＨＰ】は25なので全ぜん滅めつします。

ヴァリアス：げっ！《シールドスラム》がなかったら倒たおせなかったのか！　さすが固定値！　ビバ、固定値!!（一同笑）

ファム：次はあたしですね！

カッツ：とりあえず、マイナーでエンゲージから離はなれるんだ。少なくとも、全員がやられることはなくなる！

ファム：あっ！　そうですね。分かりました!!　マイナーで移い動どうして、メジャーで《エアリアルスラッシュ》でアルスを攻撃です！　いきますよ～。たぁ！（コロコロ）……26です！




　ファムの放った魔ま法ほうは、油ゆ断だんしきっていたアルスを見事直撃する。

　風の刃やいばに翻ほん弄ろうされるアルス。たてがみが、マントが、ユニコーンにも似にた白い肌はだが次々と斬り裂さかれ、血に染そまっていく。




ＧＭ／アルス：「ふっ、私としたことが……。まさかこの私に傷きずを付けるほどの強さだとは想定外でしたよ」さすがにファムの魔法だけで倒すことはできません。

カッツ：まぁ、そうだろうな。これでさっきの攻撃が来たら……。

ＧＭ／アルス：しかし！　身み構がまえるカッツの様子を見たアルスは、ふっと笑いを浮うかべると今まで振り上げていたタクトを静かに下ろします。「とりあえず今日はこの辺で止めておきましょう」

ファム：えっ？

ヴァリアス：どういうことだ？

ＧＭ／アルス：「十分時間も稼かせぐことができましたし、これで私の役目は終わりということですよ。私の美しい肌も傷ついてしまいましたし、楽がく団だん員いんも倒されてしまいましたしね」

一同：さっきのが楽団員かよっ！（一同笑）

ＧＭ／アルス：「まぁ、機会がありましたら、またお会いしましょう。それでは」そう言いながらアルスは深々とお辞じ儀ぎをすると、そのまま次し第だいに消えていきます。

カッツ：見み逃のがしてくれた……って感じだな。

ヴァリアス：でも、なんとか街は守れたようだな。

カミュラ：ですね。とりあえず神しん殿でんまで戻もどりましょう。【ＨＰ】も回かい復ふくしないと……。

ファム：はい！　それにリリスが何を企んでいるのか調べないと。

カッツ：何となく想像つくがな。

カミュラ：サンドバグの暴走？

カッツ：おそらくな。

ファム：でも何かおかしくないですか？

ヴァリアス：何が？

ファム：リリスなんですけど、何だかあたしたちにわざと見せつけるように行動しているような気がするんですよ。

カミュラ：確かにそう言われてみればそうですね。

カッツ：それはそうだが、とにかく今は神殿に戻って対策を練ろう。このままだと、メアンダールが危ない。




　四人は急いで神殿へと戻っていった。





（※）《レクイエム》　バードのスキル。重圧を与あたえる。

（※）《ガルドル》　バードのスキル。対象が「範はん囲い」のバードのスキルを「範囲（選択）」に変へん更こうする。

（※）《フォルテ》　バードのスキル。呪歌の効果と共に魔法ダメージも与える。

（※）《ブランディッシュ》　ウォーリアのスキル。「範囲（選択）」に白兵攻撃する。









◆ミドル 09◆老神官の告白　～三日目朝～




　昔、昔……。

　働き者の真ま面じ目めな青年がおりました。彼には美しい恋こい人びとがおり、ふたりは将しよう来らいを誓ちかい合った仲でもありました。

　しかし、その娘むすめに一ひと目め惚ぼれした王様が、無む理り矢や理り青年の許もとから娘を奪うばい去ったのです……。

──〝無む限げんの砂さ漠ばく〟に伝わる、とある物語より




ＧＭ：さて、ついに三日目になりました。

カッツ：とりあえず確かく証しようが欲ほしいな。オクナム遺い跡せきの出来事について何か知っている人はいないのか？

ファム：確たしか、神官長さんって四〇〇歳さいとか言ってませんでしたっけ？

カミュラ：それなら、何か知っているかもしれませんね。

カッツ：確か一昨日おとといの話だと、今日くらいに意い識しきを取り戻すようなことを言っていたな。

ＧＭ：正確には昨日は目覚めないだろうですけど。でもその見立てどおり、今朝早くに意識を取り戻したそうです。

カッツ：じゃあ、さっそく話を聞きに行こう。

ファム：ナジムさんのところへ行きます！

ＧＭ／ナジム：それではナジムの自室です。ナジムはさっきまで横になっていたようですが、なんとか上半身だけ起こしている状じよう態たいですね。身体からだのあちこちに包帯とか巻まかれています。「いろいろと迷めい惑わくを掛かけたようだな。まずは礼を言わせてもらおう」

カミュラ：いえいえ、ご無事で何よりです。

カッツ：起きてすぐのところ申し訳わけないが、オクナム遺跡について教えてくれないか？

ＧＭ／ナジム：「オクナム遺跡か……」どこか遠くを見つめるような、それでいてどことなく悲しそうな表ひよう情じようをナジムは浮うかべます。

ファム：もしかして、その青年って……。

カッツ：（ナジムになって）ワシだ（爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：ワシだ、じゃない！（笑）

ヴァリアス：なんで、そんなヤツが神官長なんかやっているんだよ（笑）。

カッツ：いや、なんとなくその場の流れでな（笑）。

カミュラ：そもそも、二〇〇年前なんだから、ナジムはもう二〇〇歳じゃないですか。せめて、息子むすことか孫とかにしておきましょうよ。

ファム：それで、どんな話をしてくれるんですか？

ＧＭ：基き本ほん的には、オクナム遺跡の情じよう報ほうを手に入れた時と同じです。




「二〇〇年前のことだ。オクナムという街があった。賢けん君くんと名高かった王が急きゆう逝せいしたあとその王子が王位についたのだが、この王子が先代に似にておらずひどい暴ぼう君くんだったのだよ」




カッツ：よくある話だな。




「オクナムの新しい王はそれまでの鬱うつ憤ぷんを晴はらすように、遠く東方の宝たから物ものや、希少な魔ま法ほうの品々、珍めずらしい食べ物、見目麗うるわしい美女など、片かたっ端ぱしから自分の物にした。それはもう、新しい玩具おもちやを手に入れた子こ供どものようだった。

　だが、そのような子供は飽あきてしまうのも早い。次に新王が目を付けたのが平民の少女だった。貴き族ぞくとは違ちがう清せい楚そなところに惹ひかれたのだろう。お忍しのびで街に出た時に出会った少女に王は一ひと目め惚ぼれして、強ごう引いんに城しろへと連れ帰ったのだ」




カミュラ：その少女がもしかして……。




「そう、ワシの孫の許嫁いいなずけだった娘だ。そこからは皆みなも知っておるとおり。孫が手に入れたオリファンによってオクナムは滅ほろび、暴君である王もサンドバグに殺された。その時に王と一いつ緒しよにいた孫の許嫁もな……」




ファム：……。




「孫は許嫁の変わり果てた姿すがたを見て、みずから命を絶たってしまったのじゃ」




ヴァリアス：結局、誰だれも救われなかった……。憎しみは何も生まないってことだな。

カッツ：そして、オリファンも行方ゆくえ不明になった。それを商人のマーヒルが探さがし出し、リリスが奪うばった。ということは……。

カミュラ：この街をサンドバグに襲おそわせようとしている？

カッツ：だな。おそらく街が滅ほろんだあとにゆっくりと〝グランアインの爪つめ〟を手に入れようとでもしているんだろう。

カミュラ：じゃあ、ここでわたしたちが〝グランアインの爪〟を持って街から出れば……って、そんなわけにいきませんよね。

ファム：当たり前です！

カッツ：だが、我われ々われが爪を預あずかるというのはひとつの方法だな。サンドバグの襲しゆう来らい中に神しん殿でんが襲われて、〝グランアインの爪〟が奪われるという事じ態たいは避さけられる。




　カッツの提てい案あんに悩なやむナジム。

　教きよう皇こうからの紹しよう介かいとはいえ、一いつ介かいの学生に秘ひ宝ほうを預けていいものかどうか……。

　その時、ナジムの部屋にひとりの神官が飛び込こんできた。




「東の……砂さ漠ばくの東の方から何かやってきます！」




カミュラ：やっぱり来ましたね。

カッツ：それでどうする？　ナジム神官長。




　腕うでを組みながら、厳きびしい表ひよう情じようを浮うかべていたナジムは、覚かく悟ごを決めたように四人の顔をじっと見つめた。




「……キミたちにすべてを任まかせよう。街の長老にはわしから伝えておく。〝グランアインの爪〟、そしてこのメアンダールを救って欲ほしい」




　その言葉にファムは大きく頷うなずいた。




ファム：任せてくださいっ！　絶ぜつ対たいにこの街は守ってみせます！







◆ミドル 10◆サンドバグ襲しゆう来らい！




　東の地平線にシミのような黒い靄もやがポツンと浮うかび上がる。

　やがてその靄は、紙に墨すみが染しみていくかのように次し第だいに広がっていく。

　それは数千、数万、あるいは数千万というサンドバグの群むれ。

　虫たちの向かう先には、〝迷めい路ろの街〟メアンダール……。




ＧＭ：というわけでマスターシーンです。東の空にまるで雨雲のようなサンドバグの群れが発生して、メアンダールの方へと向かっていきます。

ファム：き、来ましたよっ！

ＧＭ：そして羽音もだんだん大きくなってきます。

ヴァリアス：ドキュメンタリー番組なんかであるイナゴの大たい群ぐんみたいな感じか？

ＧＭ：そうですね。ただし、サンドバグは甲こう虫ちゆうなのでもっと黒いですが。こんな感じの虫です（『エネミーガイド』のイラストを見せる）。
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ファム：コガネムシみたいですね。

ＧＭ：はい。集しゆう団だんになると動物も食い殺す獰どう猛もうな虫です。それが何千万匹びき。

ヴァリアス：何千万匹っ!!　どうやって退たい治じするんだ、そんなの。

ＧＭ：ちなみにサンドバグはその大半がエキストラです。通つう常じようのデータを持ったサンドバグは４グループのみとします。

カッツ：なるほど。エキストラなのか。

ＧＭ：ただし、このサンドバグをすべて退治できない場合、メアンダールはほぼ壊かい滅めつ状態になってしまいます。

ヴァリアス：倒たおす方法はひとつだけか。

ファム：あるんですか？

ヴァリアス：《ゲイ・ボルグ》の攻こう撃げきはシーン全体に有ゆう効こうだからな。エキストラなら一撃で全部倒すことができる。データを持った方はダメージ次第だけどな。

カッツ：ただ、その場合は我われ々われはヴァリアスの援えん護ごはできない。

ファム：なぜですか？

カッツ：我々もダメージを受けてしまうからだ。《ゲイ・ボルグ》は使用者以外のシーンに登場しているすべてのキャラクターを対象とするからな。

ヴァリアス：つまり、ここはオレが出るしかないわけだ。

カミュラ：いやいや、ここはわたしが……。

ファム：待て、待て、ここはあたしが……。

ヴァリアス＆カミュラ：では、どうぞどうぞ（笑）。

ファム：えぇ───！（一同笑）。

ＧＭ：どこのお笑い芸人ですか！（笑）

カミュラ：よかった～。こじまめが流れ分かってくれて（笑）。

ファム：当たり前じゃないですか！

ＧＭ：もしかして、狙ねらってたんですか？

カミュラ：もちろんです（笑）。

ＧＭ：まさかここでネタをやられるとは思わなかった～。まぁ、それはおいといて、画面は神しん殿でんの前に移うつって、そこに降おり立つ翼つばさを持った人ひと影かげがひとつ。

カッツ：どっちにしろ、居い残のこり組も戦せん闘とうになるわけか。しかもヴァリアス抜ぬきで……。




　ゆっくりとリリスは神殿への階かい段だんを上る。

　彼女自身の決着を付けるために……。







クライマックスフェイズ







◆クライマックス 01◆暗き月の魔ま族ぞく




　神々やその眷けん属ぞくの像ぞうが並ならぶ通路を歩くリリス。

　ここを歩くのは二度目。

　今度はきっと彼らが待っているはず……。

　そう彼女は確かく信しんしていた。




ＧＭ：さて、それではクライマックスフェイズです。神しん殿でんの入り口から差し込こむ光を背せ負おって、リリスが歩いてきます。「やっぱりここにいたんだね」

ファム：〝グランアインの爪つめ〟は絶ぜつ対たいに渡わたしません！

ＧＭ／リリス：「そんなこと言っても、もうこの街は終わりだよ。オクナムのようにサンドバグに蹂じゆう躙りんされて滅ほろぶんだよ」

ヴァリアス：やっぱりそのつもりだったのか。

カッツ：いや、待て。それならば、なぜわざわざここに来たんだ？　街が滅んでから〝グランアインの爪〟を捜さがせばいいじゃないか。

ＧＭ／リリス：「だから言ったじゃない。復ふく讐しゆうだって」

ファム：何に対する復讐なんですか！　そりゃ、前にあなたを倒たおしましたけど、あの時はそうするしかなかったんです。そうしないと、あたしが魔族になってしまって……。

ＧＭ：というファムの言葉に、リリスは一いつ瞬しゆんびくっとした様子を見せます。

カッツ：何に反はん応のうしたんだ？

カミュラ：魔族になって……？

ＧＭ／リリス：そんなあなたたちの思考を中断するように、リリスは言葉を続けます。「おしゃべりが過すぎたようだね。さぁ、この街を滅ぼしたくなかったら、そして〝グランアインの爪〟を奪うばわれたくなかったら、ボクと戦うしかないんだよっ！」リリスは叫さけびながら、翼つばさをバサッと広げます。
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　翼からこぼれ落ち、舞い散る羽根と共に、リリスの側に分ぶ厚あつい書物を持った眼鏡めがねの女性、それと尻尾しつぽが鎌かま状じようになったイタチに似た獣が現あらわれる。

　魔族パイモン、そして東方由来の魔獣カマイタチである。

[image: ]




ヴァリアス：眼鏡の方は魔族かっ！。

ファム：ヴァリアスさんっ！

ヴァリアス：ん？

ファム：ここはあたしたちに任まかせて、早く行ってください！

ヴァリアス：しかし……。

ファム：サンドバグを倒すことができるのは、ヴァリアスさんだけなんです。




　ヴァリアスを真っ直すぐな目で見つめるファム。

　その目には一点の揺ゆらぎもない。
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ヴァリアス：……分かった。じゃあ、ちょっくら行ってくるぜ。とっととサンドバグを倒してすぐに戻もどってくるからな！　ここは任せたっ!!




　神殿から走り去るヴァリアスを見送るリリス。

「よろしいのですか？」

　眼鏡の魔族──パイモンがリリスに問う。

「あの数のサンドバグをたったひとりで倒せるはずがないよ。放っておいても問題ない」

　横目でパイモンを制せいしたリリスは、再ふたたび視し線せんをパイモンからリリスへと移うつす。




「ボクに勝つことができたら、すべて教えてあげる。……復讐の意味もね」




　わざと挑ちよう発はつするかのような口調でありながらも、リリスの表ひよう情じようはどこか寂さびしげだった。







◆クライマックス 02◆復ふく讐しゆうの果てに




　馬に跨またがり、狭せまい街路を疾しつ走そうするヴァリアス。

　馬上で必死に鞭むちを振ふるい、急ぐ！　急ぐ！　急ぐ!!




ＧＭ：それではここから戦せん闘とうに入りますが、状じよう況きようがちょっと特とく殊しゆなのでここで整理します。

カッツ：戦闘が二ヶ所に分かれるからな。

ＧＭ：はい。前例として『ルージュ』の三巻かんがありますので、基き本ほん的には同じルールでプレイすることにします。





①このふたつの戦闘は、同じシーンの中で行なわれているものとする。

②戦場同士は、それぞれお互たがいを視界に収おさめることはできない。よって、他の戦場に存そん在ざいするものを対象として、スキルを使用することはできない。

③ギルドスキルは両方の戦場に対して効こう果かを発はつ揮きするものとする。

④戦闘が終われば、そこで戦っていたＰＣはもうひとつの側の戦場に移い動どうしてよい。登場できるのは次の戦闘ラウンドのセットアッププロセスである。






ＧＭ：以上です。

カッツ：あれ？『ルージュ』にはあった、戦闘不能になったら〝とどめを刺す〟が抜けてるな。

ＧＭ：はい。〝とどめを刺さす〟かどうかについては、あえて外してあります。

カミュラ：なんでですか？

ＧＭ：まぁ、それについてはリリスの行動原理に関わっているので内緒ということで。では、もう一度、エネミーの構こう成せいを確かく認にんしておきます。




ヴァリアス側：サンドバグ（エキストラ）×（数百万－４）グループ

　　　　　　　サンドバグ（モブ）×４グループ




ヴァリアス：なんていい加か減げんな。というか、４を引く意味がない（笑）。




ファム側：リリス×１

　　　　　魔族（パイモン）×１

　　　　　魔獣（カマイタチ）×２グループ




ファム：こっちはかなり辛つらそうです。

カッツ：ヴァリアスがどのタイミングで戻ってこられるかが勝負だな。

ファム：ヴァリアスさん、お願いしますっ！

ヴァリアス：おうっ！




　メアンダール、東の入り口にあたるラウダールの門。

　門衛の制止を振り切り、馬から飛び降りたヴァリアスは、そのまま市壁内の階段を息も継がずに一気に駆け上がる。

　薄暗い螺旋階段を抜けた先は輝く蒼そう穹きゆう。だが、東の空は黒い靄で覆われている。

　すでに無数のサンドバグたちは街の近くまで迫せまっていた。

　辺りに人がいないことを確認すると、背負っている槍やりを抜き放つ。

　精せい神しんを集中するように目を閉とじ、ルキアノスの放った《ゲイ・ボルグ》を思い出す。

　槍を構えた瞬間、それまでの緊張が嘘のように解けていった。

　自分しかいないはずなのに、背中に仲間を感じることができる。




ＧＭ：それでは戦闘を開始します。第１ラウンドのセットアッププロセスから！




　最初に動いたのは【行動値ち】19のリリスだった。




ＧＭ：リリスがカミュラに対して《プロヴォック》を使用します。

カミュラ：《プロヴォック》？

カッツ：相手を挑ちよう発はつさせて、自分に攻こう撃げきさせるスキルだ。

カミュラ：（間髪入れず）なにさらすねん（一同笑）。

ＧＭ：いきなり突っ込みを入れられても。まず判はん定ていがありますから（笑）。で、この対決に負けると、カミュラはリリスを攻撃しなくてはなりません。

カミュラ：え？　リリスに？

ＧＭ：そうです。判定は【精神】です。リリスの【精神】は10で、《得意分野：精神》を１レベル、《フューリー》を２レベル持っているので13＋３Ｄになります。

カッツ：《得意分野：精神》？　操あやつる気満々じゃないか。

ＧＭ：前回はまったく操れませんでしたからね。で、判定は……（コロコロ）25！

カミュラ：それはさすがクリティカルしないと……（コロコロ）失敗です。

カッツ：……そうかっ！　カミュラの《ヒール》を封ふうじるためかっ！

ＧＭ：さらにカミュラの【ＭＰ】減べらしも兼かねていますけどね。カミュラが攻撃するとすれば《サモン・フェンリル》しかないですからね。さて、次は……。




　リリスに続きパイモンが【行動値】18でカマイタチに《集しゆう団だん統とう率そつ》を使用する。




ファム：《集団統率》？

カッツ：自分の部下をセットアップで行動させる特とく殊しゆ能のう力りよくだ。

ヴァリアス：セットアップで攻撃してくるぞ！

ＧＭ：カマイタチの１グループが、マイナーアクションで移い動どうしてエンゲージ、そしてメジャーアクションで《連続攻撃》（※）を使用してファムを攻撃！

カッツ：いきなり《連続攻撃》かっ！

ＧＭ：一回目の攻撃……（コロコロ）18！




　パイモンの命令により、カマイタチが尻尾しつぽの鎌かまをファムに振ふるう。




ファム：そんなのムリです。回かい避ひ失敗です。

カッツ：ファムを《カバーリング》！




　とっさにカッツがカマイタチの尻尾を受け止める。だが、カマイタチの攻撃はカッツの鎧よろいをすり抜け、直ちよく接せつ肉体にダメージを与あたえた！




カッツ：何っ！　魔ま法ほうダメージだと！

ＧＭ：属ぞく性せい〈風〉の魔法ダメージです。でも、ダイス目がかなり低めでダメージは20点。

カッツ：《プロテクション》を……ダメだ。それは二回目の攻撃に取っておかないと。

ＧＭ：そのとおり。では二回目の攻撃……（コロコロ）クリティカル！

ファム：またクリティカルですかっ！　避よけられません!!

ＧＭ：ダメージは……（コロコロ）こっちも低い。30点です。




　尻尾を回した反動でさらに身体からだを回転させるカマイタチ。カッツの隙すきを狙ねらい、鎌のように鋭するどい尻尾がファムに再ふたたび襲おそいかかる。




カミュラ：《プロテクション》！（コロコロ）16点、ダメージを減らしてください。

ファム：魔法防ぼう御ぎよ力りよくが13だから、ダメージは１点です！　ありがとうございますっ！




　しかし、カマイタチの行動は終わらない。




ＧＭ：では、もう１グループのカマイタチがマイナーで《バッドステータス付ふ与よ：転てん倒とう》、メジャーで《遠えん隔かく攻撃》をします。もちろん対象はファム！




　だが、この攻撃もカッツによって《カバーリング》され、さらにカミュラの《プロテクション》がカッツを守る。




カッツ：魔法防御が11で、《プロテクション》の分が14だと25点まで防ふせぐ。

ＧＭ：くっ！　こっちのダメージは25点ですから、ＨＰダメージは０。したがって、転倒は入りません。

カミュラ：わたし、すごいっ！（笑）

カッツ：あぁ、助かった。この状じよう態たいで転倒なんか受けたら、どうなったことやら。

ＧＭ：これでこちらのセットアップは終しゆう了りようです。

カッツ：ようやくこっちの番だな。

ファム：はいっ！　理知の宝ほう玉ぎよくを使います！　これで【行動値ち】が18になります。

カミュラ：《ヘイスト》は誰だれに使いましょう？

カッツ：こうなると誰でもいいな。カマイタチはもう行動終わっているし、あとはリリスとパイモンだけだし。どうせリリスはまたこっちを操あやつってくるだろうからな。

カミュラ：じゃあ、自分に《ヘイスト》を掛かけます。（コロコロ）判定は成功。（コロコロ）＋９で【行動値】が19になりました（笑）。

ＧＭ：うわっ！　リリスと同じってことはカミュラが先か……。

ヴァリアス：あとギルドスキルの《限げん界かい突とつ破ぱ》と《陣じん形けい》もお願いします。

カッツ：《陣形》？

ヴァリアス：こっちのダメージが増ふえるんですよ。移動すると、そのラウンドの間だけシューティングスターの攻こう撃げき力りよくが＋３される。

ファム：じゃあ、使いましょう！　ヴァリアスさんには、早く戻もどってきてもらわないと。

ＧＭ：では、《陣形》でヴァリアスが移動できます。それと《限界突破》の効こう果かでこのラウンドの間、すべての判はん定ていに＋７、ダメージに＋７されます。
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カミュラ：それなら《サモン・フェンリル》が当たるかも（笑）。

ヴァリアス：そこで《ダンシングヒーロー》ですよ。

カッツ：フェイトも使えばさらにダイスが増える。

カミュラ：両方使っておこうかな。なんか、向こうの回かい避ひが高そうな気がするの。特にカマイタチとか。




　うぐっ、見事な読みです。




カミュラ：それじゃあ、《サモン・フェンリル》をリリスに向かって撃うちます。あ、マイナーで《マジックサークル》も。それから《ダンシングヒーロー》も使います。いきまーす！　（コロコロ）14＋６で20です。

カッツ：《限界突破》の分も足すと27だな。

ＧＭ：リリスが《援えん護ご》を持っているのでリリス以外は判定のダイスが１個こ増えますけど、それはさすがに全員クリティカルじゃないとムリですね。

ヴァリアス：そういえば、前回も《援護》持っていたっけ。

ＧＭ：前回持っていたスキルや特殊能力はもちろん全部持っていますよ。




　カミュラの祈いのりに応こたえて、動物の王が一柱〝牙きば持つ動物の王〟フェンリルが、狼おおかみにも似にた幻げん体たいを物ぶつ質しつ界へと降こう臨りんさせる。

　激はげしい咆ほう哮こうと共にカミュラに仇あだなす敵てきへと突とつ進しんする！




カミュラ：ダメージは５Ｄ＋７ですから……（コロコロ）31点です！

ファム：すごいっ！　５が４つも出てる！

ＧＭ：リリスに21点、パイモンに18点、カマイタチに23点のダメージ。《バッドステータス無む効こう》を持っているリリス以外は重じゆう圧あつを受けます。

カミュラ：（Ｖサインを出しながら）やりましたっ！　Ｖっ！

ＧＭ：リリスやパイモンはともかく、カマイタチが重圧なのは痛いたい……。次はリリスです。

ヴァリアス：ちょっと待った！《カリキュレイト》を使ってここで割わり込こむ！　マイナーアクションで《ゲイ・ボルグ》、メジャーアクションで《バッシュ》！




　市し壁へきの上にひとり立つヴァリアス。次し第だいに近づいてくる雲うん霞かのごときサンドバグの群むれ。

　その中心めがけて、シューティングスターを放つ！




ヴァリアス：命中は《スピアマスタリー》で＋１Ｄ。フェイトは……いや、ここは使わずにいこう。ダメだった時は振ふり直す覚かく悟ごで！（コロコロ）30で命中っ!!




　投げられた槍やりは一直線にサンドバグの群れへと飛んでいき、途と中ちゆうで無数の鏃やじりへと分散する。




ＧＭ：それはさすがにクリティカルしないとムリ！（コロコロ）モブはすべて回避失敗、エキストラはもちろん回避できません。

ヴァリアス：よしっ！　ここでフェイトを１点使って《ブルズアイ》を解かい除じよする。さらにフェイトを３点使って……合計で29＋17Ｄ！

カッツ：17Ｄってことは平へい均きんで60点くらいか……。

ヴァリアス：やっぱり命中にフェイトを１点使ってクリティカル狙ねらった方がよかったか？

ＧＭ：しかしもう後の祭り（笑）。さぁ、ダメージをどうぞ！

ヴァリアス：いくぜっ！




　一気に17個のダイスを放ほうり投げる。

　踊おどるように机つくえの上を転がるダイス。




ヴァリアス：うぉ～。なんて平均目な感じなんだ！

ファム：１も６も少ないですねぇ。

カミュラ：つまり平均ってことですね、これは。

ヴァリアス：10、30、40、50の59＋29で88点の魔法ダメージ！　微び妙みように足りない予感がする！

ファム：でも、そんなに悪くないですよ！

ＧＭ：もちろんエキストラのサンドバグたちはこの一撃で殲せん滅めつされます。無数の鏃が砂すなに突つき刺ささり、辺り一面に砂すな煙けむりがもうもうと立ち上ります。

カッツ：やったか？

ＧＭ：が、その砂煙を数十匹ぴきのサンドバクが突き抜ぬけてきます。サンドバグの【ＨＰ】は95点！　残念ながら７点足りませんでした。

ヴァリアス：みんな、すまん！　そっちに合流するのは３ラウンド目からになりそうだ。

ファム：ヴァリアスさん、早くっ！

ＧＭ／リリス：では、《ゲイ・ボルグ》の着ちやく弾だん（？）による地じ響ひびきが神しん殿でんへと届とどいたところで「どうやら向こうも始まったみたいだね。じゃあ、ボクも本気を出せてもらうよ」

カッツ：よし、こいっ！

ＧＭ：では、カッツに《誘ゆう惑わくの声》！　ファムに《ペネトレイトブロウ》を使ってもらいましょうか。「（ファムを指さして）ほら、ボクはそこだよ」

カッツ：前回も使った操あやつる技わざだな。だが、こっちもあれから成長している。【精せい神しん】が２点上がっているのだ。

カミュラ：たった２点じゃねぇ（一同笑）。

カッツ：どっちの味方なんだよっ！（笑）

ＧＭ：《誘惑の声》の判はん定ていは……（コロコロ）24です。

カッツ：24!?　本当に容よう赦しやがなくなっているぞ、それ。《限げん界かい突とつ破ぱ》が入っても11以上か……（コロコロ）失敗！　いいか、今から私はお前を殴なぐる。避よけろ！（爆ばく笑しよう）

ファム：はいっ！

カッツ：ちなみに命中は５＋４Ｄだ（一同笑）。

ファム：そ、そんなのムリですよぉ～。

ＧＭ：あ、《限界突破》があるので12＋４Ｄです。もちろんファムにも＋７されるから、あまり関係ありませんが。

カッツ：びっくりさせるなよっ！（笑）ふぅ……。さぁ、いくぞ……（コロコロ）！

カミュラ：あ、結けつ構こう低いですよ。

カッツ：お、ラッキー。ダイス目が10ということは22か。

ファム：＋７されるとあたしの回避が11ですから、ダイス目で11以上ですね。

ヴァリアス：フェイトを１点使うとなんとかなるかも。２点使えばほぼ確かく実じつに回避できる。

ファム：じゃあ、フェイトを１点使います。たぁっ！（コロコロ）……ダメです。７しか出ませんでした。

カッツ：くっ！　自分で殴った拳こぶしに対して《カバーリング》！（一同笑）




　ファムに攻こう撃げきする直前に、自分が操あやつられていることに気づいたカッツは必死にその攻撃を止やめる。だが、一度振ふるった拳を完全に止めることはできない。

　やむを得ず腕うでを無理に捻ひねることで、拳の方向を反らす。




カッツ：まさか、自分の攻撃を自分で《カバーリング》することになるとは……。

カミュラ：何、そんな面おも白しろいことやっているんですか（笑）。

ＧＭ：では自分でダメージを算出して、自分でダメージを受けてください。




　だが、得てしてこういう時にダイス目はよくなるもの。




カッツ：（コロコロ）12っ!?　なんでこんな時に！（爆笑）

ファム：す、すいません、すいません！

カッツ：ダメージ37点が防ぼう御ぎよ力りよく無む視しはさすがにやばい。《プロテクション》をくれ、《プロテクション》！

カミュラ：え～。せっかく面白いのに（笑）。

カッツ：おいっ！

カミュラ：冗じよう談だんですよ（笑）。《プロテクション》！




　しかし《限界突破》の効こう果かもあり、ダメージを半分も減へらすことはできない。




カッツ：おぉぉぉぉ……。わ、私の腕がっ！（一同笑）

ファム：カッツさんの仇かたきはあたしが取りますっ！

カッツ：まだ、死んでねぇよっ！（笑）




　反撃とばかりに《マジックブラスト》で効果範はん囲いを広げた《エアリアルスラッシュ》をファムが放つ。

　だが、リリスは落ち着いた動きでその魔ま法ほうを斬きり裂さくかのように手刀を叩たたき込んだ。




ＧＭ：その《エアリアルスラッシュ》に対して、《ディフレクション》（※）を使用！

カミュラ：《ディフレクション》？

カッツ：魔法を跳はね返すスキルだ。

ＧＭ／リリス：とはいっても命中が34だから、実はクリティカル狙ねらい（笑）。（コロコロ）ダメです、失敗！《限界突破》がなければ成功だったのに……。「この程てい度どの魔法なら……え？　思ったよりも威い力りよくが……は、跳ね返せない！」

ファム：これがあたしたちの力ですっ！




　そしてカマイタチ、パイモン共に回かい避ひに失敗。




ＧＭ：くっ！　仕方がありません。ここでリリスが《アラウンドカバー》！

カッツ：させるか！《アラウンドカバー》（※）を《インタラプト》！

ＧＭ：さすがに《インタラプト》はどうしようもありません。ダメージをどうぞ！

ファム：はいっ！　ここで《マジックフォージ》も使用します！　ダメージは……（コロコロ）89点ですっ！




《エアリアルスラッシュ》による風の刃やいばがリリスたちに襲おそいかかる。

　魔ま獣じゆうカマイタチは〈風〉の属ぞく性せいを持つため、本来なら〈風〉の魔法への抵てい抗こう力りよくは強いはずなのだがその魔獣をも一いつ瞬しゆんで葬ほうむりさり、パイモンの持つ魔書も次々と斬り裂かれていく。

　だが……嵐あらしのような強風でさえ、リリスを傷きずつけることはできなかった。




ＧＭ：リリスは《インヴァルネラブル》（※）を使用！　身を守るために巻き付けていた翼をバサッと広げるリリス。傷ついた様子はありません。自分の受けるＨＰダメージを０にします。

カッツ：そんなものまで持っているのか……。なんだ、こいつ。前回とまったくスキルの構こう成せいが違ちがうぞ？

ＧＭ：さて、なぜでしょう（笑）。さて、次の行動はパイモン……なんですが。

ファム：なんですが？

ＧＭ：ファムが理知の宝ほう玉ぎよくを使うようになったので、こっちの戦せん術じゆつがひとつすでに崩くずれているんですよ。《呪じゆ縛ばくの魔書》をカッツに使用します。

ファム：《呪縛の魔書》？

ＧＭ：【知力】の対決に勝つと、対象を行動済ずみにする特とく殊しゆ能のう力りよくです。本当はファムに使う予定だったんですが、ファムよりも行動が遅おそくなってしまったので、微び妙みように意味がなくなってしまったのですよ。

ファム：あ、危ないところでした。




　もちろん【知力】の高い（14）のパイモン、さらにリリスの《援えん護ご》（※）が加わってはカッツが勝てるはずもなく、カッツは行動済になってしまう。

　とはいっても、本来は盾たて役のカッツ。あまり大たい勢せいに影えい響きようはない。

　そしてサンドバグの攻こう撃げきは……。




ＧＭ：４グループのうち、３グループが命中！

ヴァリアス：《限げん界かい突とつ破ぱ》のおかげで回避できると思ったんだが、ほぼダイス目の勝負になるとは。意外とサンドバグの命中が高い！　残り【ＨＰ】は29になっちまった。

ファム：だ、大だい丈じよう夫ぶですか？

ヴァリアス：ああ。次のラウンドでけりを付けてやる！




　第２ラウンド。
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　再ふたたびリリスはセットアップでカミュラに《プロヴォック》を仕し掛かけるが、《ダンシングヒーロー》とフェイトを使用したカミュラは抵てい抗こうに成功する。




ＧＭ：そこまでダイスを振ふられるとやっぱり無理ですか。しかし、まだこっちのセットアップは続きます。パイモンが《司し令れい塔とう》を使用。リリスとカマイタチの判はん定ていに＋６します。




カッツ：何っ！　そんなものまで持っているのか……。

カミュラ：《ヘイスト》はカッツさんに掛けます？

カッツ：頼たのむ。とりあえずこのカマイタチを倒たおそう。これ以上《カバーリング》し続けると、私の【ＨＰ】と【ＭＰ】が持たない。




　カミュラの《ヘイスト》によってカッツの【行動値ち】が27になる。もちろん、ファムもパイモンより先に行動するために理知の宝玉を使用する。

　そしてイニシアチブプロセス。

《カリキュレイト》で割わり込こんだヴァリアスが、予よ備びのシューティングスターを装備しながら、残ったサンドバグを攻撃する。




ヴァリアス：これで終わりっ！　これで次のラウンドからオレもそっちに参戦するぜ！

カッツ：よし。ならば、いまのうちにこのカマイタチを……。マイナーで《ヴァイタルフォース》、メジャーで《ペネトレイトブロウ》！




　念のためにフェイトを使用して攻撃するカッツ。

　だが、もともと回かい避ひが高い上に《司令塔》で＋６されたカマイタチにはかすりもしない。




カッツ：ダメだ。私程てい度どの命中判定の値ではクリティカルしないと当たらん！




　カマイタチのあまりの素す早ばやさに舌した打うちするカッツ。

　その隙すきを突つくように、リリスに操あやつられたファムが魔ま法ほうでカッツを攻撃する。




ファム：（コロコロ）抵抗失敗です！　カッツさん、避よけてくださいっ！

カッツ：避けられるかっ！（一同笑）




　カミュラの《プロテクション》でなんとかダメージを軽けい減げんするも、カッツは14点のＨＰダメージを受けてしまう。




カッツ：【ＨＰ】が半分切った。これはまずい……。

ファム：す、すみませんっ！　あ、次はあたしですね。もう一度、《マジックブラスト》＋《エアリアルスラッシュ》で攻こう撃げきします！（コロコロ）うわ、低い！　21です。




　カッツへ攻撃してしまったためらいのため、ファムの集中がとぎれる。

　その様子を見たリリスは、再び手刀の構かまえを取る。




ＧＭ／リリス：「二度は同じ手は受けないよ」《ディフレクション》を使用します。《司令塔》の効こう果かで＋６されるので……（コロコロ）もちろん成功！　パイモンの回避は……（コロコロ）あ、クリティカル！

カッツ：しかたない。ファムを《カバーリング》！




　再びファムの魔法で斬きり刻きざまれるカッツ。

　身体からだのあちこちから血が流れ、その傷きずの多さがファムの魔法の威い力りよくを物語っている。




カッツ：ファムだけは敵てきに回したくないな。だが、カミュラが《プロボック》の抵抗に成功したのは大きいな。次に《ヒール》してもらえればなんとかなる。

ＧＭ：と思います？　次の行動はパイモンです。

カッツ：パイモン……。しまった!!　カミュラの行動が止められる！

ＧＭ：ふっふふふふ……。そのとおりです。カミュラに《呪じゆ縛ばくの魔書》を使用！




　カッツの予想どおり、カミュラはこの対決に失敗して行動済ずみに。

　さらにカマイタチがとどめとばかりにカッツに攻撃を仕し掛かける。




ＧＭ：マイナーで《バッドステータス付ふ与よ：転てん倒とう》、メジャーで《連続攻撃》！




　カマイタチの一度目の攻撃を、カミュラの《プロテクション》で何とか防ふせぐカッツ。だが二度目の攻撃は……クリティカル！




カッツ：またクリティカル!?　ちょっと今日クリティカル出で過すぎだよ。

ＧＭ：いや、ほんと。私もびっくりですよ（笑）。（コロコロ）ダメージは……せっかくのクリティカルなのに低い！　27点の〈風〉の魔法ダメージです。

カッツ：《プロテクション》は……そうか《連続攻撃》だから無理か。魔法防ぼう御ぎよ力りよくが11だから、16点のＨＰダメージ。残り【ＨＰ】はまたしても10！　よし、耐たえたっ!!

ファム：ぎ、ぎりぎりですよっ！

ＧＭ：くっ！　これで落ちないのか？　せっかくクリティカルだったのに……。

カミュラ：なんとか２ラウンド持ちましたね。

ファム：はいっ！




　第３ラウンド。

　サンドバグを倒たおしたヴァリアスがようやく神しん殿でんに戻もどってくる。
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ヴァリアス：待たせたなっ！　と言いながらようやく登場。

ファム：ヴァリアスさん！

カッツ：遅おそいぞっ！

ファム：でも、これで形勢逆転ですね。

ＧＭ／リリス：「どうやらサンドバグは倒したようだね」最初から倒されるのは分かっていたような口ぶりでリリスは呟つぶやきます。

カミュラ：分かっていた？　こっちが《ゲイ・ボルグ》を使うことを知っていたってことかしら？

ＧＭ：さすがにそこまではリリスの表ひよう情じようからは分かりません。さて、まずはこちらのセットアップからですね。リリスが再ふたたびカミュラに《プロボック》を仕掛けます。（コロコロ）こちらは22で、【精せい神しん】で対決です。

カッツ：ここはなんとか耐えてくれ。ここで《ヒール》が来ないとかなり厳きびしい。

カミュラ：ですね。もう一度《ダンシングヒーロー》とフェイトを使います。（コロコロ）15に【精神】の７を足すと22です！　おーし、来た～っ！（笑）

ファム：おぉ～～～。

ＧＭ／リリス：リリスも驚おどろいています。「また耐えた？　なんでキミはボクの言うことを聞いてくれないんだよ！」

カミュラ：日ひ頃ごろの行ないの違ちがいです（一同笑）。




　続いてファムが理知の宝ほう玉ぎよくを使い、パイモンが《司し令れい塔とう》を使用する。

　また、カミュラはカッツに《ヒール》を使用するために自分に《ヘイスト》を掛けて、カミュラの【行動値ち】が24に。

　さらに《陣じん形けい》を使用して、シーンに登場したヴァリアスが一気にパイモンやリリスとエンゲージする。

　ヴァリアスの登場によって、状じよう況きようは変化を迎むかえた。




カミュラ：まず最初はわたしですね。《マジックサークル》＋《ヒール》をカッツさんに使います。（コロコロ）判はん定ていは成功。（コロコロ）40点回かい復ふくしてください。

カッツ：これで【ＨＰ】が50点。これで１回は耐えられるな。

ＧＭ：まだ《蘇そ生せい》が残っているのに、ここで回復されるとは……。

カミュラ：ふぅー、何とかなりましたね。まだ、《ガーディアン》も残っているし、これでだいぶ楽になります。

ＧＭ：しかし、これからがこの戦せん闘とうの本番なのですよ。

カッツ：まだ何かあるのか？

ＧＭ／リリス：マイナーで武ぶ器きを準じゆん備び、何もない空間から一ひと振ふりの両手剣けん──霊れい破は斬ざんを取り出します。

ヴァリアス：これが神官長の斬り傷きずの答えか……。

ＧＭ：そのとおりです。刀身に何やら魔ま法ほう文字が刻きざまれているところを見ると、マジックアイテムだということは分かります。そしてメジャーアクションで《コールサーヴァント》（※）。

カッツ：《コールサーヴァント》？　何をするつもりだ？

ＧＭ／リリス：「オルランドの名においてここに召しよう喚かんす……」

ファム：オルランド……って、えぇ!?

ＧＭ／リリス：「我わが愛馬、ヴェリアンティーノよ。幽ゆう界かいより来たれ！」リリスの声と共に空間が歪ゆがみ、高らかにいななきながらそこから一頭の駿しゆん馬めが出しゆつ現げんします。カミュラはヴァリアンティーノという名前に覚えがあります。オルランドの乗っていた馬の名ですね。
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カミュラ：（驚いたような声で）そ、その名前はオルランドの愛馬！

カッツ：リリスがオルランド？

カミュラ：そういえば、オルランドは魔族になったって言ってましたっけ。

ファム：でも性せい別べつが違いますよ。

ヴァリアス：だけど、これでウォーリアやナイトのスキルを使ってきたのは分かる。もともと騎き士しだったんだからな。

ＧＭ：そういうことです。で、こちらはヴェリアンティーノを召喚して終わり（笑）。

ファム：え？

カミュラ：馬に騎き乗じようしないで呼よんだだけ？

ＧＭ：召喚したのはサーヴァントという特殊な生物なので、騎乗するためには《ライドオン》（※）を使わないとダメなのですよ。ということで次はファムですね。

ファム：はいっ！

カッツ：ここはパイモンに攻こう撃げきするんだ。

ファム：《マジックブラスト》を使わなくていいんですか？

カッツ：範はん囲いにするとまた跳はね返される。それにリリスが《アラウンドカバー》を使用したということは、《カバーリング》を持っているはずだ。たとえ、《カバーリング》を使用したとしても、リリスにダメージがいけばそれはそれでよし。

ファム：なるほどぉ。じゃあ、パイモンに《エアリアルスラッシュ》です。（コロコロ）命中は28です！




　もともと支し援えん系けいに特化しているパイモンは、実は戦闘能のう力りよく自体はあまり高くない。

　命中に特化した《エアリアルスラッシュ》を避よけることはかなり難むずかしい。




ＧＭ：さすがにそれは避けられません。




　パイモンに迫せまる風の刃やいば。

　だが、パイモンは余裕の表所を崩さない。もし、何かあった時はリリスがパイモンを守る手はずになっているからだ。

　しかし……。




ＧＭ：迫り来る《エアリアルスラッシュ》を横目にパイモンはリリスに目で合図を送りますが、リリスはその合図を無む視しします。戸と惑まどうパイモンに《エアリアルスラッシュ》が直ちよく撃げき！

カミュラ：《カバーリング》しなかった？

カッツ：どういうことだ？

ファム：よく分からないので、フェイトは使わないでおきます。普ふ通つうに攻撃して……（コロコロ）ダメージは40点です！

ＧＭ／パイモン：「リリス！　これはどういうことですかっ!?」傷きず口ぐちを押おさえながら、慌あわてた様子でパイモンはリリスに問い掛かけますが、リリスは何も答えません。次はパイモンの行動で逃とう走そうしようと……。

ヴァリアス：待った！　ここで《カリキュレイト》を使用する！　逃にがすかっ!!　というところで、ものは相談でございます。ギルドマスター殿どの（一同笑）。




　なんでそこで卑ひ屈くつになる。




ヴァリアス：実は【ＭＰ】がとても苦しいのです。というか、今の《カリキュレイト》で０になりました（笑）。《祝福》を使っていただけないでしょうか？

ファム：はいっ！　許きよ可かします！

ヴァリアス：よっしゃー！（一同笑）マイナーの前に《ウェポンチェンジ》でシューティングスターをクリスタルブレイドに変へん更こう！

カミュラ：えっ！　ちょ、ちょっと待ってください！　それって、使ったら壊れる一万Ｇの剣じゃないですか！

ヴァリアス：いや、たぶんこれじゃないとパイモンは倒たおせないかと。それにたぶんパイモンを倒せば、それ以上のお金が入ります。

カミュラ：……許ゆるします（爆笑）。

ヴァリアス：承しよう認にん完かん了りよう！（笑）　マイナーアクションで《インヴィジブルアタック》、メジャーアクションで《バッシュ》＋《リバウンドバッシュ》！（コロコロ）命中は25！

ＧＭ：（コロコロ）リリスは11で回避。パイモンは……（コロコロ）回避失敗！

ヴァリアス：くっ、リリスは避けたか。だが、パイモンは逃がさない！（コロコロ）ダメージは65点の魔法ダメージ！




　リリスの裏うら切ぎりに気づき、逃げだそうとするパイモンをヴァリアスのクリスタルブレイドが捕とらえる。

[image: ]




「こんなところでこのわたくしが……」




　キラキラと光を反はん射しやしながら砕くだけ散る水すい晶しようの剣けんと共にパイモンの身体からだも消しよう滅めつしていった。

　リリスはその様子を冷ややかな目で見つめていた。




ヴァリアス：さすが攻こう撃げき力りよく40のこの威力。やはり固定値ちは裏切らない（一同笑）。

カッツ：これで逆ぎやく転てんの可か能のう性せいが出てきたぞ。




　カッツの言葉を裏付けるように、カマイタチの《連続攻撃》はカッツに回かい避ひされ、そしてカミュラの《プロテクション》に防ふせがれる。

　ただし、カッツのカマイタチへの攻撃も外れたが（笑）。




カッツ：余よ計けいなお世話だ。




　第４ラウンド。
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　リリスはセットアップで《二回行動》を使用。マイナーで召しよう喚かんした駿馬ヴェリアンティーノに跨またがり（《ライドオン》を使用）、そしてメジャーでエンゲージしているヴァリアスに《ラッシュ》（※）を使用する！




ヴァリアス：うぉっ！　そういう組み合わせかっ!?

ＧＭ：これが本来の戦い方というわけです。命中は12＋４Ｄで……（コロコロ）29！

ヴァリアス：回避を捨すてたこのオレにそんな攻撃避よけられるわけないっ！　回避失敗！

ＧＭ：武ぶ器きの攻撃力が18、《ライドオン》で【移い動どう力りよく】が＋15されて49になるので《ラッシュ》でこれがダメージに追加！

ヴァリアス：げぇっ！　固定値で67っ!?

ＧＭ：さらに《コールサーバント》でダメージが＋５Ｄされ、使用している武器は霊れい破は斬ざんなので、67＋９Ｄの魔ま法ほうダメージがいきます！　しかもダメージを１点でも受けると【ＭＰ】が３Ｄ減へるというおまけ付き。

ヴァリアス：魔法ダメージ!?　そんなの耐たえられるかっ！

ＧＭ：騎き乗じようしたリリスが空を駆かけながらヴァリアスに迫せまる！（コロコロ）ダイス分は34点なのでダメージは[image: ]点！

ヴァリアス：ダメだっ！《蘇そ生せい》を使ってもそれは助からない！

カミュラ：《ガーディアン》を使います！




　カミュラのファミリアである白しろ蛇へびが光り輝かがやくと同時に、ヴァリアスの周囲に光の障しよう壁へきが張はり巡めぐらされ、リリスの剣をはじき飛ばす。

　それと同時にカミュラは自分に《ヘイスト》、ファムは理知の宝ほう玉ぎよくを使用する。

　すぐさまカミュラは《ヒール》を掛かけて、ヴァリアスの傷きずを癒いやす。




ヴァリアス：これで全ぜん回かい復ふく！　これならまだ耐えられるぜ。《カリキュレイト》でリリスより先に行動する。マイナーの前に《ウェポンチェンジ》で再ふたたびシューティングスターを装そう備び、マイナーで《インヴィジブルアタック》、メジャーで《バッシュ》！（コロコロ）30！




　ヴァリアスの槍やりがリリスを捕らえる。

　しかし……。




ヴァリアス：《ボルテクスアタック》を使用！　さらに最後のフェイトを使用してダメージは……（コロコロ）ぐわっ！　赤い物がいっぱい見える！

カミュラ：なんでこんなに１が多いんですかっ！

ヴァリアス：15個こ振ふって43かよっ！　えー、合計で60点です（笑）。

ＧＭ／リリス：「そんな槍さばきじゃ、ボクを倒すことはできないよ」ヴァリアスに挑発するような言葉を投げるリリス。

ヴァリアス：くそーっ！　ダイス目が、ダイス目が～～～～！

ＧＭ：次の行動はリリス。マイナーで《スマッシュ》、メジャーで《ラッシュ》を使用します。（コロコロ）命中は29！

ヴァリアス：こ、ここで終わりか。膝ひざをがっくりと付きつつ……（コロコロ）回避失敗。

ＧＭ：「これでさようならだよ」固定値ちが79からスタート！

ヴァリアス：すでにオレの【ＨＰ】を上回っています（笑）。

ＧＭ：ダメージは……（コロコロ）あ、あれ？　24しかない。ということは[image: ]点？《スマッシュ》の分はどこにいった！（一同笑）

カミュラ：フェイトを２点使って《プロテクション》します！（コロコロ）うわぁ～！

ファム：す、すごいです……。

ヴァリアス：４以上しか出てない……。

カミュラ：えっと……30です。

ヴァリアス：それなら助かるかも……。[image: ]から魔法防ぼう御ぎよ力りよくの12と《プロテクション》の30を引いて61！　１点残ったっ!!

ＧＭ：ダメか……。とりあえず【ＭＰ】は……（コロコロ）12点減へらしておいてください。

ヴァリアス：それくらいなら問題ない。




　ファムは《ディフレクション》を警けい戒かいして、カマイタチを攻撃。

　パイモンの《司し令れい塔とう》の援えん護ごがなければさすがにカマイタチとはいえども、ファムの魔法を避けることはできない。

　しかし、カマイタチの属ぞく性せいは〈風〉。ファムの風の魔法では倒たおれない。

　そして、カッツはメジャーアクションでエンゲージを離り脱だつする。

　カマイタチはヴァリアスを《遠えん隔かく攻撃》で攻こう撃げきし、これに対してファムは《蘇生》を使用する。とはいえ、カミュラの《プロテクション》でもダメージを完全に防ふせぐことはできず、ヴァリアスは転てん倒とうしてしまう。




　そして戦せん闘とうは第５ラウンドに突とつ入にゆうした。

[image: ]




ＧＭ／リリス：「これでもう終わりにしようよ。行くよっ！」セットアップで《二回行動》を使用！　マイナー《スマッシュ》、メジャーで《ラッシュ》を使用します。




　転倒しているヴァリアスが避けられるはずもなく、ヴァリアスは[image: ]点の魔法ダメージを受けてしまう。




ヴァリアス：三度目はさすがに無理だな。オレはここまでだ。あとは頼たのんだぜっ！

ファム：ヴァリアスさんっ！

ＧＭ／リリス：「こんなに手こずるとは思わなかったよ。さぁ、次は誰だれの番だい？」リリスは妖よう艶えんな笑えみを浮うかべながらヴァリアスから霊れい破は斬ざんを引き抜ぬきます。ヴァリアスの身体からだが一いつ瞬しゆん浮き上がったあと、ドサリと地面に音を立てて落ちます。これでヴァリアスは戦闘不能ですね。

ヴァリアス：うっ……。

ＧＭ：さぁ、では残りのセットアップをどうぞ。

カミュラ：どうします？　カッツさん。

カッツ：まずは《陣じん形けい》を使用してくれ、それで私がリリスにエンゲージする。ファムは理知の宝ほう玉ぎよくを使用してとりあえずカマイタチよりも早く行動して、エンゲージを離脱してくれ。カミュラは私に《ヘイスト》を頼む。




　この結果、行動の順番はカッツ、リリス、ファム、カマイタチ、カミュラに。




カッツ：いくぞっ！《ヴァイタルフォース》＋《ペネトレイトブロウ》で攻撃する。（コロコロ）21で命中！




　だが、この攻撃をリリスは避よけようともしなかった。

　いや、避けようとしなかったのではない。あえてカッツの攻撃を受けることによって、必中の一撃を見み舞まうことを選せん択たくしたのだ。

　カッツの攻撃をその身体に受けながらも、すでに霊破斬を持った両手は大だい上じよう段だんに構かまえられていた。




ＧＭ：それだったら十分勝てる！　というわけで、その攻撃に対して《ストライクバック》を使用します。12＋４Ｄで……（コロコロ）。

一同：えぇっっっっ!!

カミュラ：こんなところでクリティカル!?

ファム：しかも６が３つも出てますっ！

カッツ：……。




　ヴァリアスを打ち倒した霊破斬が、カッツへと振ふり下ろされる。




ＧＭ：カッツはダメージをどうぞ。

カッツ：フェイトを２点使って……（コロコロ）54点のダメージを素す通どおしで！

ＧＭ：しかし、そのダメージではリリスは倒れません。カッツの拳こぶしを受け止めながら、霊破斬を振り下ろします。こちらのダメージ18＋９Ｄに、クリティカルで＋３Ｄ、さらに《ストライクバック》の分で＋１Ｄなので18＋13Ｄ！

ファム：カ、カッツさんっ！

ＧＭ：ダメージは……（コロコロ）80点です！

カミュラ：《プロテクション》を……。

カッツ：いや、《プロテクション》はいらない。ダメージをそのまま受ける。




　そしてカッツは落ち着いて宣せん言げんする。




カッツ：ふっ。その反撃に対して《ソウルバスター》を使用。こちらのダメージは69点なのでそのまま69点をリリスに返す。




　霊破斬で叩たたき斬きられながら、先ほどの攻撃の時に押おし当てたままにしていた拳にさらに気を込こめるカッツ。

　その瞬間、まるで目に見えぬ爆ばく発はつが起こったかのようにリリスが衝しよう撃げきを受ける。




カッツ：私の勝ちだな。残り【ＨＰ】は18点。まだ立っていられるぞ。

ＧＭ／リリス：「そんな技わざまで持っていたなんて……」痛いた々いたしげに呟つぶやくリリス……。くっそ！　なんで《ストライクバック》でクリティカルが出るんだ？《ソウルバスター》が来るのが分かっていたのに！

カッツ：あぁ、私も驚おどろいたよ。しかし、ここに来てダイスのよさが裏うら目めに出たな（一同笑）。

ＧＭ：まったくですよ。そして、このダメージでリリスの【ＨＰ】は０。ヴェリアンティーノからずるりと滑すべるように落馬し、そのまま仰あお向むけになって倒たおれます。




　だが、リリスの顔は苦く痛つうに歪ゆがんでいるわけではなく、むしろ安あん堵どし、満ち足りた笑顔を見せていた。まるでひとつのことをなした充じゆう実じつ感に浸ひたっているようだった。

　そんなリリスの許もとへ、ヴェリアンティーノがよりそうように歩み寄よる。

　だが、リリスと共に戦った駿馬も主が力ちから尽つきると同時に光の粒りゆう子しへと変わっていく。

　そして、最後のいななきと共に散っていった。





（※）《連続攻撃》　エネミー特殊能力。メジャーアクションで２回攻撃する。

（※）《ディフレクション》　サムライのスキル。魔ま術じゆつの対象を術じゆつ者に変更する。

（※）《アラウンドカバー》　ナイトのスキル。範囲の攻撃を《カバーリング》する。

（※）《インヴァルネラブル》　ナイトのスキル。ＨＰダメージを０にする。

（※）《援護》　エネミー特殊能力。エンゲージしているキャラクターの判定のダイスを増ふやす。

（※）《コールサーヴァント》　テイマーのスキル。サーヴァントと呼よばれる特殊な生物を召喚する。

（※）《ライドオン》　テイマーのスキル。召喚したサーヴァントに騎乗する。

（※）《ラッシュ》　ナイトのスキル。騎乗状態での白兵攻撃に【移動力】を加える。









エンディングフェイズ







◆エンディング 01◆騎き士しオルランド




「戦いに勝ったらすべて話すという約束だったよね」

　傷きずだらけの身体からだでリリスがファムたちを見上げながら話し始めた。




ＧＭ：というわけでエンディングです。傷つきながらも、リリスは剣を杖の代わりにして、なんとか身体を起こします。ちょっとイリーガルな処しよ理りになりますが、まだ戦せん闘とうは続いているものとします。ですので、リリスは戦闘不ふ能のうが継けい続ぞくしています。つまり、この場でとどめを刺させば死し亡ぼうということになります。

カッツ：まぁ、すべて話してもらうという約束だったからな。

カミュラ：リリスがオルランドだということは、なんとなく分かりましたけど……。

ファム：どういうことなんでしょう？

ＧＭ：するとリリスはゆっくりと昔を思い出すように話し始めます。




「覇は王おうシャルリシアの伝説に謳うたわれる五人の仲間──ルキアノス、アウデンリート、シェフィールド、ブルギニオン、グラナドス。この五人の他ほかにオルランドという騎士がいたことはもう分かっているよね。そしてオルランドが覇王の影かげ武む者しやを務つとめていたことも」




　大きく頷うなずく四人。




「そのオルランドがボクの前世なんだよ」




カッツ：オルランドは魔ま族ぞくに転生することを運命付けられたとルキアノスは言っていたが。

ファム：でも性せい別べつとか違ちがうじゃないですか。




「それは性別を変えることで、前世の記き憶おくを取り戻もどしにくくするためだよ。

　ボクの場合は転生っていっても特とく殊しゆなケースだからね。普ふ通つうの転生よりも前世の記憶を保ほ持じしたままになる可か能のう性せいが高かったんだ。そして、それを嫌きらったオフェリアが細工した。

　でも、前世の記憶を思い出したのもつい最近なんだけどね。

　ディアスロンドでルキアノスに会うまではそんなこと思い出しもしなかった」




カミュラ：それでディアスロンドにいたんですね。

ヴァリアス：でも、それだったら復ふく讐しゆうってなんだよ？　何に対しての復讐なんだよ！　ファムが覇王の子孫だというのならなんで復讐なんてするんだよっ！　それにそんな理由だったら街を襲おそう必要もないじゃないか!!




　リリスは大きなため息をつきながら答えた。




「自分に対する復讐だよ。最後までシャルリシアの力になれず、あまつさえ魔族に転生してしまった自分に対する復讐。街を襲ったり、〝覇王の遺産〟を狙った理由は簡かん単たんだよ。ファムにはボクをことを憎んでもらわないと困るからね。まぁ、さっきのパイモンやアムドゥシアスのような魔族を監視に付けられていたって理由もあるけど」




ファム：憎む……憎むってどういうことですか？




「魔族には〝真の死〟というものがあるんだよ。魔族を殺すための方法といってもいいかな。魔族ごとに定められた特定の方法でとどめを刺さない限かぎり、魔族は死ぬことはない。何年、何十年、何百年か分からないけど再ふたたび蘇よみがえる。

　人間の転生と違って、そのままの姿すがた、能力、記憶を持って蘇るんだ。だから〝真の死〟以外では魔族は死ぬことはない。不死の存そん在ざいなんだ。

　そして、ボクの〝真の死〟は……」




　リリスはファムをじっと見つめながら告げた。




「覇王の血を受け継つぐ者に、憎しみを持ってとどめを刺されること。

　それがボクの〝真の死〟だよ」




ヴァリアス：つまりファムがとどめを刺すということか……。




「そう。ボクをこの忌いまわしい運命から解かい放ほうしてくれるのは……ファム、キミだけなんだ」




＊　＊　＊




一同：…………。

ＧＭ：どうしますか？

カミュラ：とどめを刺すかどうかを決定できるのはファムさんだけ……なんですね。

ファム：えぇぇっ！




　リリスの視し線せんを真正面から受け止め、考えるファム。

　その時間は一いつ瞬しゆんのようにも、永えい遠えんのようにも感じられただろう。

　その静せい寂じやくをみずから破やぶるように、ファムは言葉を紡つむぎ出した。




ファム：ひとつだけ聞かせてください。あなたは最初からあたしたちに倒たおされるつもりだったんですか？

ＧＭ／リリス：今までのような妖艶な笑みではなく、リースとしてエルクレスト・カレッジにいた時のような優しい微笑みを浮かべるリリス。「記憶を取り戻したからね。でも、スカディ配下の魔族の目があったし、ファムだってボクが本気にならなければ戦ってくれなかっただろ？　最初は覇王と戦えたこともあって、ちょっと調子に乗っちゃったけどね……あ、覇王じゃなくて、ファムだっけ」

ヴァリアス：ちょっとじゃねぇっ！　危うく死ぬところだったぞ。

ＧＭ／リリス：「ごめん、ごめん。でも、いい槍さばきだったよ。あれなら覇王を任まかせられる……」リリスは苦笑いを浮かべます。




　すでに覇王シャルリシアとファムの区別が付かなくなっているリリス。

　だが、それを訂正しようともせず、ファムはじっとリリスを見つめる。

　そして、ファムは決意と共にリリスに告げた。




ファム：決めました！　とどめを刺しませんっ!!

カッツ：それでいいのか？　このままだと再び魔族として蘇ってくるかもしれないんだぞ？

ファム：それでも憎しみでなんて殺したくないです。だって、憎しみは何も生まないって、ヴァリアスさんも言っていたじゃないですか。ここでリリスさんを殺したら、きっとあたしは後こう悔かいします！




「覇王の子孫であるあたしがリリスさんのことを、オルランドさんのことを許ゆるします

　それじゃダメですか？」




　リリスに嬉うれしいとも悲しいともとれる表ひよう情じようが浮うかぶ。

　だが、覇王の血に連なる者がそう決めた以上、自分にはどうすることもできない。

　そう思った時だった。




ＧＭ：では、ファムがそう言うと、リリスの身体が光の粒りゆう子しへと次第に変わっていきます。リリスの〝真の死〟は条じよう件けんを満たされました。

ファム：えぇっ!?

ヴァリアス：どういうことだ？

ＧＭ：リリスの〝真の死〟の条件は、覇王の血に連なる者に許されること。リリスは嘘うその〝真の死〟を教えられていたわけです。

カミュラ：それでサンドバグの話とかもあったわけですね。

ＧＭ：そういうことです。見事、シナリオクリアです。おめでとうございます！

ファム：やりましたっ！




　身体が徐じよ々じよに消えていきながらも、満足そうな笑みを浮うかべるリリス。




「これでボクの願いは叶かなえられる

　ありがとう、ファム……」




　それがリリス、いや陰かげながら覇王を支ささえ続けたオルランドの最期の言葉となった。







◆エンディング 02◆新たなる事じ件けん




　かくしてファムたちはデュランダルの欠片かけらたる、ブリガンティアの血、アーケンラーヴの髪かみ、グランアインの爪つめを手に入れた。




ＧＭ：というところでセッションは終しゆう了りようとなりますが、最後にもうひとつだけ。

ファム：まだ何かあるんですか？

ＧＭ：ありますよ。とりあえずメアンダールでの騒さわぎが終了し、ついでに祭も終わったわけですが……。

カッツ：祭はおまけかよっ！（笑）

ＧＭ：そこにディアスロンド経けい由ゆでひとつの報ほう告こくが伝わります。

カミュラ：手紙ですか？

ＧＭ：いえいえ。神しん殿でんにはトレクルスという宝ほう珠じゆがありまして、これを使うと遠く離はなれた場所でも会話することができるんです。まぁ、現げん代だいの電話みたいなもんですね。

ファム：便利ですねぇ。

ＧＭ：神殿はエリンディル全土にありますから、それらを統とう括かつする上で必要なんですよ。それはともかくとして、その連れん絡らくの内ない容ようをナジムから聞かされることになります。

一同：うんうん。




ＧＭ／ナジム：「エルクレスト・カレッジが何者かに占せん拠きよされたらしい」

一同：なんだってっ！

ＧＭ／ナジム：「くわしくはまだ分からんが、どうやらゴーレムらしき軍ぐん団だんによるものということだ」

カッツ：ゴーレムなら魔ま法ほうで一発だろ。学園には魔法使いも大おお勢ぜいいたはずじゃないか。なんでゴーレムごときに手こずってるんだ？

ＧＭ／ナジム：「それが通つう常じようのゴーレムと違ちがって魔法にも強い防ぼう御ぎよ力りよくを持っていたそうだ。しかも、見たことがない種類のゴーレムだったとか」

ヴァリアス：見たこともない？

カッツ：それってまさかスカディ？　なんでいまさら学園に……あっ！　ケセドの持っている竪たて琴ごとか！　でもなんで学園にいることがばれたんだ？

ＧＭ：いや、これは想定外の事じ態たいなんですけどね。『ルージュ』四巻かんの事件で、ケセドがエルクレストを守ったことにしたじゃないですか。とすると、〝覇は王おうの遺い産さん〟を集めているオフェリアにそのことがばれてもおかしくないかなと（笑）。

ヴァリアス：げぇっ！　こんなところでも『ルージュ』による影えい響きようが（笑）。

ＧＭ：せっかくいろいろとリンクしてますから、利用させていただきました。




　ここでファムたちはひとつの決けつ断だんを迫せまられることになる。




ＧＭ／ナジム：それともうひとつ情じよう報ほうがあります。「残る〝覇王の遺産〟についてだ」

カミュラ：そういえば、メアンダールに来れば分かるっていってましたっけ。

ＧＭ／ナジム：「あらゆる攻撃から身を守ることができるといわれる〝金こん剛ごうの盾たて〟プリドウェンだが、覇王の墓ぼ所しよに行くといいだろう。もし〝覇王の遺産〟を託せる人物が現われた時は覇王の墓所に来るように伝えてくれと、ブルギニオンが言っていたことを思い出した」

ファム：覇王の墓所？

ＧＭ／ナジム：「うむ。確たしか〝遺い跡せきの街〟ラインの近くにあったはずだ」

カッツ：あらゆる攻撃から？

ＧＭ：しかも離れている仲間すら守ることができたと伝説ではいわれています。

カミュラ：と、わたしが解かい説せつします（一同笑）。

カッツ：今さら思い出したように言うなよ（笑）。まぁ、ゲーム的に解かい釈しやくするとだ。シーンに登場している任意のキャラクターをダメージから守るということか……。

ヴァリアス：ということは、それがあれば味方がいても《ゲイ・ボルグ》が使いやすくなる？

カッツ：そうなるな。スカディよりも先に手に入れたいところだが……。




　最後の〝覇王の遺産〟をオフェリアに渡わたすわけにはいかない。

　だが、占拠されたエルクレスト・カレッジを放ほうっておくわけにもいかない。




ファム：でも、学園にはプリシアが……。

カッツ：それにラリエットも残っているしな。

ヴァリアス：ケセド……は、放っておいても大だい丈じよう夫ぶか（一同笑）。




　デュランダルの欠片をすべて手に入れることに成功したのも束つかの間、ナジムよりもたらされたふたつの情報。

　それは今後の行動にも大きく関かかわるものだった。

　ファムたちは今、重大な岐き路ろに立たされていた──。
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虹遠からじ：聖せい人じんと竜りゆう　～エピローグ～




　雨上がり。

　ひとりの少女が荒こう野やを歩いていた。

　その少女──〝銀〟のふたつ名を持つ古代竜りゆうケセドは、彼女の髪かみのように銀色に輝かがやく竪たて琴ごとをつま弾びきながら荒野をひとり歩いていた。

　少女の他荒野に動くものはなく、ただ赤しやく銅どう色いろの身体を持つ機械人形たちの濡ぬれそぼつ残ざん骸がい──歯車、螺ね子じ、発条ばね、装そう甲こうといったモノ──が散らばるのみだった。そのどれもが鏃やじりのようなもので打うち抜ぬかれている。

　ケセドはただ歩き続けた。『覇は王おうの勲いさおし』を口ずさみながら……。

　そしてようやく彼女は見つけ出した。




「こんなところにいたのか？」




　そこには岩にもたれかかり、力ちから尽つきたかのように動かぬルキアノスの姿すがたがあった。白い神官服はずたずたに引ひき裂さかれ、みずからの血で真っ赤に染そまっている。

「油ゆ断だんしたよ。まさか相手にも《ゲイ・ボルグ》の使い手がいようとはな。つまり、今回の敵はスカディだったというわけだ。相手にも手て傷きずは負わせたはずだ……が、私もこのざまだ」

「大だい丈じよう夫ぶ。傷きずはそれほど深くない。今ならばまだ助かるだろう」




　手を差さし伸のべるケセド。だが、ルキアノスは頭を振ふる。




「自分のことは自分が一番よく分かる。それにお主の力はそう気軽に使うものではない」




　神に匹ひつ敵てきする古代竜の力を持ってすれば、死を迎むかえようとしている者を救うこともできるだろう。だが、ケセドら古代竜たちはそのような行こう為いを禁きんじられているのだ。

　もし、その禁きん忌きを破やぶろうものなら、彼ら古代竜は神々からの加か護ごを失い、そのすべての力を失ってしまうだろう。




「だが……」

「私は十分に生きた。神々を間近に感じ、シャルリシアとも出会うことができた。もはやこの生に思い残すことはない。……気がかりといえば、彼女の行く末といったところかな」




　傷きずの痛いたみに耐たえながら、ルキアノスはケセドに笑いかける。




「……ならば、あなたの御お髪ぐしを頂いただこう」

「髪？」

「そう髪だ。私はひとりでも子を成すことができる。だが、それには私が認みとめた者の身体の一部が必要なのだ。私の子こ供どもたちはそうして生まれてくる」

「つまり、私に父親になれというのか？」




　ケセドは小さく頷うなずく。銀の髪が揺ゆれ、きらきらと輝く。




「今生の覇王にはすでに間に合わないだろう。だが、いつしか覇王の転生、あるいは覇王の血に連なる者が危き機きに陥おちいった時、我わが子こが私やあなたに変わって助けてくれるように……」




　ケセドは懐ふところから短たん剣けんを取り出し、ルキアノスの髪を一ひと房ふさ切り取ると、それを胸むねの前で優やさしく両手で包つつみ込こむ。

　ケセドの口から遥はるか古代の言葉が紡つむぎ出される。

　それと同時に髪は光の玉となり、ケセドの身体へと吸すい込こまれていった。

　ルキアノスはその様子をじっと見つめていた。




「あなたはここでその生しよう涯がいを終える。だが、おそらく英えい雄ゆう霊れいとして神々に迎むかえられるだろう。それだけの働きをあなたは成したのだから」




　もう終わりの時は近いのだろう。ケセドは悲しそうに天を仰いだ。

　いつしか空には虹が架かっていた。




「それならば、いつか我が子や覇王の子孫と会える日が来るかも知れぬな。ならば私が英雄霊となったあかつきには、〝聖都〟の守りを担になえるよう神々に頼たのんでみよう」




　それが〝大だい聖せい人じん〟と呼よばれた神官──ルキアノスの最期の言葉となった。




　そして彼の言葉どおり、ルキアノスは〝聖都〟ディアスロンドを守しゆ護ごする英雄霊となり、覇王の血を引くファムリシアと出会うことになる……。
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あとがき




　社会人になると、長期に渡わたる休きゆう暇かを取るのがなかなか難むずかしくなってきます。

　せいぜい年末年始のお休み、それと新しん婚こん旅行くらいでしょうか？　夏休みは……まぁＪＧＣがあったりするので察していただければと思います（笑）。

　学生時代は夏休み、冬休み、春休みと長いお休みが年に三回もあり、しかも夏休みは一ヶ月以上も続くという、今考えてみればとても夢ゆめのような時期でした。

　もっとも、その頃はそんなことなど考えもしませんでした。

　大半はただ無む為いに時を過すごしていただけのような気がします。まぁ、大学のサークルの夏合宿のように、ここでは書けないほど内ない容ようの濃こい時間もありましたが（笑）。




＊　＊　＊




　とゆーことで今回の『ハートフル』は、ファムたちの夏休み中の物語です。

　もっとも彼らの場合、ただのんべんだらりと、無為に時を過ごすというわけにはいかないようですが（笑）。

　さて、『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』のシリーズが始まって、ちょうど一年になりました。一巻かんの段だん階かいではシリーズとして継けい続ぞくできるか分からないという状じよう態たいから始まったのですが、『ハートフル』というシリーズもすでに四巻。『アリアンロッドＲＰＧ』リプレイ全体では十二巻目となります。

　これもひとえに読者のみなさまのおかげです。

　そして、すでに本ほん編ぺんを読んでくださった方はお分かりのことだと思いますが、『ハートフル』は四巻で終わりではありません。

　シリーズが始まった当初は、春夏秋冬（実じつ際さいには冬の物語から始まっているので、冬春夏秋ですが）の四巻構こう成せいでいければなぁと思っており、その旨むねも富ふ士じ見み書しよ房ぼうの編へん集しゆうさんに伝えてありました。ところが、三巻の収しゆう録ろく前後に「このまま五巻を書くことは可か能のうですか？」とのお言葉をいただき、全五巻という形になりました。

　とゆーことで、次が最さい終しゆう巻かんということになります。ぜひ、次巻もファムたち四人とお付き合いいただければと思います。

　それでは、恒こう例れいとなっておりますシナリオの解かい説せつです。いつものことながら、一部ネタバレも含ふくみますので、まだ本編をお読みになっていない方はまずページを戻もどして、最初からお読みいただくようお願いいたします。また、一部『ルージュ』のネタバレもありますので、ご注意くださいませ。




第七話　覇は王おうの遺のこせしもの

　この話は、覇王の仲間のひとりでもある〝大だい聖せい人じん〟ルキアノスの試練を受けるというシナリオです。第一巻の入学テストダンジョンとはひと味違ちがったダンジョン、ということで『上級ルールブック』に掲けい載さいされている〝ランダムダンジョンルール〟を使用しています。

　ランダムダンジョンについては、本編で簡かん単たんにではありますが説明を載のせていますのでそちらを読んでいただくとして、ここではランダムダンジョンをシナリオに取り入れる方法ということで解説したいと思います。

　ランダムダンジョンはプレイヤーはもちろん、ＧＭすらもダンジョンの構こう造ぞうを知ることができないため、それ単体で遊んでも十分楽しめるものですが、キャンペーンプレイに取とり込こむ場合は少し工夫が必要となります。

『ハートフル』では、ダンジョンのイベントの内容に合わせて、物語に関わりのある幻げん影えいをＰＣたちに見せるという手法を用いてみました。ランダムダンジョンのイベントは大きく四つ（スペード、クラブ、ハート、ダイヤ）に分けることができますから、それぞれのスートが出た時の演えん出しゆつを、タイルの総そう数すうに合わせていくつか用意しておけばよいのです。

　こうして、ルキアノスが体験してきた光景を演出しながら、覇王やオルランドについてＰＣ（プレイヤー）に情じよう報ほうを出していくというシナリオになったわけです。もちろんこの方法は普ふ通つうのダンジョンでも利用できますので、一度使ってみてはいかがでしょうか？

　そして、この話のクライマックスに登場するエネミー、セイクリッドアンブラ。

　ＰＣたちにセージがいないためか、プレイヤーが血けつ気き盛さかんなためかは分かりませんが（笑）、『ハートフル』ではあまりエネミー識しき別べつをしてくれません。ですから、それ以外の方法でエネミーの能のう力りよくをＰＣに探さぐらせながら、戦せん闘とうできないかと考えて生まれたエネミーがセイクリッドアンブラなのです。

　最初はＰＣとまったく同じ能力を持ったエネミーを出すとか、エネミーの【ＨＰ】を減へらすとＰＣの【ＭＰ】が減る（あるいはその逆ぎやく）とかいろいろと考えたのですが、最終的にはシナリオに登場したような形になりました。いかがでしたでしょうか？

　ちょっとパズル的な要よう素そも持ち、さらにプレイヤーにエネミーが持っているスキルを考えさせながら戦闘するという当初の目的は達成できたのではないかと思います。

　また、このシナリオでＰＣにアイテムではなく、特殊なスキル（《ゲイ・ボルク》です）を与えるという処理をしています。今までにないちょっと特殊な例ですが、ＰＣを演出するひとつの方法として提示してみました。参考にしてください。




　ちなみにこのミッションに失敗した場合、デュランダルの欠片かけらのひとつがリリスに渡わたってしまうというエンディングを考えていました。その場合、リリスがデュランダルの欠片の力を引き出してしまい、さらに第八話の戦闘が大変になったわけなのですが（笑）。




第八話　恩おん讐しゆうの彼方かなた

　そして第八話は、小島さんや小こ暮ぐれさんも『アリアンロッド』やＴＲＰＧにずいぶんと慣なれてきただろうということでシティ・アドヴェンチャーです。

　シナリオではもっといろいろなイベントが考えてあったのですが──ＰＣたちが祭の中で行なわれているイベントに参加するはめになったり（シナリオ集『エリンディルウォーカー』のコロシアムルールを使用）、迷めい路ろ探たん検けん競きよう技ぎに迷まよい込こんでしまったり（エネミーと戦闘しながらのトラップ解かい除じよ）、迷路の街で迷ったり、などなどなど──ＰＣたちがかなり上手に立ち回ったために、それらを使うことができませんでした。

　もっとも『トラベルガイド』を使用しながらのプレイという、当初の目的は十分達成することができたので、まぁよしとしたいと思います。

　それと、第二巻の巻かん末まつに「ミステリータッチ・シナリオの作り方」という解説を書かせていただきましたが、シティ・アドヴェンチャーとミステリータッチ・シナリオはかなり共通する部分があります。シティ・アドヴェンチャーの中から、犯はん人にん捜さがしという部分を抜ぬき出だしたのがミステリータッチ・シナリオであるとしても過か言ごんではないでしょう。

　そちらの解説をもう一度読んでいただくと、いろいろと利用できる部分もあるかと思いますので、ぜひ参考にしていただければと思います。




　そして第八話のクライマックスフェイズでの戦闘ですが、せっかく手に入れた《ゲイ・ボルグ》の使いどころを考えてああいう形にしました。

『ハートフル』の別シリーズである『ルージュ』の第三巻でも、分ぶん割かつしての戦闘をしていますので、こちらでも同じルールにしました。また、大量のサンドバグについては、エキストラのちょっと面白い使い方として参考にしていただければと思います。

『ルージュ』といえば、ディアスロンドでの教きよう皇こうのセリフ、エルクレストでのケセドの行動など、今回もいくつか連動している箇か所しよがあります。同時期に発売されたリプレイということで、こういう遊びも楽しんでもらえればと思います。




　それからこのシナリオで再ふたたび登場するリリスですが……。

　第一巻『聖せい雪せつのキャンパス』のラスボスとして登場したリリスを、元もと覇は王おうの仲間として再さい登とう場じようさせるという構こう想そうは最初からあったのですが、全四巻という構成ではちょっと無理かなと思い、第二巻を書き上げた段階ではお蔵くら入いりさせるつもりでした。

　ところが全五巻という話が舞まい込こんできたことで、見事復ふつ活かつを果たすことができたという曰いわく付きのキャラクターとなりました。

　元々は覇王の影かげ武む者しやオルランドとして考えていたわけではないのですが、魔ま族ぞくとしてのふたつ名の〝暗き月〟が影武者という立場を暗あん示じしていたのは何かの因縁かも知れません。

　ちなみにエンディングでのファムの選択ですが、シナリオではリリスにとどめを刺した場合と、刺さなかった場合の両方を用意していました。もし、とどめを刺した場合は本シナリオではリリスを倒すことはできますが、復讐の念に駆られたリリスが次の第五巻で三み度たび登場し、ＰＣたちをさらに苦しめる……というようなことになる予定でした。

　一応途中の昔話などのヒントもあったわけですが、とどめを刺さないという選択は案外難しいものです。その決断を下した小島さんには惜しみない拍手をお贈りしたいと思います。




　それでは最後はいつもの言葉で締めさせていただきたいと思います。

　本書の制せい作さくに関わってくださったスタッフ、楽しいセッションを一いつ緒しよに創そう造ぞうしていただいたプレイヤーの四人、そしてｂｏｍｉさんをはじめイラストを描かいてくださっているイラストレーターの方々、ありがとうございました。




　そして、本書を手にとってくださった読者の方へは格かく別べつな感かん謝しやを。『女王の矢』のタリアと〝共に歩むもの（Companion）〟であるローランのように、ファムたちと一緒に最終巻まで歩んでいただけることを願って……。




二〇〇六年十月三十日　久保田悠羅
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